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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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超ちようまえがき




第一話「冒険者になるための一〇の知識」

第二話「願いを叶かなえるたったひとつの方法」




　超あとがき








　　超ちようまえがき




「アリアンロッドＲＰＧ」ってどんなゲーム？

　そう聞かれれば、知っている人ならまずこう答えるだろう。




『「アリアンロッド」は、ファンタジーＴＲＰＧだ』




　うん、そのとおりである。

　これに異い論ろんを唱える者はいないだろう。

　そして、「具体的にはどんなことするの？」と、聞けば返ってくる言葉はこうだ。




『プレイヤーは冒ぼう険けん者しやとなってパーティ（ギルド）を組み、依い頼らいを受け、モンスターを倒たおしてお金と経けい験けん点（成長点）を稼かせぎ、レベルアップをする。ダンジョンに潜もぐったりもするよ』

『作れるキャラクターのクラスは、基き本ほん的に四種類。戦士ウオーリア、魔法使いメイジ、神官アコライト、盗賊シーフだ』

『人間の他に、エルフやドワーフみたいな種族がいっぱいいるぞ』




　うん、こう書いてみると実にシンプルだ。

　もともと「アリアンロッド」は、そんな古き良きＲＰＧ風ファンタジーを、現げん代だいのゲームシステムや環かん境きようで遊んでみよう───そんなところにコンセプトのひとつがあった。

　もっとも、細かく解かい説せつすれば前ぜん述じゆつした内ない容ようほど単たん純じゆんなものしかできないわけじゃない。

　例えばクラス。基本となるクラスはたしかに四種類だが、これに組み合わせることのできるサポートクラスが多数存そん在ざいしている。例えば、同じ戦士でもガンスリンガーと組み合わせれば後こう衛えいから銃じゆうで射しや撃げきする型になるし、モンクと組み合わせれば格かく闘とう戦せん型に、シャーマンなんかと組み合わせると呪じゆ術じゆつの技を駆く使ししながら武ぶ器きで戦う戦士となる。

　いや、それどころか同じクラスの組み合わせでも取得するスキルがちがえば、まったくちがう型のキャラクターにもなり得るのだ。

　……ともかく、こんなバリエーション豊ゆたかなキャラクターたちが、エリンというファンタジー世界で大冒険する───これが二〇〇四年に発売されて以来、永ながく遊ばれてきた「アリアンロッドＲＰＧ」というゲームだった。

　しかし、二〇一六年三月……すなわちこの本が発売されるちょうどひと月前にリリースされた、『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ　改かい訂てい版ばん』により、本ゲームは大きく変へん貌ぼうした。それもたったひとつの種族の追加によって、だ。
















　その種族の名前は〝アーシアン〟───。




　地球という異い世せ界かいより到来した〝現代地球人〟 のことだ。

　エリンというファンタジー世界に、〝科学〟や〝異世界の常じよう識しき〟を持ったまま迷まよい込んだ彼かれらは、「アリアンロッド」にそれまでとは大きくちがった物語性を与あたえることとなった。

　その導どう入にゆうにより、ライトノベルを主戦場として一〇年以上の永きに亘わたって隆りゆう盛せいを誇ほこる〝異世界トリップ〟もの、と呼ばれるジャンルの表現が「アリアンロッド」で可か能のうとなったのだ。もっとも、現代地球人が異世界での冒険を繰り広げるタイプの物語は小説やコミック、映えい画がでも古くから存在する。『ナルニア国物語』や『ネバーエンディング・ストーリー』など、誰だれもが聞いたことのあるタイトルがあるはずだ。それら作品を見たことがある人なら、「アリアンロッド」がどのような物語性を新たに手に入れたのか、おわかりだろう。




　……となれば、である。

　具体的にどんなセッションが可能となるのか、その例を示しめさなくてはならない。企き画かく段だん階かいでそんな話が持ち上がったのはある意味で当然だったわけで───




　そして今……キミたちが手に取っているこの本がある。

　なお、付け加えて話すと本書の意い義ぎはもうひとつある。

　後日リリースされる、新サプリメントの紹しよう介かい的な意味合いだ。




　すでに〝改訂版〟を手に取った方ならおわかりかと思うが、それにおいて〝アーシアン〟はあくまで異世界より到とう来らいした新種族のひとつという立ち位置であり、本ほん格かく的に〝異世界トリップ〟というジャンルの物語を遊ぶための要よう素そは必要最低限に留とどまっている。

　これを補ほ完かんし、充じゆう実じつさせるべく、サプリメント『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ ストレンジャーガイド』が二〇一六年五月にリリースされる。『ストレンジャーガイド』では、〝異世界トリップ〟を遊ぶための要素（データやワールドガイド）が大量に掲載される。

　その先さき駆がけとして、本書では『ストレンジャーガイド』に掲載予定の内容を一部使ってお送りしようと思う。




　なにはともあれ解説はこのあたりに留め……ページをめくって本ほん編ぺんに入ってほしい！

　さあ、新たな「アリアンロッド」の世界へ！
















　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆新たなＰＣ①のプレイヤーを探さがせ




　さて、『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ　改訂版』である。

　このゲームを宣伝する意味も兼ねて、「リプレイも出そう！」という話が確定したのは二〇一五年秋のことだった。

　そのプレイヤーも四人のうち、すでに三人までは心に決めていた。

　だが、主役であるＰＣ①に関しては、やはり各方面より仕し様ようや希望が飛んでくるもの。とりあえずひとり、心当たりはあったのだが……確信には至いたっていなかった。

　私はまず、「その人物の大親友」に連絡を取った。

　幾いく度どかのコール音ののちに、電話は繫がった。




「あ、もしもし？　お疲れ様です、菊きく池ちです」

「あ、お疲れ様です、味み里さとです～」




　その「大親友」の名は味里さん───フリーで活動する女性声優さんである。

　……わかる人には『艦隊これくしょん』の武蔵や伊８、伊19、『うぽって!!』のえる （Ｌ85Ａ１）、『デート・ア・ライブ』の崇宮真那たかみや・まななどの声の人、と言う方がいいだろうか。

　二〇一四年～一五年にかけて、私の書いたリプレイ『聖せい弾だんのルーチェ』シリーズにプレイヤーとして参加していただいた人でもある。

　あ、『聖弾のルーチェ』は現げん在ざい、第一巻の内容が分ぶん割かつされてストリエで連れん載さい中だ。

　無料なので、ぜひとも覗のぞいてやっていただきたい！

　https://storie.jp/official/dragonbook/10672




　受話器の向こうで、彼女が問うた。

「……で、どうしました？　ひと狩り行こうって話ですかー？」

「いやいや！（笑）　春に出すリプレイのプレイヤーについてご相談がありまして」

「ああ、現代地球人ができるようになる『アリアンロッド』ですね！」

「そうそう。今、リプレイのＰＣ①をやってくれる人を捜してるんですが……これがまた、いろいろ各方面から要望や仕様みたいなものを言われまして」

「要望？」

「そう。具体的には……これまでのリプレイに登場しておらず、明るくて発話が多くて面おも白しろく、常識とプロ意い識しきがあってゲームが好きで約束が守れて前向きに協力してくれる人」

「ほー」

「でもってボードゲーム等のアナログゲームは好きで遊んだ経験はあるけど、ＴＲＰＧに関しては興きよう味みがありつつも遊んだ経験が少なく、できれば経験は０がいい。ラジオ等のことを考えると物もの怖おじせずにトークができる……そんな女じよ性せいの方がいいという」

「[image: ]」

「いや、オワタじゃなくて」

「そんな生き物、いるんですか？」

「庄子裕衣しようじ・ゆいさん……いけませんかね？」

「あー！　庄子ですか！　あの子はまともです！　保ほ証しようします！　いいと思います！」

「あっさり太たい鼓こ判ばんがっ!?」

「ああ、そういえば前に〝ゲーム会〟で会ってましたね」




　───それは二〇一五年初夏の話だった。

　ＫＡＤＯＫＡＷＡの編へん集しゆうさんの中に、不定期にアナログゲームを遊ぶ会を開く方がいる。人じん狼ろうや各種ボードゲーム、ＴＲＰＧ……参加者が遊びたいゲームをただ遊ぶという、実にお気楽な会合だ。参加者は、編集さんやイラストレーターさん、作家さん、ゲームクリエイターさん、メーカーさん、声せい優ゆうさんなどなど、仕事関係者ばかりである。

　その日、私は『アリアンロッド』のＧＭをしたわけだが……参加したプレイヤーの中に、庄子裕衣さんの姿すがたがあった。開口一番、彼かの女じよの放ったセリフが……




「む、昔、きくたけさんの書いた『ダブルクロス』のリプレイにドハマリしてました！」




　───である。

　これがもう、楽しそうに話すこと話すこと。

　ＴＲＰＧのセッションそのものはあまり経験がないらしいが、こんなゲーム会に来ていることを考えれば、アナログゲーム全ぜん般ぱんは大好きであるとわかる。

　そしてセッションが始まれば……これがまた楽しそうなこと。この世の春と夏が一気に押おし寄せてきたかのような楽しみっぷり。よくしゃべってよく笑う。戦せん闘とうに入れば、真しん剣けんに戦せん術じゆつを考えつつもキャラ視し点てんでの発話も自然と飛び出す。

　その時から、「あれ、リプレイのプレイヤーにいいかもしれんぞ」と脳のう内ないは観察モードに切り替かわっていたのはここだけの話である。




　かくして太鼓判を獲得した私は、庄子さんに連絡を取ったのだった。







◆Preplay02◆集まった面々になにか問題がある気がしないでもない。




「ええええ！　わたくしが参加してもよろしいんですか!!　すごく嬉うれしいです、ぜひよろしくお願い致いたします！」

　……プレイヤーの件けんを連れん絡らくして数分。とびきり前向きな返事をもらい、ＰＣ①のプレイヤーは庄子さんに決まった。

　そして後日、残るプレイヤーも無事に決定し……二〇一五年がまさに終わりかけたその日、セッション当日はやってきたのだった。




きくたけ：というわけで、みなさま……よろしくお願いします！

庄子：ドキドキしてます！　よろしくお願いしますっ！

浅あさ見み：元気だ（笑）。

Ｏはた：セリフにいつも「！」とついていそうな（笑）。

丹たん藤どう：私も菊池さんのＧＭでリプレイのプレイヤーってめずらしく。気楽にいきましょう。

庄子：はいっ、お気楽にいきますっ！（笑）




　ではここで、本リプレイに参加する面々をご紹介しよう。




▼庄子裕衣

　アミュレートという声優事じ務む所しよに所属する女性声優さん。

　二〇〇五年に『IZUMO －猛たけき剣の閃せん記き－』でデビュー。近年では『パンチライン』パイン役や『超ちよう次じ元げんゲイム ネプテューヌ』のアブネス役、TOKYO MXで放送中の『つんつべ♂バク音』に登場する番組キャラクター・ヲタック民の声、各種舞ぶ台たいなど多方面で活かつ躍やくする。

　恐るべき前向きさとノリの良さを揃そろえて持ち、とにかくよく笑う……！

　ツイッター[image: →]https://twitter.com/yuiyui0219

　公式ブログ「サカナナ」[image: →]http://ameblo.jp/yui-0219/




▼浅見正せい義ぎ

　会社勤づとめかつリア充風に見せかけて、実は極度のゲーマー。しかも、データ重じゆう視しのゲームに燃える口で、ハマったゲームに関してはとことん調べ尽つくし、極めないと気が済すまない。ミスでもしようものなら、悔くやしくて夜寝ねられなくなるほどである。だがそれが面白い。

　ＴＲＰＧに関してはさほど経験がない。しかし、ＰＣを作る時は、スキルデータを食い入るように見入り、自分の理り論ろんでデータを組み上げる。このあたりは、リプレイ初参加となった『聖弾のルーチェ』シリーズもぜひご覧らん頂いただきたい。

　ところで、せかいいちかわいい人が好きである（[image: ←]最重要情じよう報ほう）。




▼Ｏはた

　本名は大畑顕おおはた・あきら。

　ファーイースト・アミューズメント・リサーチの社員で、主にＴＲＰＧのデータ制作を担たん当とうする男。データにくわしいのは当然だが……それ以上に、奴やつの脳内はネタであふれている───。社内でチョップを繰くり出せば、「馬ば鹿かなぁああ、私はあなたの右みぎ腕うでだったはずぅうううっ！」と叫さけんだ末に「おげぺぁあっ、ぶしゅあっ」……と、断だん末まつ魔まの悲鳴に加えて血が噴ふき出る効こう果か音おんまでついてくる。

　ＴＲＰＧのセッションでは基本的に誰にでもへりくだり、三下パワーマックスで舞まい踊おどるのだが、シーンがシリアスになるとかっこいいセリフを連打するから侮あなどれない。




▼丹藤武たけ敏とし

　ファーイースト・アミューズメント・リサーチの社員で、これまで数多くのシナリオやリプレイを手がけてきた。その脳みそにはさまざまな知ち識しきが詰つまっているが、それ以上に詰まっているのはネタである。ちょっと雑ざつ談だんでも振ふろうものなら、他のすべてを忘れ去ってネタ話を語りまくる。それが面白いだけに、リプレイ収しゆう録ろくにおいては実にやっかいな話と言えよう。なお、ＴＲＰＧにおける彼のただひとつの欠点は、「ダイス目が非ひ常じように悪い」ということだろうか。しかし、リプレイにおいては「おいしい」ので不問とする。




▼きくたけ

　今回のゲームマスターを務つとめる私、すなわち菊池たけしである。

　ＴＲＰＧを中心としたネタで生きながらえる局地戦型もの書き。ネタと笑いと泣きをこよなく愛する。ＴＲＰＧを始めてからとうとう三〇年を超こえた。時の流れは残ざん酷こくである。

　なお、太平洋戦争時の海軍艦かん艇ていもこよなく愛する。中学生の頃ころ、父親に太平洋戦争のシミュレーションゲームに付き合えと言われて初めてアナログゲームの楽しさに触ふれ……「お前は日本海軍の方が好きだよな？　そっちを担当しろ」と誘ゆう導どうされてその通りにした結果、ボコボコにされて負ける悔くやしさを知り……ゲームで勝つためにはどうしたらいいか数字やデータに興味を持つようになったあげく───こんな大人になった。ちくしょう。




　　　　＊　＊　＊




きくたけ：……と、こんな面々でお送りするわけだが───（と、全員を見回す）。

Ｏはた：なにか？

きくたけ：なんだろう、この面々……なんかボケばっかりでツッコミ役がいないような気がしないでもない。

庄子：えぇっ!?　あたしボケですかっ!?

Ｏはた：あっしはボケです。

丹藤：ミー・トゥ。ボケです。

きくたけ：ボケばかりだと、リプレイの会話が書きにくいんだ。

浅見：待てよ、にーやん。俺おれは特にボケってわけじゃないと思う。

きくたけ：……などと浅見氏はわけのわからない発言をしており、脳の安あん否ぴが気き遣づかわれます。

浅見：脳は正せい常じようだよっ!?

きくたけ：（庄子さんに向かって）……あ、こいつ、脳は正常と言いつつも危き険けんな男なのであまり近づかない方がいいですよ。

庄子：あはは、危険なんですか！　気をつけますね！

浅見：まあね？　俺は女の子と目が合っただけで（以下、検けん閲えつ削さく除じよ）。

Ｏはた：うわー最低だー浅見さんー。

庄子：でもすでにあたし、すごく楽しいんですが（笑）。太たい鼓こ判ばんを押おしてくれたみーちゃん（味里さんのこと）に感かん謝しやしないとなー（笑）。

きくたけ：そうしてあげてください。最終的には、彼女のひと言が決定打になったので！　……って。えー、そろそろ場も暖あたたまったので始めようか。

一同：はーい！（笑）







◆Preplay03◆仕様がいろいろあるんです




『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』はデータに溢あふれかえったゲームである。

　発売してから五年───数多くのサプリメントを出す機会に恵めぐまれた。

　ここ最近では、最低でも基本ルールブック二冊さつに加え……『スキルガイド』、『スキルガイド２』、『エネミーガイド』、『アイテムガイド』、『アイテムガイド２』と、大量の本を用意してセッションに挑いどむことが多かった。しかし今回は……。




きくたけ（以下、ＧＭ）：では、セッションを始める前に今回の仕様を発表しておこう。

浅見：仕様？

ＧＭ：うん。まず今回のセッションは、二〇一六年三月に発売される『アリアンロッドＲＰＧ２Ｅ　ルールブック①改訂版』『同ルールブック②改訂版』をサポートするためのリプレイになるということ。まあ、改訂版ではどういう遊びができるかを示しめそうってわけだ。

Ｏはた：初めて『アリアンロッド』に触ふれる人にも優やさしい本になると。

ＧＭ：まあ、そうね（笑）。ゆえに今回のセッションにおいて、プレイヤーはサプリメントの類いは一切使わない……つまり二冊の改訂版ルールブックの内容のみを使用可能とする。

浅見：おー、つまりデータの山をひっくり返さなくてもいいってことだ？

ＧＭ：もともとこのゲームは、二冊の基本ルールブック……いや、実は一冊だけで遊べるようになってるからな。それでも選べる種族やクラスはけっこーあるぞ。

庄子：リーズナブル（笑）。

ＧＭ：リーズナブルです！　んで、すでにご存ぞんじかと思うけど……この改訂版では〝現代地球人〟……すなわち〝アーシアン〟という新種族が加わっている。今回は、ＰＣ①と②にこのアーシアンを担当してもらおうと思う。

浅見：よくわかった。つまり、現代科学の力を使ってエリンディルで無む双そうするんだな。

ＧＭ：別に無双しなくてもいいよ！（笑）　でもまあ、そういうキャラにするのは全然ＯＫではある。基本的な立ち位置としては、現代地球で暮くらしていた人が、なんらかの形でエリンに迷い込み、ここで冒険するって話になる。

庄子：なんらかの形？

ＧＭ：そう。アーシアンは大きく分けて三種類があって……どれを選ぶかによって得られるスキルが変わるんだわ。

浅見：へー。

ＧＭ：まあ、これについてはあとで順番に解説しよう。ではまず、今回予告の読み上げからいこうか！　えー……（と、シナリオに視し線せんを落とす）。




●今回予告

　異界の門は開かれた。

　学校に通い、変わらない日々を繰くり返す少女、少年に訪おとずれたのはまるでゲームの世界のような冒ぼう険けん譚たんだった。

　現代という世界に帰るため、このエリンという異世界で行方ゆくえ不明になった親友を捜さがすため……今、ふたつの世界の英えい雄ゆう候こう補ほ生せいたちが、ここに出会う───。




『アリアンロッド ２Ｅ・リプレイ・ストレンジャーズ～異世界で冒険者になろう～』

　第一話「冒険者になるための一〇の知識」




　冒険の舞台が、キミを待つ！




Ｏはた：一〇の知識！　いいですね。現代地球人が、ダンジョンは右手を壁かべにつけて進めば絶ぜつ対たいに迷まよわないとか、アコライトから殺せとかそういう知識を学ぶと。

庄子：あの、行方不明になった親友とか不ふ吉きつな言葉が……（笑）。

ＧＭ：うへへ、それに関してはハンドアウトを聞いていただこう！　最初はＰＣ①……これは庄子さんにお願いしたい！




●ＰＣ①用ハンドアウト（庄子）

コネクション：響ひびきみさと　　　関係：親友




浅見：みさと……っ！

庄子：みーちゃんっ！（笑）

浅見：すごくリアルに想像できる！

ＧＭ：いやその、まだ読み上げの途と中ちゆうだからツッコミはちょっと待って……（笑）。

庄子：みさとと聞いて、つい！（笑）

ＧＭ：では、続き。えー……。




　ＰＣ①には夢ゆめがある。

　学校の仲間や親は、「いや、あんたの才さい能のうはそっち方面じゃないから」と何度も言われるが……なんとしても叶かなえたい夢だ。

　誰もがキミの夢を聞くと苦笑いする中、親友のみさとだけが心から応おう援えんしてくれる。だから、彼女が持っているという夢も応援してあげたい。夢は、人が生きるための糧かてだから。

　そう、秘ひめたるふたりの夢とは───。




庄子：夢……。

Ｏはた：ああ。イタリアでマフィアのボスになるとかですね。

ＧＭ：ちげえ（笑）。ＰＣ①になにか夢があると、キャラ付けをしやすいかなーと。最初、親友と夢を語り合うシーンから始まることになる。

庄子：みーちゃんと夢を語り合います！

Ｏはた：でも今回予告によると、親友は行方不明になって大変なことに。

庄子：さよなら、みーちゃん……。

浅見：そこは助けようよっ!?　なんで笑顔なんだよっ！（笑）

ＧＭ：わはは（笑）。なお、ＰＣ①の種族は今回、《アーシアン：召喚》というのを選んでほしい。

庄子：アーシアンの［召喚］？

ＧＭ：そうそう。アーシアンは大きく三種類に分類されるんです。いかなる理由でエリンにやってきたかを表わし、キャラ作成時にどれかひとつを取得することになります。




［召喚］……何者かの意思で力を与えられ、エリンへと召喚された者を表わす。

［事故］……なんらかのトラブルにより、エリンへと転移した者を表わす。

［転生］……現代地球人だった者がエリンに生まれ変わった者を表わす。




庄子：つまりわたしは、誰かの意思によってエリンに召喚されるってことですね！

ＧＭ：うん。この三つのうち、どれを選ぶかでもらえるスキルも変わるよん。［召喚］の場合、一シナリオに一回、ダイスロールに＋２Ｄするのと……現代アイテムがお安く買える効果のスキルだな。

浅見：なるほど、そこはヴァーナやドゥアンと同じだ？　ヴァーナが、ウサギと狼と猫に分かれるみたいな。

ＧＭ：そういうこと。なお、今回は仕様のひとつとして……ＰＣ①は、サンプルキャラクターを使ってもらいます。

庄子：サンプルキャラクターって、ルールブックに用意されてるキャラのことですよね。

ＧＭ：そうそう。ゲームをすぐに始めるための、出来合いのキャラデータですな（……と、絵を見せる）。

庄子：かわい───っ！

ＧＭ：今回は、キャラ絵もそれをベースに想定してくださいませ。作ったキャラ設定によってデザインや表情、どっか変えるかもしれないけど。

庄子：わかりました！

ＧＭ：では、次は浅見のＰＣ②！




●ＰＣ②用ハンドアウト（浅見）

コネクション：エリンディル大陸　　　　関係：人生

　キミは、エリンディル大陸を闇より統すべる王だ。

「漆しつ黒こくの魔ま術じゆつ師し」……人々は畏い敬けいの念を込めてキミをそう呼び、その名は世界に轟とどろいていた。

　もはやこの世界に敵てきなどはいない。




浅見：おおっ!?　やべえよっ、俺最強!?　ちょっと張り切っちゃうよっ!?

Ｏはた：浅見さんがすごい笑顔に！（笑）

浅見：この大陸には多くの国がある。だが、俺の実力をもってすればどの国の騎士団も冒険者も、俺に勝つことはできない！　実質、俺がこの世界の最強存在ってことだな！　どこの国も俺には逆らえない！　滾たぎる！　いい気持ちになってきた！

ＧＭ：うはは。では、ハンドアウトの続きを読み上げよう。




　そう、敵はいない。いるとするならば、唯ゆい一いつの王であり的な英雄であるキミに嫉しつ妬とし、その地位からひきずり下ろそうとするアンチユーザーどもだ。




浅見：アンチユーザー？




　キミは、奴らとの最終決戦の場にひとり乗り込んだ。

　そう、世界を席せつ巻けんする大ヒット作「アリアンロッドＭＭＯ」の頂ちよう点てんに立つべく。




浅見：ゲームじゃねぇかぁああああぁぁぁああぁぁあああぁぁぁあっ!?（一同大爆笑）

一同：わははははははははははは！（笑）

浅見：つまり俺は廃はい人じんゲーマーかよっ！　超わかりやすいよっ！

ＧＭ：そうだろうそうだろう。お前、『ラグナロクオンライン』では廃人級だったもんな。そこをイメージしてもらえばだいたいまちがいない。

浅見：よくわかった。俺は、そのゲームの知識を活いかしてエリンでの冒険を、ゲーム感覚で楽しむ奴にしよう。どうやって転てん移いするのかはしらんけど！（笑）

ＧＭ：ああ、そこに関してはハンドアウトの続きがある。




　───ところでゲームを満まん喫きつしていたその日、キミの実家に向けて爆ばく走そうしている一台のトラックがあった。




浅見：なんだよそれはっ!?　危険な香かおりしかしねえよっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：異世界にトリップするのに、トラックは大事な要素なんだよ。では、次はＯはた！




●ＰＣ③用ハンドアウト（Ｏはた）

コネクション：現代地球　　　関係：憧しよう憬けい

　キミは、エリンディルに生まれながらにして「げんだいちきゅう」という世界に憧あこがれていた。いつか、その世界に行きたい……常つね々づねそう思っていた。

　秘ひ匿とくされた現代地球人の街〝大学都市〟オーカーに身を置くキミの耳に、捨すてがたい情報が入った。〝聖都〟ディアスロンド北側の山地で、見たこともない服をまとった女性がひとり、ふらふらと歩いていたという目もく撃げき情報を。




Ｏはた：Ｏｈ！　ワタシ、チキュウというセカイにアコガレテマァス！　いいなこれ、とてもやりやすい。地球かぶれのエリン人にしよう。

ＧＭ：やりやすいのはいいが……なんで口調がエセ日本語口調……。

Ｏはた：（少し考えて）……現代地球人の知識を手に入れたい、現代地球人とお近づきになりたい……いろいろな夢を持っていて、異世界への鍵かぎを探しているみたいな……（くわっと目を見開いて）……フジヤマ、ゲイシャ！　スキヤキ食べたいデェス!?

一同：まちがってるまちがってるっ！（笑）

浅見：ところで、この大学都市ってなに？

ＧＭ：それはエリンのとある場所に存在する、アーシアンたちの街のこと。数年前、地球のとある大学のキャンパスが丸ごとエリンに転移……そこを中心に形成されたという街だ。

浅見：キャンパスごとなのか。

ＧＭ：うん。なお、この街はある山の奥おくにあり、基本的にはエリンの人たちから秘匿されている。もっとも各国のトップはこの街の存在を知っており、スタッフを派は遣けんしているが。

浅見：各国？　互たがいに牽けん制せいしてる感じなのかな。

ＧＭ：おそらくね。他国が特とく殊しゆかつ強力な技ぎ術じゆつを持つのは、避さけたいだろうからね。一いち応おう、この都市は自治を確かく立りつしており、各国と協定を結んで物ぶつ資しの供きよう給きゆうも受けている。現代地球人の街ではあるが、エリン人も住んでいるよ。

Ｏはた：では、そこで異世界の知識に触れ、魅み了りようされたわけですな。あっしは。

ＧＭ：きっとね（笑）。なお、この街ではなんらかの理由で地球から転移してきた人たちを保ほ護ごし、このエリンという世界の常識や技術を教えることを旨むねとしている。なにも知らず、異世界に放ほうり込まれたら生きていけない……あるいはこの世界にとって脅きよう威いになるからな。

庄子：あの、ところで……見たこともない服をまとった女性って……みーちゃん？

Ｏはた：うへへへ、その女がキミの親友かどうかはまだわからないが、保護はこのワタシに任まかせていただこう。ぐへへへ。

庄子：そのへんな笑いはなんですかっ!?

ＧＭ：Ｏはたのそーゆーとこにツッコミを入れてたら負けです。では、次はＰＣ④！




●ＰＣ④用ハンドアウト（丹藤）

コネクション：〝紅あか髪がみの戦せん姫き〟ガートルード　　　関係：主しゆ従じゆう

　キミは、大学都市オーカーにおいて、各国貴き族ぞくの師し弟ていが集まるハイソサエティ・ギルド〝ブラックロータス〟のメンバーだ。

　ギルドマスター・ガートルードの旗の下、ここに属するキミには誇ほこりがあった。近く開かい催さいされるという、校内の武闘大会でギルドの代表に選ばれることこそ、キミの心を満足させてくれる……そしてその資し格かくが自分にこそあると、信じていた。




丹藤：気のせいでしょうか。ＰＣ④だけゲームがちがうように見えるんですが……（笑）。

Ｏはた：ふつうのファンタジー（笑）。

丹藤：しかしハイソサエティ・ギルドとは……。

ＧＭ：ブラックロータスは、この大学都市の中でも特別な存在なんだよ。エリンの各国は競ってこの街に貴族の子し弟ていを送り込んでいて……。

浅見：ああ、この街での実じつ権けんを握にぎるためとか、他国の監かん視し的な意味で。

ＧＭ：どういう思考なのかはそれぞれだろうがね。ただ共通して言えるのは、このギルドのメンバーは大学都市への帰き属ぞく意識より、出身国の代表としてここにいるという考えの方が大きいってこと。それゆえか、この世界の新参者である現代地球人を低く思っている者や利用したいと思っている奴もそれなりに多い。

丹藤：なるほど。このガートルードさんっていうのは？

ＧＭ：ブラックロータスのギルドマスターにして、メンバーのアイドル。

一同：アイドルっ!?

ＧＭ：あ、いや、カリスマ的な意味でね（笑）。ともすれば出身国の思惑おもわくによって対立しかねないメンバーをひとつにまとめ上げている人物だ。

丹藤：では、武闘大会とは？

ＧＭ：この学校には闘とう技ぎ場じようがあってね、定期的に武ぶ闘とう大会が開催されているんだわ。この街で学んだことを示しめす証あかしとして。住人たちはこの大会で勝利すべく、切せつ磋さ琢たく磨まする。

Ｏはた：それはそれとして……「───信じていた」という一文が気になるわけで。

丹藤：……もう嫌いやな予感しかしない（笑）。

Ｏはた：えーと、クラスの配分はどうしましょう？　ＰＣ①がウォーリア、ＰＣ②がメイジで確かく定ていだから……。

ＧＭ：ああ、ＰＣ③と④でシーフとアコライトを分ぶん担たんしてくれればいいよ。キャラ作成の仕様は、改訂版ルールブックのみ使用、キャラクターレベルは１ということだけだ。

Ｏはた：了りよう解かいです。じゃあ、キャラデータを作るので庄子さんと浅見さんは、少々お待ちを。えー……丹藤さん、シーフとアコ、どっちやります？

丹藤：どっちでもいいけど、ハンドアウトの雰ふん囲い気き的にアコライトかなあ。

Ｏはた：では、こっちがシーフにします。さて、どんなシーフにするか……ＰＣ①がウォーリア／シーフだから、そことちがった機き能のうを持たせたい……すると組み合わせる候こう補ほになるサポートクラスは───（と、考え込む）。

庄子：ルールブックも見ないで……っ!?

ＧＭ：ははは、Ｏはたは我が社のデータマンですからね（笑）。担当するゲームのあらゆるデータが頭の中に入ってます。１レベルのキャラなら、作るのに三〇分もかからない。

庄子：おお、すごいっ！（笑）

Ｏはた：うっへっへ、おまかせあれ。すでに何パターンか想定済ずみです。

浅見：三〇分はすげえなあ。俺だったらデータをひっくり返して悩なやむから……（笑）。

ＧＭ：ともかくちゃっちゃっと作って、時間があまったら丹藤くんのＰＣデータのアドバイスでもしてあげて！

Ｏはた：おっす！




　───そして不思議なことに二時間が経けい過かした。







◆Preplay04◆ライフパスの使い方　～アーシアン編～




　すべてを知ることは、そこに選びきれないほどの分かれ道を知っているということだ。

　すべてを知ることは、繫がる未来も見えるということだ。

　Ｏはたは今、それを存ぞん分ぶんに味わっていた。




Ｏはた：終わった……やっと終わった……。

ＧＭ：Ｏはた……１レベルのキャラを作るのになぜ二時間もかかった……（笑）。

Ｏはた：見えちゃうから……っ、そのキャラの未来が見えちゃうからです！　「このクラスの組み合わせは強いけど、あるレベルに達すると限げん界かいがくる！　伸のびしろがない！」とか「この組み合わせは面おも白しろいけど、完成形になるレベルが高すぎる！」とか「これは前にやった！」とか「はまれば強いけど、火力にならない！」とかいろいろ考えてるうちに……。

ＧＭ：自じ縄じよう自じ縛ばくに陥おちいったと。

Ｏはた：（最高の笑顔で）イエース……！　実は今でも種族がドゥアンでよかったのか迷まようところで……！

ＧＭ：ドゥアン？　（作ったキャラクターシートをのぞき込んで）……あれ？　この構こう成せいだったら種族スキルが死ぬんじゃ？

Ｏはた：……ドゥアンのシーフは、やっぱり厳きびしいな！（笑）

ＧＭ：うん、ヴァーナの方が強そうな……。

Ｏはた：最初、錬金銃使いにしようと思っていたのをあきらめたからドゥアンのままになってて……ああ、ヴァーナはいけるか……射撃だったら兎族アウリラ、白兵だったら猫族アウリクですかね。……うん、ヴァーナにするか。猫族にしよう。五分お待ちください。

ＧＭ：ここから種族を変えるのかよっ！（笑）

浅見：すげえ、すげえよ、Ｏはたさん！（笑）

Ｏはた：方ほう針しんさえ確定すれば五分！　五分です！（けしけし、と数字に消しゴムをかける）




　こうして五分後、Ｏはたのデータは完成し、四人のデータが出そろったのであった。




Ｏはた：お待たせしました。完成です。

ＧＭ：長かった！（笑）　しかし、現げん状じようはまだデータが完成したに過すぎません。ここから、キャラ設せつ定ていの肉付けをしていこう！

庄子：ライフパスですね！

ＧＭ：そうそう。［出自］［境遇］［運命］……三つの表を振って内容を決めていくんだけど、種族がアーシアンの場合、［出自］は自動的に77の［現代人］となる。

浅見：ああ、たしかに地球人なのに「魔術師の親がいる」とか言われても困こまるもんな（笑）。

庄子：アーシアンは、必ず固定なんですか？

ＧＭ：ルールではそのとおり。

浅見：（ルールブックを見ながら）77の［現代人］は……「あなたは地球の現代日本で生まれた。誰かに召喚された、あるいは事故などでエリンディル西方へとやってきた。アーシアンのみ選択可能」……か。ねえ、［現代人］でいいから、ふつうにダイスを振っていい？

ＧＭ：え？

浅見：ふつうにダイスを振って、出た内容をキャラ設定のネタに使いたい（笑）。

ＧＭ：いいけど……［魔術士］とか出たらどうするんだ（笑）。

浅見：親はマジシャンだとか……なんか地球人っぽくアレンジする！（笑）

ＧＭ：なるほど、ほんとにネタにしたいのね（笑）。試しにやってみようか。

庄子：やった！

ＧＭ：では、まずはＰＣ①……！　出自からだ。Ｄ66してください。

庄子：片かた方ほうのダイスを一〇の位、もう片方のダイスを一の位で見るんですよね？　じゃあ……この青いダイスを一〇の位、赤い方を一の位にします！（ダイスを振ふる）……46です！

ＧＭ：……46は……［狩人かりゆうど］。

一同：狩人っ!?




「あなたの親は、狩人である。野外での活動に関する基本的な知識は、すべて親から教えてもらったものだ」




浅見：これを、現げん代だい風ふうに訳やくすとなると……マタギ？

庄子：うちの両親、熊くまとか狩かってました！　あたしも、親を見習って立りつ派ぱなマタギになるのが夢です！　……え、なにこの女子高生（笑）。

ＧＭ：狩人……なんか他にないかな（と、パソコンで検けん索さくをかける）…………歌手グループの狩人がまっさきに出てきたわけだが。

庄子：それいいですね！

ＧＭ：あんたの親は『あずさ二号』でも歌っていたのか。

庄子：ちょ、ちょっと保ほ留りゆうさせてください……ちょっとひねって演えん歌か歌手か、もしくは親はそれを目指していたとかに……（笑）。

ＧＭ：狩人の演歌歌手ってなんだろう（笑）。では、境きよう遇ぐう表を振っちゃいましょうか。

庄子：（ダイスを振る）……21！

ＧＭ：21は……［義ぎ理りの親］。




「あなたは、義理の親に育てられた」




庄子：親は義理でした！（笑）

ＧＭ：お、物語が生まれる気配が出てきた。目的表を振ってからストーリーを繫つなげよう！

庄子：そうします！（ダイスを振る）……62！

ＧＭ：［憧憬］だ。




「あなたは冒険者に憧れを抱いていた」




ＧＭ：この場合、狩人だった親に憧れていたってことだろうか。

Ｏはた：ここから導みちびき出されるストーリーとは……（笑）。

庄子：（少し考えて）……狩人というのはちょっとちがいますが……親が、アフリカとかで野生動物を撮さつ影えいする仕事をしていて、日本にほとんど帰ってこなかったんです。だからあたしはずっと親しん戚せきの家に預あずけられていて……。

ＧＭ：お、［狩人］［義理の親］をクリア（笑）。

庄子：で、預けられた親戚の家で、言われ続けました。「……お前の親はアバウトすぎる。あんな風になってはいけない。いい学校へ行って、一流企き業ぎように勤つとめて、真面目な人生を送るんだよ」でも、わたしは演歌歌手になりたくて───。

一同：ほんとに演歌歌手っ!?

Ｏはた：アイドルとかじゃなくてっ!?（笑）

ＧＭ：なにをどうしたら演歌歌手って夢に繫がるのか……（笑）。

庄子：親が、演歌が好きだったんです。幼おさない頃、父母が口ずさむ演歌が、わたしの子守歌で……親がいるアフリカにも流れるくらい、有名な演歌歌手になりたいって───。「サバンナの大地にも届とどけ、わたしの歌……！」

Ｏはた：（げらげら笑いながら）なんかいきなりいい話に！（笑）

ＧＭ：しかし、残念なことに、キミの能力は歌唱力ではなく、肉体に割わり振ふられていたわけで……（笑）。

庄子：そうなんですよ！　ウォーリアですし！

Ｏはた：歌が上う手まくなるにはまず肉体から……ということで身体からだを鍛きたえ始めると（笑）。

庄子：身体から鍛えようと思っていたら、間ま違ちがった方向に……！

丹藤：ジャイアンボイス……。

浅見：その歌声は鳥をも落とす。

ＧＭ：でも、歌を遠くの地にいる親に届けたいってのはいいね。故こ郷きようの父母を思い出し、エリンという異世界に響ひびく歌───（寂さびしそうなニュアンスで）……へ●へいほー。

庄子：へい●いほー。

ＧＭ：では、そんな方向で！　次はＰＣ②！




　ＰＣ①と同じく、ＰＣの物語を組み立てるべく［出自］の表を振る浅見正義。

　結果は……［学者］［紛ふん失しつ］［人ひと捜さがし］となった。




浅見：えー…………つまりあれか。学者の親から与えられたパソコンでゲームにハマり、常識と友人とふつうの日常を失って───自分捜しをしている。

一同：自分捜しっ!?

ＧＭ：日常で紛失した自分を捜すため、ゲームの中に自分の価値を見いだそうと……。

浅見：そう、俺はゲームの世界の中で輝く俺を捜す。

一同：ダメな奴だ───っ！（笑）

ＧＭ：そして、自分でつけたあだ名が〝黒き魔術師〟。

浅見：（少し考えて）……いや、〝ブラックフェザー〟にします。その方がイタかっこいい。俺は空を飛びたかったんです……！　チャットだと饒じよう舌ぜつ。煽あおり煽られ超ちよう得とく意い！　でも、現げん実じつだとあまりしゃべれない。特に女子の前ではあがってしまう！　そんな路線かな。

ＧＭ：た、楽しみにしている……では、Ｏはたと丹藤くんも振ろうか（笑）。




　こうして……Ｏはたと丹藤もライフパスのダイスを振ってのち、四人はキャラ設定を作り込み始めた。そしてあーだこーだと騒さわぐこと三〇分……キャラクターは完成したのだった。




▼ＰＣ①　庄子結衣……結城菫ゆうき・すみれの場合

出自：［現代人］　　　境遇：［義理の親］　　　目的：［憧憬］

庄子（以下、菫）：わたしは結城菫。一七歳さいの女の子で、高校二年生。ウォーリア／シーフです！　（キャラクターシートを見ながら）えー……基本的には、長ちよう剣けんで殴なぐるキャラですけど……範はん囲い攻こう撃げきもできます！

Ｏはた：ええ、敵が一体なら《バッシュ》で殴り、敵が固まっていれば《ワイドアタック》でまとめて殴る。その切り替えで戦うウォーリアですね。

ＧＭ：ああ、《ピアシングストライク》で、ダメージ上げつつ殴るのね。

庄子：ですね！　で、設定はさっきだいたい言った通り……両親がアフリカで野生動物を撮影するカメラマンをしていて、ほとんど日本には帰ってきません。寂さびしい時には、両親がファンだった演歌歌手のＣＤを聞いて育ち……わたしを慰なぐさめてくれた演歌というものに、深く傾けい倒とうしました。いつか世界にとどろく演歌歌手になりたいという夢を持ってますが……真ま面じ目めに生きろという叔お母ばには内ない緒しよにしてます。

ＧＭ：……しかし、これだけ長い間、両親が帰ってこないって不自然すぎる（笑）。実はもう亡なくなってるのでは（笑）。

菫：ええ……っ!?　でも、クリスマスや誕たん生じよう日びには、手紙が届とどきます！

Ｏはた：それも実は、叔母がコッソリ用意したもので……。

ＧＭ：届いた絵はがきをよく見てみると、ある時から筆ひつ跡せきが変わっていたり……。

菫：ああっ!?　一〇歳の時から、筆跡が変わってる！　うっすらとどこかで気づきながらも信じてる！　きっとお父さんとお母さんは、生きてる！　アフリカの風になっている！




　死んでるじゃねーか。




菫：……ということは知るよしもなく、今は普ふ通つうの女子高生をしています。

ＧＭ：身体能力は高いから、あちこちの部活にはひっぱりだこだな。バスケやテニスのピンチヒッターで出ることもよくあるな。

菫：ええ。運動するのも、人に頼たよられるのも、うれしくはあるんですが……今は演歌歌手を目指しているので断ことわることもしばしばです。

ＧＭ：演歌歌手という夢───友人たちはみんな優しい笑顔でこう言うよ。

菫：優しい笑顔で？

ＧＭ：「───やめておけ？」

菫：ひどいっ！（笑）　……あ、ハンドアウトに「あんたの才さい能のうはそっち方面じゃない」って書いてあった！　夢をわかってくれるのは親友のみーちゃんだけだー！（笑）
















▼ＰＣ②　浅見正義……クロウ（舩本羽黒ふなもと・はぐろ）の場合

出自：［現代人］　　　境遇：［紛失］　　　目的：［人捜し］




浅見（以下、クロウ）：俺のハンドルネームはクロウ。……本名は、舩本羽黒。両親は学者で、小さい頃は鍵かぎっ子だった。家は裕ゆう福ふくで、何でも与あたえられていたため、幼よう少しよう期からパソコンに触れ、インターネットにはまり……。

ＧＭ：もうダメだな。

クロウ：学校に行くよりも、インターネットでの人間関係の構こう築ちくの方が得意になってしまった結果、対人関係が苦手な子になってしまった。ただし、いろんなオンラインゲームの成果をいっぱい持っている！　顕けん著ちよなのが、ＭＭＯ『アリアンロッド』で……。

ＧＭ：レベル[image: 999]とかなんだな。

クロウ：もうね、すごいボス厨ちゆう。どんなボスでもとりあえずデータを集めて、ソロ可能なボスにばかり粘ねん着ちやくし、サーバーでは嫌きらわれ者、ネットでも名前が晒さらされている。なお、ゲーム上ではブイブイ言わせているけど、外には出ることはめったになく、学校で友達とも良い関係が築きずけない。そもそも学校にめったに行かない。

ＧＭ：お、お前……なんか真に迫せまってるのは気のせいか……？

クロウ：ふふふ。一番居い心地ごこちがいいのはネット！　俺はネットの中にいればいいというスタンス！　でもやはりどこかで、人のぬくもりは欲ほつしている。だから、みんなとは、不器用な人間関係が構築できたらいいなと思っている。なお、ゲーム上で好きなクラスは、後方火力系けい。前ぜん衛えいはやらない！　デスペナルティが怖こわいから……っ！（笑）

ＧＭ：お前……（笑）。

クロウ：それから指し示じ厨です。ゲーム上の戦闘では。ミスした奴にはキレます。

ＧＭ：うわー……（笑）。ギルドは組んでいるんだろうけど、人数少なそう……。

クロウ：少数精せい鋭えいと言え。連続コンテンツへの最短クリアをめざすことに生きがいを感じる。

ＧＭ：…………それさ、ただの浅見正義だよな？

クロウ：ただの俺だな（きっぱり）。でも、人間関係の構築を楽しみたいから……。

ＧＭ：ああ、今のお前から人間関係と社しや交こう性せいをとっぱらった感じだな。

クロウ：そうそう。以上です。

ＧＭ：以上じゃねえよ！（笑）　クラスもなにも説明してねえ！（笑）

クロウ：あ。……クラスはメイジ／メイジ。基本的には《エアリアルスラッシュ》での攻撃が中心だけど……実は《エンチャントウェポン：地》も持っている。自分ひとりで生きてきたんで、他人の強化はいらないと思ってたが……初めて味方にバフ（支援魔法）をかけた時の効こう率りつがよかったので、それはスキル構築から外さないようにしてる。

ＧＭ：もう、キャラデータの話なのか架か空くうのＭＭＯ上の話かわかんねえな……（笑）。
















▼ＰＣ③　Ｏはた……フジヤマ・グレイスの場合

出自：［闘士］　　　境遇：［傷病］　　　目的：［友情］




Ｏはた（以下、フジヤマ）：（エセ日本語口調で）……ミーの名前はフジヤマ・グレイス、デェス！　ＨＡＨＡＨＡ！

一同：ちょ……っ。

ＧＭ：……あのそれ……本名じゃ、ないよね？

フジヤマ：ええ。地球という異世界を知ってそれに憧れ、自らにつけた言わばソウルネーム。魂たましいに刻きざまれた名前───。おかしな名前デスね。お前はいったいなにがしたいんだという。

ＧＭ：俺が聞きたいわっ！（笑）

浅見：クラスは？

フジヤマ：シーフ／アルケミスト。種族はヴァーナ（猫族アウリク）で、性せい別べつは女子。

浅見：現代地球人から見ると、痛いたい猫耳コスプレキャラなんだが（笑）。スキルは？

フジヤマ：《ワイドアタック》《アンビデクスタリティ》《アームズマスタリー：短たん剣けん》《ウェポンクリエイト》《ポーションピッチ》！

ＧＭ：基本は短剣二刀の白兵戦、範囲攻こう撃げき型がたか。

フジヤマ：そう。《ウェポンクリエイト》があるから、おもむろに「はっ！」ってやると、短剣ができマス。自前で持っている方の短剣と二刀になって攻撃するという。……実は錬金銃を持ちたかったが、銃を持つと銃を当てるためのスキルを取らないといけなくなって、スキル枠わくが足りなくなったので諦あきらめ……この型にしました。

ＧＭ：《ポーションピッチ》を取ることを優ゆう先せんしたのか。【ＭＰ】の回かい復ふく役もできるぞ、と。

フジヤマ：そうそう。出自は［闘とう士し］で、クラン＝ベルという闘とう技ぎ場がある街で育ち、闘士としての腕うでを高めたりしていマシタ。そんな折、ミーは病やまいに倒たおれ、苦しんでいたところに、とある旅人が謎なぞの錠じよう剤ざいをくれました。「……一度に二錠、一日三回飲むといい」……それを飲んだらたちどころに治ったのデース！

ＧＭ：なんの薬だ。

フジヤマ：半分が優やさしさでできています。

一同：バファ●ンっ!?

ＧＭ：すると、その薬をくれたのは現代地球人であったと……（笑）。

フジヤマ：そう。そしてその後、いろいろと調べて大学都市オーカーにやってきて地球という異世界があることを知り、興味を持ち、憧れ……そこにはフジヤマという偉い大だいなるマウンテンがあり、そこには毎年参さん拝ぱいする人たちがいると知ったのデス。

庄子：で、自分の名前につけたんですね！（笑）

ＧＭ：大学都市オーカーは大学のキャンパスが丸ごとあり……きっと図書館もあるからな。富ふ士じ山さんの写真でも見たんだろう。

フジヤマ：そう、そして図書館で〝科学〟なる技術があることを知り、学び、薬の調合もできるようになりました。でも、あの白い錠剤にはまだ辿たどり着つけないのデス……っ！

クロウ：アレは万ばん能のうだからな。

フジヤマ：いつかあの技術を得たい、そして、過か去こにミーを救ってくれたあの方……いや、あの偉い大だいな薬を作った現代地球人に恩おんを返したいと思っているのデス。現代地球人が来たら、恩を返そうと！　そして、願わくは現代地球の知識を請こいたい！　あの薬を作るために！

クロウ：現代地球人が全員、バファ●ンを作れると思ったら大おお間ま違ちがいだぞっ!?（笑）

フジヤマ：ミーはその辺、よくわかっていないので。

ＧＭ：お前……現代地球人は、ゲイシャかサムライかニンジャしかいないと思ってないか？

フジヤマ：もちろんです。

一同：………………。

フジヤマ：（冷静になり）……なんだろう、すごく偏かたよっている。

ＧＭ：知らんわっ!?

クロウ：でも、ここまで現代地球人ラブだと絡からみやすい。さすがＯはたさん。

フジヤマ：いやー、ははは。なにほんの実力ですよ。偶ぐう然ぜんですよ。

一同：どっちだよっ!?
















▼ＰＣ④　丹藤武敏……ルイン＝シュレディンガーの場合

出自：［錬金術士］　　　境遇：［略りやく奪だつ］　　　目的：［扶養］




丹藤（以下、ルイン）：私はルイン・シュレディンガー。エルダナーンの男で、一八歳。身長は一八〇センチメートルくらい。髪かみを逆立てて、眼鏡めがねをかけている。

ＧＭ：嫌いやみなタイプっぽいな。

ルイン：出身はエリート貴族で錬金術士の家か系けいだったのだが、現代地球の薬というものに負け、地位を失ったのだ。

ＧＭ：キミがなにを言っているのか理解できない（笑）。

ルイン：ライフパスの出自が［錬金術士］……つまり親が偉大な錬金術士だったのです。とりわけ、薬の調合で一目置かれた存在だったんですが───。境遇表の結果が［略奪］で。

菫：略奪？　いったいなにを……。

ルイン：そう。ある謎の人物がこの地にもたらした謎の白い錠剤のおかげで、仕えていた王様の関心がそっちにいってしまい……我が家系の名声は一気に地に落ちた。

ＧＭ：それで略奪か（笑）。

ルイン：そう、憎にくい！　あの白い錠剤を王様に献けん上じようしたあの現代地球人が！

クロウ：Ｏはたさんの設定にのっかった（笑）。

ルイン：飲んでから一〇分で頭ず痛つうが消えるなど……ありえん！　ありえんのだ！（どん！　と、テーブルを叩たたく）

フジヤマ：なぜかミーを救ってくれた恩おん人じんが仇かたきになってるわけですが。

クロウ：このセッションの黒くろ幕まくだな。

ＧＭ：そこをシナリオで拾うことはないからっ！（笑）

ルイン：ともかく、ふらっと立ち寄った旅の現代地球人に負けたせいで地位も名めい誉よも奪うばわれ……この憎き敵を知らねばならないと考え、大学都市へ流れてきた。現代というものに憎にくしみを抱いだきつつ、残された家族を支ささえ、名門シュレディンガー家を再さい興こうさせたいと思っている。

ＧＭ：なんか、主人公に倒たおされるライバルみたいなドラマを背せ負おってるぞ。そんな冷たい奴だが、家族……故郷には弟や妹がいると……。

ルイン：そう、八人家族くらい。そして、周りには、落ちぶれていると知られたくない。プライドは高い。

ＧＭ：なんか最終回の直前で、家族の悲しい過去があきらかになって主人公に救われ、そして主人公を助けて散りそうな設定だな。

フジヤマ：さらば、丹藤さん。

ルイン：ええっ、死んじゃうの……っ!?（笑）

ＧＭ：まあ、それはこの文庫リプレイが終わって、いつか外伝を書く時が訪おとずれたら語ろうじゃないか（笑）。ほんでは、これで自じ己こ紹介は終わりだね。最後に、ギルドを作って、取得するギルドサポートを決めよう！
















クロウ：最初から、俺らはひとつのギルドで行動すんの？

ＧＭ：いや、シナリオの途中でギルドを結成する流れかな。先に決めておこうって話だ。

クロウ：了解。ギルドマスターは菫でいいよね？（笑）　庄子さん、まずギルド名を……。

菫：（[image: ←]すでに、ギルドのルールやデータが掲載されたページに見入っている）…………え、あ、はい？　なんですか？

クロウ：キ・ミ・が・ギルドマスターです！　まず、ギルド名を決めよう！

菫：え、わたし!?　なんか恥はずかしい。

ＧＭ：恥ずかしくはありません（笑）。まず名前……最近ではリプレイ名からギルド名を取ることが多いけれど、どうしよう？

菫：（少し考えて）……名前が菫だから、ヴァイオレットとか？

一同：では、それで！（笑）




　ギルド名が決まってのち、四人は取得するギルドサポートを決めるべく、相談を始めた。ギルドサポートとは、神殿からギルドに与えられる特殊な力のことだ。メンバー全員の【ＨＰ】を全快する《蘇そ生せい》や、戦闘開始と同時に移動を行なって有利な戦闘ポジションを取るための《陣形》など、様々な種類がある。

　初期に取得できるのはふたつ。彼らは熟じゆつ考こうの末、《蘇生》と《限界突破》を選んだ。

　最初は、このふたつのうち、どちらかしか持っていけないルールであり、安全を考えて《蘇生》を持っていく場合が多い。

　しかし───。




菫：みんなの活躍を見たいから、《限界突破》を持っていきたいです！




クロウ：ではそれで！（笑）

ＧＭ：《蘇生》じゃないのか……（笑）。

フジヤマ：なんとかなるっ！　きっと！　失敗すれば赤い染しみになるだけよ……！

ＧＭ：（笑）。では、ギルドも完成したので、メインプレイに入ろう！

[image: ]







　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆結城菫ゆうき・すみれには夢がある




　結城菫には夢がある。

　それは、幼おさなき日より胸むねに抱き、今もなお持ち続ける夢。

　広大なるサバンナの草原に思いをはせ、その紺こん碧ぺきの空に響く歌声を奏かなでたい。

　美しく、どこか哀あい愁しゆうに満ちた夢だった。

　もし、その夢の実じつ現げんにたったひとつの問題があるのだとすれば───




　彼女の〝歌の才能〟が、生まれる前から枯こ渇かつしていたことだった。




ＧＭ：では、オープニングフェイズに入ろう！　最初のシーンプレイヤーは、菫だ。

菫：やった！　いきなりだっ！

クロウ：あ、そこがうれしいんだ？（笑）

庄子：うれしいです！

ＧＭ：（笑）。さて、この栄はえある『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ 改訂版』リプレイ、最初のシーン……その舞台は、東京都千ち代よ田だ区は秋あき葉は原ばらとなる。

一同：…………。

クロウ：ありあ…ん……ろっど……？（笑）

ＧＭ：『アリアンロッド』です！

菫：『アリアンロッド』ですね！

ＧＭ：うむ。おわかりいただいたところで、あらためてシーンを始めよう。───季節は冬。キミは今日、ふだんはあまり来ることのない秋葉原という街へとやってきた。親友のみさとから……「買い物につきあって？」……そう言われたからだ。

菫：来ることがない？　なら、みーちゃんと街を歩きながらカルチャーショックを受けます。

クロウ：カルチャーショック？

菫：「……ああっ、メイドさんが道ばたでチラシを配ってる！」「街の中をコスプレの人がたくさん歩いてる！」「あっちでは、演歌ロイドが歌を歌ってるよっ!?」

一同：演歌ロイドっ!?

ルイン：コブシを回して歌ってくれるソフトが作られたのか……（笑）。

ＧＭ：で、では、街のあちこちで演歌ロイドの歌が流れている。

菫：すごい！　ここは聖せい地ちじゃん……っ！　みーちゃん、すごいよ！　で、で？　今日はみーちゃんに誘さそわれて買い物に？　お昼くらいに待ち合わせて……。

ＧＭ：いや、ふたりは朝六時に改札口で集合した。

菫：店が開いてないよ、みーちゃんっ!?

ＧＭ：「秋葉に来たら、まずファミレスに入って作戦会議するものだよ？　目をつけた店てん舗ぽの入荷情報や特売情報の確かく認にんしつつ、地図を見ながらお店をどういう順番で回るか作戦を練って……って。これ、秋葉原を効こう率りつよく巡じゆん回かいするためには必要なことだよ？」

クロウ：ウソつくなよっ！（笑）　秋葉原を知らない人が聞いたら誤ご解かいするだろう！

菫：信じます！

ＧＭ：素直でよろしい。そしてふたりはファミレスでモーニングをぱくつきつつ、やがて……作戦は決まった。「……行こう、すーちゃん！」

菫：すーちゃんっ!?

ＧＭ：「だって、菫だし。すみぽんでもいいよ」

菫：すみぽんっ!?

ＧＭ：ともかく四時間ほどで作戦は決まり、キミはみさとに手を引かれて街へと飛び出した。前を征いくみさとはうねる人波の中、速度を落とすことなく縫ぬうように進む。次々と店に飛び込んでは出てを繰くり返し、その度たびに菫が抱かかえる荷物が増ふえて───。

菫：ついて行くのが精せい一いつ杯ぱい！　ま、待って……っ。

ルイン：そしてとうとうヨドバシの中ではぐれてしまった。

菫：それってもう絶対見つからないじゃないっ！（笑）

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶだ。ひとり彷ほう徨こうした末、やがてキミはみさとと感動の再さい会かいを果たし……夕方の六時過すぎ、すべての買い物は終了した。キミの両腕と背中には、彼女の荷物が満まん載さいだ。

菫：へ、ヘトヘトかな……（笑）。

ＧＭ：では、休きゆう憩けいのために立ち寄ったのは神かん田だ明みよう神じんの片かた隅すみだった。ベンチに座すわり込んでもたれかかる菫とは対照的に、みさとの表情は笑顔に満ち溢あふれ、生き生きとしている。

菫：笑顔で生き生き!?　こんな生気に溢れたみーちゃんを見るのは初めて！（[image: ←]なぜか爆笑）

ＧＭ：……あの……その発言はＮＰＣにではなく、リアルの誰かのことを指してないかい？

菫：みさとって言われると、どうしてもこう……。で、今日はなんの買い物だったの？

ＧＭ：彼女は微笑ほほえみ、キミの言葉をはぐらかすかのように冬の夕ゆう刻こくの空を見上げる。そしてつぶやくように切り出した。「あたし、夢があるんだ」

菫：夢？　それが今日の買い物となにか関係あるの？

ＧＭ：「笑わないでね？」そう言うとみさとはキミの前にすっ、と華か麗れいに立った。そして、まとっていたコートのボタンに手を掛かけて外し始め───。

菫：（ぶっ、と噴ふき出して）……どうしよう。この時点ですでに面おも白しろい（笑）。

ＧＭ：そして、彼女が両腕でコートの前をはだけると───〝シャラララン……〟　そんな謎の効果音と共に、レースがふんだんに使われた……オレンジ色を基き調ちようとするふりふりのアイドル服があらわとなった。

菫：似に合あう！　オレンジが似合うよ、みーちゃん！

ＧＭ：「本当？　本当に似合う？」

菫：うん、かわいいよ！

ＧＭ：「……どん引きしてない？」

菫：みーちゃんは、まだ全然大丈夫っ！

ルイン：……まだ？（笑）

菫：あ、いや（笑）。あー……つまり、みーちゃんがなりたいものって……。

ＧＭ：「うん。あたし、アイドルになりたいんだ」

菫：だからそんな服を買ってきたと……。じゃあ、今日の他の買い物って……。

ＧＭ：「そう、衣い装しようとか小物とかマイクとか動画編集ソフトとか」

菫：動画編集？　ああ、動画サイトに自分の動画を投とう稿こうして知名度を上げる……？

ＧＭ：「そう、デビューの第一歩！　家族みんなは苦笑いするけれど……すーちゃんだったら、応援してくれるよね？」

菫：もちろんだよ～！　わたしにも同じような夢があるから、応援するよ！

ＧＭ：「すみぽんの……夢？　オリンピックとか、バレーボールの選手とか？」

菫：いやー、運動は嫌きらいじゃないけど、他に小さい頃からなりたかったものがあって。

ＧＭ：「うん」

菫：わたし、歌手になりたいんだ。

ＧＭ：彼女は、笑顔のまま固まった。

菫：あ、あれ？

ＧＭ：彼女は我に返って優しい笑顔で、そしてとても穏おだやかな口調で語る。「すーちゃんの能力ポイントは、そっちに割り振られてないと思う」（一同爆笑）

菫：みーちゃんはそんなこと言わないっ！（笑）

フジヤマ：落ち着いてクダサイ！　ＧＭ、ハンドアウトと展てん開かいが食いちがってますっ!!

ＧＭ：（ハンドアウトを読み直して）ああ、夢を応援するんだっけ。

ルイン：ＧＭがハンドアウトに従したがわないとか画期的すぎる！（笑）

ＧＭ：失礼しました。では、あらためて……みさとは優しい笑顔でこう言った。「そっか。……夢は、自由だよ」（一同爆笑）

フジヤマ：やっぱり応援してないデスっ!!（笑）

ルイン：むしろ突つき放したっ！（笑）

菫：めげずに夢を語ります！　……わたしさ、小さい頃から子守歌代わりに演歌を聴きいてたの。演歌は、今はいないパパとママが、わたしに直接くれた最後のものだから。だから、アフリカの風になったふたりに届とどけたくて……と、両親の話をする。

ＧＭ：その話に、みさとの表情が次し第だいに和やわらいでいく。「そっか、その夢が叶うといいね……ううん、きっと叶うよ」

フジヤマ：みーちゃん、いい奴。

ＧＭ：「あ、そうだ。じゃあ、これをあげるよ。イベントで使おうと思ってたんだけど……今日買ったもの」みさとは、大きな紙かみ袋ぶくろをキミに差し出した。

菫：なに？　楽しみだなー……ガサガサ（[image: ←]袋を開ける音）。

ＧＭ：「けっこーリアルだよ？」袋を開いて出てきたのは、皮や布ぬので作られたなかなかリアルな西洋の剣やクロースアーマー、丸い形のシールドだ。

菫：ええっ!?　なにこれっ!?

ＧＭ：「イベントとかで役に立つよ」

菫：みーちゃん……演歌をいったいなんだと……（笑）。

ＧＭ：「……とにかく、一緒にがんばろう！　歌やダンスは練習すればうまくなる。夢は願えば叶うんだよ！」みさとが、キミの手を取って強く握る。学校では物静かで、クラスでもどこか浮いた彼女だ。友達と言えるのも菫しかいないが───。

フジヤマ：あ、そういう子だったのか。

ＧＭ：しかし今のみさとは、学校での弱々しい彼女ではない。ジャンルのちがいはあれど、菫が同じ夢を持つことに心底喜んでいる。

菫：わたしにとっても、みーちゃんは一番の親友です。両親がいなくなって、周囲が腫はれ物ものを扱あつかうような態たい度どだったのに、みーちゃんだけが変わらず、ただ一緒にいてくれたから。

ＧＭ：彼女は微笑んで頷いた。「……じゃあ、行こう、すみぽん！　せっかくだし、ライブとかもやってるメイド喫茶を回ってみよう！」

菫：すごいアクティブだー。じゃあ、その手を握り返して立ち上がります！　行こう！

ＧＭ：みさとは、キミの手を引いて神田明神から街へと続く男おとこ坂ざかという長い階かい段だんに向けて走り出す。そして、その最初の一段に踏み出そうとした時───菫は、唐とう突とつに違い和わ感かんを覚えた。

菫：!?　待って、みーちゃん……っ！

ＧＭ：言葉を言い終える間もなく、キミが階段を踏みしめた……その瞬間だ。唐突に、夕焼けのオレンジに染そまった景色がバンと割われ、周囲が真っ白な風景へと変わった。

菫：……っ!?

ＧＭ：直前まで存在したはずの神社も、階段も、景色もなにもない。上も下も右も左もなく……全天が白一色に染まっている。

菫：なにこれ!?　あ、みーちゃんはっ!?

ＧＭ：気がつけば繫つないだその手は離はなれ、白亜の空間の中……みさとの姿が急速に離れていくのが見えた。彼女は、必死にキミに向けて手を伸のばすが───。

菫：みーちゃん！

ＧＭ：───届とどかない。「菫ちゃん……！」その声を最後に、みさとの声と姿が白い景色の中に溶とけて消えていった。

菫：ああ！　どうしよう……っ！

ＧＭ：白い世界にキミの悲嘆にくれる声が上がった……そんな時だ。「───結城菫。選ばれし者よ」ふいに、エコーのかかった優しい女性の声がこの白い空間に響ひびき渡わたった。

菫：いきなりなんか超ちよう展てん開かいがっ!?

ＧＭ：「私は世界を守しゆ護ごせし女め神がみ。あなたは選ばれたのです。我が世界エリンを救う英雄として。今、恐るべき魔ま物ものたちが到来しつつあります。これを防ふせげるのは、あなただけ……」

菫：いきなりなに言ってんのっ!?　なにこれドッキリ!?　カメラどこっ!?　それとも夢っ!?

ＧＭ：「夢ではありません。リアルです」

菫：……あ、答えてくれるんだっ!?（笑）

ＧＭ：「さあ、あなたに力を授さずけましょう」言葉と共に、キミは光の球体に包まれ───。

菫：力？　歌を上手くしてくれるとか？

ＧＭ：「その願いは、私の力を超えています」

菫：あ、そうなんだ……はは。でも、なんでわたし？　他に適てきした人はいないんですか！

ＧＭ：「あなたでなくてはならないのです。魔を呼ぶ音色を奏かなでるは友なる〝鈴すず〟。その〝鈴〟に声を届けられるのはあなただけなので……やんす」

一同：やんすっ!?

フジヤマ：お前は誰だっ!?（笑）

菫：（シリアスな声で）キャラがブレた……っ！

ＧＭ：女神は、可か憐れんな声で訂てい正せいする。「ああ、いかんいかん。コホン……カサカサ（[image: ←]紙がすれる音）。……彼かの地に立った時、あなたの存在は、言葉は、救きゆう済さいの鍵となりましょう」

菫：……もしかして、みーちゃんも関係してるのっ!?

ＧＭ：「すべてはエリンへと来ればわかること。さあ、時は満ちましたでやんす───」

フジヤマ：だからっ！　なんで語ご尾びがやんすなんだっ!?

菫：語尾が強すぎて言ってることが頭に入ってこない！（笑）

ＧＭ：キミの抗こう議ぎの声は届かない。やがて、周囲の風景は白よりなお白い光に輝かがやき……キミの意識は一いつ瞬しゆん、そこで途と切ぎれる。

菫：まぶしいっ!?

ＧＭ：と、反はん射しや的に瞳ひとみを閉とじた時、ふいに身体に重力を感じた。そして再ふたたび目を開き、あっけにとられる。……気がつけばキミは、どこかの森の中に立っていた。

菫：は？　え？　あれ？　周囲を見回すと……？

ＧＭ：見回しても秋葉原の街まち並なみはどこにもなく、付近には鬱うつ蒼そうと茂しげる森が広がるだけだ。さらに空には月が煌こう々こうと輝き、闇やみに包まれたこの世界を淡あわく照らしている。

菫：ここはどこ！（笑）　あ、スマホ持ってるから時間と……ＧＰＳで位置を確認！

ＧＭ：時じ刻こくは日本時間で一七時過ぎ。ＧＰＳは一切機能しておらず、地図も表ひよう示じされない。ついでに言えば、電波がまったくきていない。

菫：なにこれ！　壊こわれてるよ！　えっと、他の持ち物は財さい布ふと……みーちゃんからもらった、コスプレ衣装と小道具が入った紙袋……（笑）。

ＧＭ：だね。しかし袋に入った武ぶ具ぐは、さっきよりもずっしりと重く、本物っぽく感じる。

菫：……えーと。え？

ＧＭ：「ああ、言い忘わすれた。それがあなたの初期装そう備びでやんす」

菫：初期装備!?　本物!?　これ、着るの!?　ていうかまだいたの女神さんっ!?

ＧＭ：「いませんでやんす」この言葉を最後に、女神との交信は途と絶だえた。

菫：と、とりあえず着る……！　痴ち漢かんとか出たら怖いし！

ＧＭ：では、菫は装備を着き込こんで一息───少し落ち着いて気づいた。昨日までは半月だったはずの月が、今、天に浮かぶそれは満月だ。さらに、近くに生える木々や草を、どれもキミは見たことがない。それが風景に違和感を与あたえて不安をあおられる。

菫：……ほんとに不安になってきた。どう見ても異世界だよここ。

ＧＭ：さらに気づいたのは、足あし下もとで月の光に反はん射しやするなにか。視線を落とせばそれは、小さなイヤリングだ。それは、まちがいなくみさとがつけていたもので───。

菫：これ、みーちゃんの……！　みーちゃんも、この世界に来てるってこと!?　……どうしよう。とりあえず、ここにいても仕方ないから、民家を探……。

ＧＭ：と、キミは足を踏み出してすぐに気づいた。周囲に生える木々の間の闇に、三〇はくだらない人ひと影かげが蠢うごめいている。その目はらんらんと輝き……。

菫：わー、救助の人かなっ!?

ＧＭ：「ぐるるぅ……」そんな唸うなりをあげる彼らの手には、ギラリとした鉈なたがあった。

菫：わー、絶対に救助の人じゃないなー……。笑顔で後ずさりします。

ＧＭ：菫が視線を外さぬままにじりっと下がる。それに合わせて、闇の中から人影がぞろぞろと出てきて月の光の下、その姿があらわとなった。キミは、その姿にどこか見覚えがある。キミがよく遊んでいたゲームの中に出てくるモンスターの特とく徴ちように酷こく似じしており……。

菫：え、これって……。




　菫は逡しゆん巡じゆんの末、どこか自信なさげにつぶやいた。




「もしかして……ゴ、ゴブリン？」

[image: ]







◆Opening02◆最強のプレイヤー




〝ブラックフェザー〟の異い名みようを持つ男がいた。

　それは、全世界で流行しているバーチャルＭＭＯ・ＲＰＧ「アリアンロッドＭＭＯ」で覇はを唱える伝説のプレイヤーだった。

　レベルがカンストしていることは当然、保ほ有ゆう資し産さんは数千億Ｇ、あらゆるスキルとアイテムとチートを使いこなすと言われ……そして性格は悪く、ネットでは叩たたかれ、カリスマもない。

　はたして、その正体は───。




ＧＭ：次は、クロウのオープニングに入ろう。キミはこの数年、ひとつのＭＭＯ・ＲＰＧにはまっている。その名は「アリアンロッドＭＭＯ」このゲームは、世界中でたいそうな人気を誇ほこっている。

クロウ：うむ！

ＧＭ：このＭＭＯの背はい景けい世界はエリンディルという名がつけられているのだが、その唯一の王にして英雄とユーザーたちから言われているプレイヤーがいる。それがキミだ。

ルイン：だが、アンチからは叩かれる。

ＧＭ：そう。掲けい示じ板上では、キミへの称しよう賛さんと悪口の言葉で溢れている。キミのバンクボックスの中には、すべての装備がズラリと並ならび……後衛タイプの魔ま法ほう使いであるにもかかわらず、護ご衛えいもなしに万の数のモンスターを圧あつ倒とう。一部のユーザーからはバグ技やチートなのではないかと疑うたがわれたりもしている。だが、そうでないことは、キミ自身がよく知っていた。

クロウ：ふふふ、当然だ。

ＧＭ：キャラのレベルはカンストしており、しかしスリルのないゲームにクロウは満足できない。それゆえ、一定の高レベルプレイヤーだけが入れるナイトメアモードというシステムで遊びまくっている。このナイトメアモードではキャラクターが死ぬと、そのデータがロストするというモードだ。

クロウ：おお！　それでも、生き残り続けている俺はなんて最強。きっと、五年くらいやり続けているにちがいない。

フジヤマ：もし、ＰＶＰもＯＫだとしたら、けっこうな数のキャラをロストさせていることになる。そりゃあ、恨うらまれもする（笑）。

クロウ：この世界に俺以外のＰＣはいらない！　いるのは、俺とアイテムだけだ……っ！

ルイン：ひどいな！（笑）

ＧＭ：そんな環境で、キミは戦いに明け暮れている。今日もまた、キミの寝ね首くびをかこうと、とあるギルドが襲おそってきたが……。「だ、ダメだ……強すぎる」バタリ、クロウの一いち撃げきで一〇人ほどが同時に倒され、ログアウトする。ドロップ品と経けい験けん値ちが、キミの元に入った。

クロウ：ふ、今のは《ルインストーム》ではない。ただの《エアリアルスラッシュ》だ。

ＧＭ：では、そんな感じで（笑）。キミは、このナイトメアモードのエリンディルに、七つあった大手ギルドのうち、すでに四つまでを滅ほろぼしていた。

クロウ：俺は個こ人じん要よう塞さいか！　すばらしい！　でも一応、配下に四天王がいるくらいにはしておこう。その方が風ふう格かくがあるからな。

ＧＭ：今日、クロウは敵てき対たいしている残り三ギルドの連合軍が集まる城へとひとり向かっていた。今、キミを囲んでいるのは、防ぼう衛えいラインの最さい外がい殻かくに配置された部隊らしい。「今日こそ現実世界という名の異世界に飛ばしてやるよ。二度とエリンに戻ってこられないようにな」

クロウ：現実世界？　それはごめんだな。このエリンディルこそが俺の現実。俺の生きる道。このゲームこそが、俺の人生なんだよ。

ルイン：うわー、だめな子だー。

ＧＭ：「この人数相手にたったひとりで勝てると思ってるのか？」

クロウ：戦いってのはな、始まった時にはもう決着はついているんだよ───と、そこで俺の周囲の空間が大だい爆ばく発はつを起こして敵は全ぜん滅めつしました。

ＧＭ：なんでだよっ!?（笑）

クロウ：これぞ、超ちようランダムダンジョンの九九九九階かい層そうから持ち帰った範囲攻撃魔法。遅ち延えん誘ゆう発はつ型でな、昨日のうちにここに仕し掛かけておいた。お前たちが、ここに防ぼう衛えい戦せんを張はるのは予想済み。だから無駄な会話をしながら、爆発するまでの時間を稼かせいでおいたんだよ。

ＧＭ：そんなダンジョンと謎のスキルが実じつ装そうされていたのか……（笑）。

クロウ：言っただろう？　戦いは、始まった時には決着がついてるってな───（と、ここで素すに戻って）やだ、これは気持ちイイ。

ＧＭ：「くそ……」と、倒された四〇人のＰＣが光と共に一いつ斉せいにログアウトした。それと同時に、眼がん前ぜんにそびえる居きよ城じようの門が、重く軋きしんだ音を立てながら開き始めた。

クロウ：わざわざ招まねいてくれるのか？　面おも白しろい───と、城に向かって歩いて行く。

菫：なんかかっこいい。

ＧＭ：ではここで、カメラを現実世界に向けてみよう。

クロウ：右手にマウス、左手でキーボードを叩たたきながら、座ざ椅い子すに座すわってゲームしてる俺がいる。あ、もちろんパソコンは最新最強スペックで、グラボも二枚まい差し。親の金に物を言わせた、最新パソコンに高速回線だ。

一同：親の金かっ!?（笑）

クロウ：さらに家のクレジットカードの暗あん証しよう番号はすべて把は握あく済みだ！

フジヤマ：最悪デス、この人！（笑）

ＧＭ：（クロウの母親になって）「羽は黒ぐろーっ、ご飯できたわよ！　食べないのっ!?」

クロウ：今いいとこなんだよっ！　部屋の前に置いといて！　あとで食べるからさ！

菫：なんか最低だよっ!?（笑）

クロウ：も、戻もどして！　俺の現実世界に！（笑）

ＧＭ：（笑）。では、クロウは今、エリチェンして敵の居城の中に入った。そこは、広大な面積を誇る城のホールだ。ここに入った瞬間、急きゆう激げきに動きが重くなった。それもそのはず、この部屋には三〇〇人はくだらない敵ＰＣが集まっていたからだ。

クロウ：サーバーに負荷をかけて動きを封ふうじようってのか？　だが、足りねえ。俺を倒たおそうってのなら、この三倍は連れてこい。この程てい度どなら、四天王にまかせておけばよかったぜ。
















ＧＭ：その言葉に、敵のギルドマスターらしき人物がほくそ笑む。「……安心しろ。こっちもそう思って、用意しておいたぜ？　我われ々われの新しいメンバーを紹介しよう」パチンと指をならすと、キミと同じギルドマークをつけた……キミの四天王だ。

クロウ：おい、待て。俺の考えた俺の最強四天王が俺を裏うら切ぎっている（一同大爆笑）。

ＧＭ：「この日を待ちましたよ、クロウ。あなたは魔術師だ。我ら四人のサポートなくして、この人数を相手にすることはできません」

クロウ：他に俺の仲間がいるとは思わないのか？

ＧＭ：「思いません。たしかにあなたは最高の武具と技、そしてプレイ技術を持っています。ですが、ただひとつ絶対に必要なものを１ミリも持っていません。人望です」

クロウ：さらっとひどいこと言うなよっ!?（一同大爆笑）

菫：ぼ、ぼっち……。

クロウ：ぼぼぼぼっちちゃうわっ！　俺はここで、超ランダムダンジョンで見つけた魔法を使う。威い力りよくはほとんどないが、グラフィックだけが無駄に派は手でな魔法。

ＧＭ：？　なんだそれは。

クロウ：魔法の使用と同時に、この場にいる全員のパソコンの描びよう画がが一斉に処しよ理り落ちして動けなくなる。俺は、最高のグラフィックボードを六枚差ししてるので、平気。

ＧＭ：汚きたねえなっ!?　お前、さっき二枚差しって言ってたろっ!?

フジヤマ：ていうか六枚差しってなに！（笑）

ＧＭ：「なんだ、パソコンがっ！」「画面が処理落ちして動けねー！」「入力もできない！」敵のギルドの音声チャットが大パニックを起こしている。「これじゃ、ブラックフェザーも動けないだろ……って、動いてる───っ！」

クロウ：さあ、審しん判ぱんの時は来た。俺は本気の証として、これまた超最新のヘッドマウントディスプレイを装着、画面を飛び交う光のエフェクトの中をゆっくり歩く。

ＧＭ：〝ゴォオオオオオオォ……〟

ルイン：？　なんの音だ。

フジヤマ：グラフィックカードのファン？

クロウ：では、最後にでかいのをぶっ放して終わりだ。これで、このエリンディル・ナイトメアで俺に刃は向むかう奴はいなくなる。魔法の詠えい唱しようを始め……。

ＧＭ：〝ゴォオオオオオオオオオオオオォ……〟

クロウ：では、魔法が完成したところでぶっ放す！

ＧＭ：───と、その時だった。ここで一いつ旦たん、場面が現実世界に引き戻される。今まさに、キミが魔法発動のマウスのボタンをクリックしようとしたその瞬間……。

一同：……？

フジヤマ：あ（と、配られていたハンドアウトを読み返す）。

ＧＭ：〝ゴオオオオオォオ……ドウン……っ！〟　〝ブラックフェザー〟クロウの……いや、舩ふな本もと羽黒の部屋で大だい轟ごう音おんが鳴り響ひびいた。……舩本羽黒を襲ったこの事象は、お昼のニュースにおいて以下のように淡たん々たんと語られることとなった。




「……次のニュースです。今日、午前八時頃、●●区の住じゆう宅たくにトラックが激げき突とつするという事じ故こがありました。運転手は逃とう走そうしたと思われ、その足取りはつかめていません。なお、トラックが突とつ入にゆうした部屋にはその家に住む一七歳の少年がいたと思われますが、行方がわからず、安否が気遣われます」




　こうして、舩本羽黒こと〝ブラックフェザー〟クロウはエリンへと転移した。







◆Opening03◆それの半分は優しさでできていたりする




　未知なるものへの興味は、いつしか欲よつ求きゆうへと変わった。

　きっかけは、幼き日に受けた痛いたみ。

　頭とう頂ちよう部ぶをゆっくりノコギリで押し引きするような、それでいて頭の内側から発せられるもの。痛いたくて、苦しくて、でも指を頭に這はわせてもその痛みには触れることもかなわない。

《ヒール》も《プロテクション》も意味をなさないこの痛みを打ち砕くだいたのは、異世界の白い錠剤だった。




ＧＭ：では、次……フジヤマのシーンにいこう。

フジヤマ：ＯＨ！　ミーの出番ネ！

菫：それにしても他人のシーンを見ているのって面白いですね！　茶々入れながら聞いているのってすごく楽しい！

クロウ：……っていうか、にーやん！（笑）　トラックが部屋に突っ込んできて異世界に飛ばされるってどーよっ!?

ＧＭ：〝異世界トリップもの〟において、トラックが原げん因いんで異世界に転移するのは大事だ。

クロウ：そ、そうなの……？（笑）　つーか俺、どうなったの？

ＧＭ：まあ、それに関してはまたあとで（笑）。さて、フジヤマのシーンは……エリンディル大陸西方のある小さな街から始まる。

フジヤマ：わかりやすく「アリアンロッド」だ！（笑）

ＧＭ：（笑）。フジヤマは、この大陸のどこかの山中にある大学都市オーカーからのスタートとなる。〝地球〟という名の異世界に興味を抱いたキミは、この街にやってきてのち、さらに興味を深め───。

フジヤマ：いつか、年始にフジヤマに登り、茄な子すなるものを食べつつ鷹たかに乗って祝い事をするというイベントを一度やってみたいものデースっ!?

菫：どこかすごくまちがってるような……（笑）。

ＧＭ：さて。オーカーはひとつの独どく立りつした街であると同時に、その運うん営えい基き盤ばんは日本における大学のイメージに近い。ただ、学年によって特定のカリキュラムがあるというよりは、学びたいことを専せん門もんのゼミに通って学ぶ……そんな方式で運営されている。

クロウ：学年よりは、キャラレベルやクラスで管理されていそうだな。高レベルになれば、参加できるゼミのバリエーションが増ふえるみたいな。

ＧＭ：だね。さて……異世界や〝科学〟なるものを学ぶ日々が続く中、今日もお昼の時間がやってきた。フジヤマが、学食にいると……。

フジヤマ：あー、そこのキミ？　知っていマスか？　おにぎりとは、鬼おにを殺したとされることを語ご源げんとした恐るべき食事なんデスよ！

菫：そうなのっ!?

クロウ：いやいやいやっ！（笑）　堂々と間違ってることをそれっぽく言うなよっ!?（笑）

ＧＭ：だが、この街で学ぶエリン人は素す直なおに感心して聞くことも多い。お昼の時間には、異世界に興味を持った人たちがフジヤマを囲んで談笑することも珍めずらしくない。

フジヤマ：ＨＡＨＡＨＡ！　他にも、地球ではうかつなことを言うと、首にはめている首輪が爆発するんデスよ。「士道不ふ覚かく悟ご」によるハラキリと呼ばれているアイテムで……。

菫：腹はら切きりなのに首輪なの!?（笑）

ＧＭ：言ってることが正しいかどうかはともかく、面白いのは間違いがない。そりゃお昼時には拍はく手しゆ喝かつ采さい、人気になるわけだ。

フジヤマ：ふふふ、なんでも聞いてくだサーイ！

ＧＭ：と、いつものようにそんな話をしている時だ。「……ああ、異世界って言えばさ。お前が興味持ちそうな話があるぜ」傍かたわらの学生がそんなことを告げた。

フジヤマ：お？

ＧＭ：「……昨日、野外講こう習しゆうを終えて、街に戻もどる最中にさ、妙みようなものを見たんだよ。もしかしてあれ、現代地球人の服なんじゃないかって。ちょっと見てくれよ」そう言いながら彼は紙とペンを取って、さらさらと絵を描かき始める。

フジヤマ：ほう、それはいったい。

ＧＭ：その生徒が描いた絵はあまり上う手まいものではないが……特徴は捉とらえている。なにか厚あつ手でのコートと、その下にひらひらふわふわの服を着き込こみ、妙に丈たけの短いスカートをはいている女の子の絵だ。そのふわふわな服の色は、鮮あざやかなオレンジ色で……。

菫：オレンジ!?　ひらひらふわふわ!?　みーちゃんっ!?

フジヤマ：ＯＨ!?　ゲイシャっ!?

一同：ちげえっ！（笑）

ルイン：そんな服だけなら、こっちの世界にもありそうな？

ＧＭ：「いや、明らかにちがうんだよ！　もっとふわふわというか……ちがう文明と技術でデザインが作られているというか……わかるだろう？　この感覚！」

フジヤマ：わかりマス！　それこそがゲイシャ！　言うなればジャパニーズ・アイドル！

ＧＭ：……アイドルと芸者って同じ認にん識しきなのか……（笑）。

フジヤマ：フジヤマの中では同じ扱あつかいです。で、そのアイドルをどこで見たと？

ＧＭ：「ディアスロンド北側の山やま奥おく」

フジヤマ：現代地球人がひとり、この世界に放り出されるとかとてもデンジャラス！　しかし、ゲイシャとは、バードとダンサーを極めることによってたどり着くことができる大いなるクラス。あまり危あぶなくないかもしれない。

ＧＭ：「でもその女、後ろ手に縛しばられてフォモールたちに担かつがれていたんだ」

フジヤマ：それを先に言え───っ!?　（素に戻って）フォモール！　妖よう魔まじゃねーか！

ＧＭ：「……危き害がいを加えるというよりは、丁てい寧ねいに扱っているように見えたけど」

フジヤマ：後ろ手に縛って丁寧もなにもないわ！（笑）　人間がフォモールにさらわれたとなれば一大事！　それではミーが偵てい察さつに行ってこよう。ティーチャーに伝えておいて！

ＧＭ：「ＯＫ。でもひとりで行くのか？　……キミはサムライだな」

フジヤマ：イエース！　これぞ士道！

ＧＭ：「敵てき前ぜん逃とう亡ぼうは打ち首だっけ？」

フジヤマ：イエス！　ハラキリ！




　会話がかみ合ってないのは気のせいである。




フジヤマ：とにかくそっちに向かうデェス！　誰か一緒に来てくれないものかっ！　ちらっちら……っ（と、ルインのプレイヤーを見る）。

ルイン：いやその、こっちはまだオープニングにも入ってないんですが（笑）。

ＧＭ：（笑）。では、フジヤマが自分の部屋にとって返して冒険の準じゆん備びを始めた……なんてところでシーンを切っておこう！







◆Opening04◆結束、それは血けつ統とうの力




　他国が巨きよ大だいな力を持つゆえの恐きよう怖ふは、国家間に牽けん制せいという名の調和をもたらした。

　大学都市オーカーに秘ひ匿とくされる、異世界の技術と知識には、それだけの価値がある。

　各国はこぞってこの都市に外交官や貴族の子弟を送り込んだ。

　ルイン・シュレディンガーもまた国家の威い信しんを示すべく、この街にやってきた貴族だった。

　だが、彼には国よりも大事なものがあった。




ＧＭ：オープニングのラストは、ルインのシーンだ。今、キミは大学都市内にある一室……各国の貴族の子し弟ていたちが集まる部屋にいる。ここは大学都市の中でも特別扱いされた……言わばエリートたちが集う場所で、他とは別べつ棟むねになっている。

フジヤマ：真っ赤な絨じゆう毯たんとか、シャンデリアとか、お付きの人が待機する部屋が隣となりにあったりするにちがいない。

ＧＭ：そうそう。今日もこの特別室に、高名な家の子弟たちが中心となって組まれたギルド〝ブラックロータス〟のメンバーが集まって円えん卓たくを囲んで席についていた。

ルイン：幹かん部ぶ会かいとかかな。なお、私はガートルード様の右腕として参加している。

ＧＭ：ここは各国の代表が集う会だ。ルインはその中でも末席の扱いだが、その実力は確たしかなもので一目置かれていた。

菫：かっこいい！

ルイン：各国の利害が一いつ致ちするように話し合いをしたりする、と。

ＧＭ：メンバーが談笑していると……「ごめんね、待たせちゃった」そんな言葉と共に、少し慌あわてた様子で入室したのはギルドリーダーである、〝紅あか髪がみの戦せん姫き〟ガートルードだ。

クロウ：意外に気さくだった。

ルイン：これはこれは、ガートルード様。ご機き嫌げん麗うるわしゅう。

ＧＭ：「ありがとう、ルイン君。さて、みんなそろっているわね？　そろそろギルド対たい抗こうの闘技大会が近いけれど、みんな、準備はどう？」

ルイン：もちろん、万全です。とりあえず、私は〝聖都〟ディアスロンドの特待生だったことにでもしておこう。

ＧＭ：けっこういいところの出身だ（笑）。「……それはなにより。そろそろ大会に出場するメンバーを選出しなきゃいけないんだけど」

ルイン：この〝ブラックロータス〟の中から、メンバーを選出するということ？

ＧＭ：そう。〝ブラックロータス〟の代表としてトーナメントに出るということ。すなわち、選に漏もれた国は少しばかり恥はじをかくわけで……。

ルイン：……ふふふ。少なくとも一名は誰が選ばれるか、わかっていること。くいくいっ、と自信ありげに中指で眼鏡をもちあげる仕草をする。

ＧＭ：ガートルードが出場することだけは決まっていて、あと三名必要になるわけだが……。

ルイン：ガートルード様の右腕である私が出るべきだろう。

クロウ：（メンバーになって）「ならば、左腕たる俺も！」

フジヤマ：（メンバーになって）「いや、ガートルード様の右足と言われたこの自分が！」

ＧＭ：ガキの言い争いか!?（笑）　彼女はバンと机つくえを叩いて言う。「騒ぐのをやめて」

ルイン：は……！

ＧＭ：「みんな、各国の代表としてここへ来ているのだから、自覚を持って！　それぞれ思惑があるのは承しよう知ちしています。それでも、三人だけを選ばなければならないから、今回は実地訓練で決めようと思うの」

ルイン：実地訓練、と言いますと？

ＧＭ：「本日の夕刻から夜明けまで……その間に、どれだけのエネミーを狩れるか、その数を競ってもらうわ。みんな、大切なメンバーだから公正に、ね」

ルイン：あ、あの……私はアコライトゆえ……攻こう撃げき力りよくがないわけで……（笑）。

ＧＭ：「……大丈夫。三名一組で競ってもらうから」

フジヤマ：（メンバーになって）「……ガートルード様、おっしゃることはわかりますが、実地訓練の参加者も選定すべきでは。例えばルイン殿どのは新米ですし、それに家いえ柄がらの方も……」

ルイン：い、家のことは言うな！

クロウ：なるほど、ルインは没ぼつ落らくした貴族で、でも実力はあるから妬ねたまれていたり、低く見られていたりするんだな。

ＧＭ：そういうこと。貴族を名乗ることもおこがましい……ガートルード以外はみんなルインを疎うとましく思っている節がある。「はい、そこ！　言い争いしない！　言ったでしょ？　みんな大事なメンバーなんだから、家柄とかそういうのは関係なし。公正公平に決める」

クロウ：なんかいいな、このガートルードって子。気さくだし、まっすぐで親しみやすい。

ＧＭ：実際、メンバーからは好かれている。彼女がいなければ、各国の思惑・思想を持ったこのギルドをまとめあげるとか不ふ可か能のうだ。

ルイン：すばらしい。私が仕えるに値あたいするお方だ。

ＧＭ：「では、出しゆつ立たつは今日の一八時とします。それまでに準備を整えておいてね」

ルイン：ふふふ。準備なぞ、すでに終わっております。冒険者たる者、いつでもすぐに戦えるよう、心がけることが───。

ＧＭ：「じゃ、一八時までに好きな人同士でチームを作って報ほう告こくしてね」

ルイン：待ていっ!?（一同大爆笑）

フジヤマ：そ、その方式はどうかと……っ!?（笑）

ＧＭ：「なんで？」

クロウ：素かよ、この人っ!?

ＧＭ：「ん？　だって人と人が交流して、互たがいを信じ合う……戦いにおいては絆きずなというものも大事だから」（一同爆笑）

クロウ：ガートルードさん、天然ボケでなければＳだな……（笑）。

ルイン：な、なんて残酷な……っ！（わなわな）

クロウ：ガートルードさんは、人の気持ちがわからないのか!?（笑）

ルイン：ふ、ふふ。ガートルード様は〝あぶれる〟という経験などしたことがないのだ……。

ＧＭ：むしろ、希望者がいっぱい来すぎて困るくらいだね。

ルイン：あぶれる人がいるなど、想そう像ぞうもできないのだ。だが、現実は、そんな明るい子こ供どもたちばかりではない……ばかりではないのだっ！（笑）　みんなが楽しそうにチームを組んでいく中、私はひとり……。

菫：（ギルドメンバーになって）「ガートルード様！　ルインくんがひとりぼっちです！」

ルイン：や、やめろ……。

ＧＭ：「ちょっと！　冗じよう談だんでもそういうのはやめて！」（一同爆笑）

ルイン：傷きず口ぐちに塩──────っ!!（笑）

クロウ：おい、ぼっちな属ぞく性せいが俺とかぶってきたぞ！

ＧＭ：では、そんなところでシーンを切ろう！







　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆ルイン、人との繫つながりを知る




　それはあまりに残ざん酷こくな仕打ちだった。

　思案に暮くれて、しかし解かい決けつ策さくがないことも理り解かいしている。

　そんな時、ルインの眼がん前ぜんに一ひと筋すじの光明が差した。




ＧＭ：ここからミドルフェイスに入るのだが……さて、どうしようかな。ルインのシーンが妙みような流れになってしまった。ほんとはエネミー狩がりに出かけた先で他のＰＣとの合流を考えていたんだが……（笑）。

フジヤマ：くくく、ではここでミーがあぶれたルインの救世主になるのデス。

ＧＭ：では、フジヤマの視し点てんで始めようか。キミは、食堂で聞いた話を元にアイドル服のアーシアンを探さがすべく、準じゆん備びを整え終わった。だが、気になるのはフォモールの集しゆう団だんがいたというその事実。ひとりでは、あまりにも危き険けんだ。

フジヤマ：オウ、実に危険デス！　どこかにあぶれ……ちがう、ミーに同行してくれる者はいないものか！

ルイン：…………く。

フジヤマ：では、ミーは「ゲイシャ、ゲイシャ！」と、声を上げながら校こう舎しやを出ようとすると……（笑）。

ＧＭ：うん、校門のところで、ひとり黄昏たそがれているルインの姿すがたを見かけた。

フジヤマ：おお、あれはルインさん！　ＰＣ間コネの結果、彼には借りがあるので、いつかそれを返さねばならないと思っていたところ！　おお、ルインさん、どうしまシタか！

ルイン：お、おお！　キミはフジヤマ君！

ＧＭ：なんだ、この三文芝しば居い……（笑）。

フジヤマ：ふうむ、その表ひよう情じよう。なにか困こまったことがおありのようデスね？

ルイン：そ、それは、ちょ、ちょっと……語りづらいのだが……かくかくしかじか……。

フジヤマ：……ほう、なるほどなるほど。あぶれてしまったのですか。それは残酷なストーリー。しかし、実はミーも困っていまシテね？

ルイン：なにを困っているんだね、フジヤマ君。

フジヤマ：いえね？　実は今、山で遭そう難なんしたゲイシャガールがフォモールの集団に拉ら致ちされたという情じよう報ほうを得て、それを探さがしに行くところで。街からも捜そう索さく隊たいが出るだろうが……。

ルイン：（わざとらしい声で目を見開いて）……ほほうっ、フォモール！　それは実にいかん話だ！　よし、同行しよう。

菫：いいのっ!?（笑）　武闘大会はっ!?

ルイン：そんなことを言っている場合ではない！（くわっ）　フォモールは悪い奴やつじゃないか！　ここで見み捨すてることができるものか！

フジヤマ：ミーも対集団戦は不得意ではないですが、防ぼう御ぎよには不安がありマス。ましてや、ゲイシャガールが傷きずついていた場合、メディックは必要……。

ルイン：回かい復ふくならば、得意だ！

フジヤマ：すばらしいっ！　ミーは仲間を得て、ルインさんはゲイシャ救出という大たい義ぎがあれば「あぶれちゃった事実」を隠いん蔽ぺい可か能のう！　面めん目ぼくが立ちマス！

ルイン：フジヤマを殴なぐります。

フジヤマ：おげらばっ!?

ルイン：いいか、フジヤマ君。私わたしはフォモールを倒たおし、ゲイシャとやらを救出したい。純じゆん粋すいにそう思っているのだ。そこを間ま違ちがえてはいけない。

フジヤマ：心の底から賛さん同どうしていマス。

ＧＭ：（笑いをこらえながら）……というわけで、時じ刻こくは夕ゆう刻こく六時。街の門を出ようとしたキミたちは、集結を終えたブラックロータスのメンバーとばったり出会った。「……あれ？　ルイン君？　ええと、そちらの方は？」甲かつ冑ちゆうを纏まとったガートルードが馬上から尋たずねた。

ルイン：この人は、フジヤマ・グレイス。もうしわけありません、ガートルード様。私は、かくかくしかじかというわけで、このフジヤマを助けるべく、同行することに相あい成なりました。今回のギルド戦は不参加の方向でお考えいただきたく…………いえ、決してチームが組めなかったわけではないのです、ふふふ。

菫：ルイン君……（笑）。

ＧＭ：メンバーの中には、あからさまに皮肉を言う者もいる。「……なるほど、ルイン君。キミに相応ふさわしい相手がギルドの外にいた、ということだな」

ルイン：眼鏡めがねをくいっとあげる。……ああ、キミたちよりは頼りになる。

ＧＭ：「なにっ!?」ルインの言葉に、数人が殺気立つが……ガートルードが意い識しきせずに遮さえぎった。「……すばらしいわ、ルイン君。どんな人とでも仲良くなれる。それはすばらしいこと。ギルド戦のことは了りよう承しよう、がんばってきてね！　じゃあ、行くわよ、みんな！」「……はいっ！」彼らは馬で一いつ斉せいに駆かけだしていった。

ルイン：……………………なんだろう、この疎そ外がい感。

フジヤマ：ぽん、と肩かたを叩たたく。笑顔で。言葉はいらない。

ＧＭ：では、最後にキミたちがとぼとぼと出立したところで、シーンを終しゆう了りようしよう（笑）。

ルイン：しくしくしく。







◆Middle02◆邂かい逅こうの時




　それは、運命の邂逅だった。

　ひとりは運命の女め神がみに導みちびかれた者。今ひとりは、運命のトラックに導かれた者───。

　物語の歯車はここにかみ合い、回り始めた。




ＧＭ：では、場面変わって……菫とクロウが出会うシーンをやろう！

菫：はいっ！

ＧＭ：（少し考えて）……まず、クロウの視点で始めようかな。

クロウ：そうだ、俺おれはどうなったんだ（笑）。

ＧＭ：クロウは突とつ然ぜん受けた衝しよう撃げきに意識を失っていたんだが……頰ほおに当たる夜風の感かん触しよくに目を覚ました。気がつけば、草の上に仰あお向むけになって倒たおれ……ヘッドマウントディスプレイ越ごしに、最初に視し界かいに飛び込んできたのは夜空で煌こう々こうと輝かがやく満月だ。

クロウ：あ……？　上半身だけ起こして周囲を見回す。どこだよ、ここは。奴らの城しろは砂さ漠ばくにあったはずだけどな……と、そこではっとします。

フジヤマ：ここで自分の身になにが起こったか気づくと。

クロウ：もう夜!?　今、何時だよっ!?　夕方にAmazonから宅たく配はい便びんが届とどくんだよっ!?

菫：そっちっ!?

クロウ：とりあえずログアウトのコマンドを呼び出……。

ＧＭ：キーボードもマウスもない。タッチディスプレイも触さわってるつもりで反はん応のうしない。

クロウ：壊こわれてるじゃねえかっ!?　……って、よく考えれば、夜なのはゲーム内時間か。あせって損そんした。ヘッドマウントディスプレイを外す。

ＧＭ：そこは、見たこともない森の中。空には満月が煌々と……（一同爆ばく笑しよう）。

クロウ：画面が変わってないよ？　ていうか、ここはどこだっ!?

ＧＭ：キミはこの景色に、見覚えがある。クロウはこのエリンディル西方のマップで知らない場所はないからな。おそらく、ディアスロンドに近い山中だ。

クロウ：あれ？　ゲーム？　現げん実じつ？　バーチャルシステム、ここまで進化した？（笑）

ＧＭ：空気の流れに気温、木々や土の香かおりまでするからな。近くに生えている草に目をとめても、それが地球上にはない……正せい確かくにはエリンのものだと認にん識しきできる。

クロウ：この草はたしか……。

ＧＭ：アブ菜。

クロウ：そう、アブ菜。

ＧＭ：おひたしにするとおいしい。

クロウ：なんだその無む駄だな知ち識しき。

ＧＭ：と、キミが混こん乱らんから抜け出せないでいると……さらに状じよう況きようは動く。そこはちょっとした崖がけになってるんだが、眼がん下かに広がる森の木々が途と切ぎれた場所に人ひと影かげが見えた。いや、それは正しくはない。じりっと後こう退たいしている女じよ性せいの人影と、それに迫せまる人ならざる者の群むれだ。

菫：助けてっ！

クロウ：……ゴブリン、か。

菫：あ、まずそっちが気になるんだ……（笑）。

クロウ：面おも白しろい。現実でも、ゲームでもいい。ちょっと試してみるか、と崖から華か麗れいに飛び降りま……。

ＧＭ：しかしキミは気づいた。自分が１レベルになってることに。

クロウ：崖から転げ落ちていきます。

ＧＭ：ここで視点を菫に移うつそう。キミは迫せまり来るゴブリンの群れを前に……。

菫：こ、来ないでっ！　あっち行ってと剣けんをぶんぶん振ふり回しますっ！

ＧＭ：だが、ゴブリンたちはやらしい笑みを浮うかべるだけでひるむ様子はない。じり、と次し第だいに距きよ離りを詰つめてきて───と、そんな時。

クロウ：あああああああああああああ───っ！

ＧＭ：と、断だん末まつ魔まのような悲鳴をあげつつ、背はい後ごの崖からひとりの少年が転がり落ちてきた。そして……〝びたんっ！〟　菫のすぐ真横で停止した。

菫：え、あの……？　ええと、パーカーの下の学生服……あの、それはうちの高校の制せい服ふく？

ＧＭ：では、通っていたのは瑞ずい鳳ほう学園という名前にしておこう。

菫：あの、大だい丈じよう夫ぶ……？

クロウ：痛いたくねーしっ!?　と、立ち上がる。くっそ、このゲームの落下ダメージのバランス、前からおかしいんだよっ！　運うん営えい、出てこい！

菫：あなた、瑞鳳学園の生徒だよね？

クロウ：そ、そうだけど……お前も、瑞高の生徒？

菫：うん。気がついたらこんな状況で……って、それよりも、ほんとに大丈夫？

クロウ：そこで、四よつん這ばいになって超ちようスピードで思いっきり後退する。

菫：なにその不思議な動きっ!?

クロウ：（目をそらしておどおどと）べ、別に痛くねーし？　ほんとはノーダメージだし？俺のメイン装そう備びがあれば、ほんとは物理ダメージなんて痛くないし？　空だって飛べるからホントは落ちないし？　女と話すのが苦手ってわけでもないし？

菫：人と話す時は、まず相手の目を見る！　あなたの名前は？

クロウ：名前……（急にトーンが下がって）結ゆう城きさん、だよな。俺の名前、忘わすれた？　ＰＣ間コネ、俺に対して持ってるよね？　だから知ってるよね……？

菫：名前、教えて。

クロウ：まあ、俺はろくに学校に顔出してないしな！　うん、傷ついてないさ！（笑）　お、俺の名前は……そう、クロウだ。〝ブラックフェザー〟でもいい。

菫：ブ、ブラ……。

クロウ：……。

菫：日本人、だよね？

クロウ：お、俺は、エリンディルに生きてるんだ。

ＧＭ：えーと……（笑）。そんなやりとりしてると、ゴブリンたちが迫せまってきますが。

菫：そうだった！　クロウくん、この状況をなんとかしてっ！

クロウ：あ？　そこで我われに返る。ふん、ざっとゴブリンが三グループ、三〇匹ぴきってとこか。

ＧＭ：ゴブリンを見み据すえるクロウの表情が変わった。さっきまでのおどおどした態たい度どはすでに消え、その眼がん光こうは鋭するどく……不ふ敵てきに、笑んでいる。

クロウ：なんとかしろ？　お前が手にしている剣はなんのためにある。

菫：これ、みーちゃんからもらったおもちゃだよっ!?

クロウ：戦える。が、「アリアンロッド」は初めてか？　わかった、俺の言うとおりに動け。お前をゲームに勝たせてやる。

菫：ゲーム？

クロウ：見たところ、ウォーリア／シーフってとこか。《バッシュ》と《ワイドアタック》を切り替かえて戦う型だな？

菫：きっとなにを言ってるかわからないよっ!?（笑）

ＧＭ：いや、そう言いかけて気づく。キミはその胸むねの奥おくに、今までになかった〝力〟を感じている。そう……。




「───あなたに〝力〟を与あたえましょう」




ＧＭ：……あの女神の言葉が、実感できる。

菫：あ、あれか！

クロウ：よし、ともかく戦せん端たんを開いたらあのゴブリンの群れに突っ込め。

菫：いきなりそんなことを言われても困こまるっ！（笑）

クロウ：そうしてくれないと、俺の方がもっと困る！（笑）　俺はメイジだからな。今の俺じゃ、戦士の盾たて役が必要なんだよっ!?　戦いくさならそれができるんだ！

菫：…………し、信じるよ？

クロウ：信じろ。みーちゃんとやらも、お前ならばできると信じ、その装備を託たくしたのだ！

菫：それは……そうかもしれない！　そう言ってた気がする！（笑）

クロウ：人は、人生という名の芝居を打つ、ひとりの役者！　お前は、お前の芝居をしろ！

菫：わかった！　やってみる！　ああっ、わたし単純だっ!?（笑）

フジヤマ：では、ここに登場してもよいデスか？　……ＯＨ、実に仲間を鼓こ舞ぶするのがうまいアーシアンだ！　目的の人物とはちがうようだけど、加か勢せいシマァス！　ふふふ、ボーイ＆ガール？　ゴブリンを侮あなどってはいけないデスよ？

ルイン：そうだ。奴らは、数がいる時は───。

クロウ：《ゴブリン集団》でパワーアップする。

フジヤマ：え、あ……はい。

菫：（[image: ←]ぶっ、と笑いそうになった）

クロウ：だが加勢はありがたい。ここじゃ、ギルドも組めそうもないが……見たところ、エルダナーンのアコライトと、ヴァーナのシーフだな。

ルイン：あ、はい。

フジヤマ：ず、ずいぶんとくわしい地球人……。

クロウ：このゲームで、俺の知らないことはない。

ルイン：なんだか負けた気分に……！（笑）

フジヤマ：ところで、そろそろゴブリンが襲おそいかかってきまセンか。

ＧＭ：ゴブリンは空気読んでちゃんと待ってた（笑）。では、バトルスタートだ！







◆Middle03◆ゴブリン




　初めての異い世せ界かい、初めての戦せん闘とう───菫の胸の鼓こ動どうが高鳴る。

　だが、不安はない。なぜならその手には親友から受け継ついだ剣が、その胸の奥には女神より託たくされたたしかな力があったからだ。




●第１ラウンド

▼行動値ち
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ＧＭ：（テーブルの上にコマを配置しながら）キミたち全員で１エンゲージ、そこから５メートル離はなれた位置にゴブリンが３グループだ。まずは、セットアッププロセス。タイミングがセットアップのスキルが使えるよ。

フジヤマ：特になし。

菫：わたしも特にないみたい。

クロウ：よし、そこの長耳！

ルイン：私のことかっ!?（笑）

クロウ：識しき別べつ系スキルがあるなら、今のうちに使ってくれ。楽になる。

ルイン：なぜ私が《エンサイクロペディア》を持っていると……！（笑）　では、ゴブリンに対して《エンサイクロペディア》！　【知力】は７。（ダイスを振ふる）出目は６で合計13。

ＧＭ：ゴブリンの識別値は10なので、識別は成功。分類は妖よう魔ま、レベル１のモブだ。防御力は【物理防御力】の方が高い。【行動値】は７。また、《ゴブリン集団》というスキルを持ち、モブのゴブリンの数が多いほど強くなる。

クロウ：つまりこいつらは、ゴブリンが三部隊いる分、強くなっているということだな。

ＧＭ：３グループいるので、命中判定＋３、ダメージ＋６だな。

菫：じゃあ、集中的に１グループずつ確実に倒していった方がいい？

クロウ：いや、この行動順番なら……俺たちの勝ちだ。まず猫耳が敵集団に突っ込んで《ワイドアタック》、続く結城さんも《ワイドアタック》。これで終わる。

菫：ほんとにっ!?




　菫がどこか疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを向ける中、戦いは始まった。

　クロウの指し示じどおり、ゴブリンの群れの中に躍おどり込んだフジヤマが、《ウェポンクリエイト》で生み出した短たん剣けんを左手に握にぎって、二刀にしてのち《ワイドアタック》を繰くり出す。

　短剣は、的てき確かくにゴブリンたちを捉とらえ……17点の【ＨＰ】をもぎ取った。




ＧＭ：次は、【行動値】が８の菫とクロウだな。

クロウ：よし、結城さん……いけ！

菫：わたし、どうしたらいいのかわからないので……。

クロウ：敵に突っ込んで全力で《ワイドアタック》だ。具体的には、ムーブアクションで移い動どう、マイナーはなにもせず、メジャーアクションで《ワイドアタック》を使えばいい。

菫：わかった！　まずゴブリンが固まってるとこまで移動！　ええと、５メートルですね！

クロウ：そうそう。敵と同じ場所にいるキャラクターのひとかたまりを〝エンゲージ〟と呼びます。他のキャラクターと同じ場所にくることもエンゲージする、とか言いますが。

菫：じゃあ、５メートル移動して、敵とエンゲージする！

ＧＭ：ＯＫ。キミが大地を蹴けって走り出して……自らの動きに驚おどろく。身体からだが軽い……！　地球にいた時よりも、明らかに軽やかに動けていると実感する。

菫：こんなに重い武器と防ぼう具ぐを持っているのに！

ＧＭ：敵をすぐ眼前に捉とらえた時、その腕うでは剣をすでに振り上げていた。まるで身体が覚えていて、自然と動いた……いや、心の中の光がキミにすべてを教えてくれたかのように！

菫：（レコードシートに使った【ＭＰ】を記入しつつ）……あとは、命中判定をすればいいんですよね！　ええと……そうそう。３Ｄ＋５！

ＧＭ：菫が振るった剣の軌き道どうが、三〇匹のゴブリンがいる空間を一気になぎ払はらう！

菫：（ダイスを振る）出目をぜんぶ足すと13。命中は18です！




　菫の放った渾身の一撃は、すべてのゴブリンを的確に捉えた。

　直撃と同時に《ピアシングストライク》を重ねてダメージを増加……たたき出したダメージは22点！　これでゴブリンたちの受けた累るい計けいダメージが34になり───。




ＧＭ：ぐへ、ゴブリンの【ＨＰ】は28だから……今の一いつ閃せんで三〇匹からなるゴブリンの群れが一斉にその場に崩れ落ちた！

菫：ぜんぶやっつけた！　わあっ、気持ちいい！（笑）

ＧＭ：（笑）。これで戦闘終了だ。なお、このゲームでは、敵を倒たおすとドロップ品という戦果を得ることができる。エネミーごとに決まっている表を（基き本ほん的てきに）２Ｄして、なにを落としたか決めます。３グループ倒したので三回、誰だれが振ふってもいいよ。




　その結果、得られたドロップ品は……「折れた短剣（５Ｇ）」×２だった。




ＧＭ：これで一〇Ｇの儲もうけだな（笑）。

菫：戦闘の跡を見て……これは、現実？　とつぶやきます……（笑）。

ＧＭ：現実と捉えるしかない。菫は恐おそるべき身体能のう力りよくを発はつ揮きし、クロウはゲームでの知識がそのまま通用することを実感した。

クロウ：俺のゲームの知識どおりだな。では、戦闘が終わったことを確かく認にんしてから…………近くの木のうしろに隠かくれます。

一同：は？

ＧＭ：先ほどまでの彼はどこへやら、その太い木の背後には、ビクビクした態度の少年がひとり……うん、彼はたいそう人見知りのようだ。

ルイン：さっきの颯さつ爽そうとした彼はどこに……。

フジヤマ：それはそれとして、このあとはどうしたものか。このボーイとガールは、目的のゲイシャガールとちがうようデェス。

ルイン：しかしこのふたりも放ほうってはおけん。彼らは見たところ、転てん移いしたばかりの模も様よう。

フジヤマ：転移してきた者を保護するのもミーたちの役目。しかし聞いておこう。おふた方。こんなゲイシャガールをご存ぞんじないデスか？　と、描かいてもらったイラストを見せます。

菫：見覚えありますよね？（笑）　……この服、みーちゃんだ！　はぐれたわたしの友達！

ルイン：ご友人？　フォモールに連れて行かれたという話だったが。

菫：フォモールって？

フジヤマ：人間が邪じや悪あく化した存そん在ざいで、妖魔に分類される奴らデス。

菫：じゃあ、こんなことをしている場合じゃない！　助けに行かなきゃ！

フジヤマ：（少し考えて）いや、まずは街へ行く方がＧＯＯＤではないかと。

ＧＭ：それがいいな。今いま頃ごろ、街では捜そう索さく隊が組まれている頃ころ合あいだし。

フジヤマ：今、やみくもに森の中を探さがすより、一いつ旦たん学園に戻って集まった情報を聞いた方が効こう率りつがよいかと。この広い森の中、ひとりで探せマスか？

菫：……う、言っていることはたしかにそのとおりか。

ルイン：それに、エリンには「マミー取りがマミーになる」ということわざが。

フジヤマ：「腹はらが減へってはノーウォー」とも。

菫：なんかどっかが間違ってるよっ!?（笑）

クロウ：（びくびくしつつ）お、俺は結城さんが決めた方でいいし……？

フジヤマ：なぜあなたは目を合わせないデスか!?（笑）

クロウ：べ、別にそんなことないし？　お前、うちの猫に似にてるから、きっといい奴だし？

フジヤマ：ペット扱いっ!?（笑）

クロウ：まあ、おどおどしつつも……みんなの話を聞いていて、俺の心は躍おどっている。そうか、ここはリアルなエリンディル大陸のようだな、と。とうとう俺は……理想の世界へやってきたっ！（一同大爆笑）　俺が願っても叶かなわなかった世界が現実になった！（笑）　ちょうど「アリアンロッドＭＭＯ」でやることもなくなっていたしな！

ＧＭ：レベル１から、上げ直しだけどな。

クロウ：それはまったく苦にならない！　どうやら、新しいゲームの始まりのようだ。

フジヤマ：では、街に案内……しようとして、自じ己こ紹しよう介かいをし忘れていたことに気づきマス。失礼、ミーはフジヤマ・グレイスと申しマス。

菫：……い、意外と、日本的な名前なんだね……（笑）。

クロウ：俺の名前はクロウ。〝ブラックフェザー〟と呼んでくれてもいい。

フジヤマ：なにその恥はずかしい名前。

クロウ：お前に言われたくねえっ！（笑）

ルイン：私はルイン・シュレディンガーだ。神に仕え、教えを広めようとしている。

菫：わたしは結城菫。よろしくね！

フジヤマ：では、菫さんとクロウさんにあらためて言いましょう。




「───ようこそ、母なる大地・エリンディル大陸へ！」







◆Middle04◆大学都市オーカー




　そこは歴史の表おもて舞ぶ台たいより秘ひ匿とくされた街、すなわち大学都市オーカー。

　およそ一万人が住まうというこの街の偉い容ようを見た時、菫は驚きよう愕がくした。

　なぜなら、その街は───。




ＧＭ：ここで場面が変わる。菫とクロウは、フジヤマたちに連れられてかの街を目指す。街道を行き交う乗り物の多くは馬車。道行く人の服ふく装そうもあわせ、菫とクロウは驚おどろくしかない。なぜなら、その光景は資し料りようで見た中世の街並みか、あるいはゲームの世界のようだからだ。

クロウ：リアルＭＭＯ、面おも白しれぇ（笑）。ゲームの中じゃプログラムに決められた行動しかできないけど……科学の知識や法ほう則そく、論ろん理りとかを駆く使しすれば世界制せい覇はも夢ゆめじゃなくねえ？

菫：世界制覇って。

クロウ：だって、馬車だぜ馬車。電気モーターとかエンジンとか持ち込むだけでも……。

フジヤマ：たしかにウォークと馬車では時間がかかりすぎマス。転送装そう置ち、使いましょう。

菫：転送装置？

フジヤマ：ええ。数十、数百キロ離れた都市から都市まで一いつ瞬しゆんで転移するための装置デス。

菫：そんなの地球にもないよっ!?（一同爆笑）

クロウ：この世界の技ぎ術じゆつはどうなってんだっ!?　ＭＭＯにはふつーにあったけど！（笑）

ＧＭ：（笑）。そして数日後……キミたちは大学都市オーカーの前に立った。そこは、山と山が連なる合間に、人目から逃のがれるようにして存在していた。外がい壁へきに守られたその街を見た時、菫とクロウは驚かざるを得なかった。そこにある建たて物もの群ぐんは、どう見ても現げん代だい地球……それも日本の大学のキャンパスにしか見えなかったからだ。

菫：これ、日本の大学……だよね、クロウくん。

クロウ：なにをどう見ても、そうだ───と、驚いて声も出ない。

ＧＭ：敷しき地ち内ないに入る門には、「央おう海かい大学」ってプレートが埋うめ込まれているね。それを見た時、ふたりは同時に思い出した。数年前、日本で大学のキャンパスが丸ごと消失し、世間を大おお騒さわぎさせた事じ件けんを。テロだの事じ故こだのどこかの国の陰いん謀ぼうだの、様々な憶おく測そくを呼んだが……結局原げん因いんはわからず、消えたキャンパスも人も、見つかることはなかったという。

菫：あーっ！　新聞に出てた───っ！（笑）

クロウ：つまり大学風味ではなく、大学そのものなのか。

ＧＭ：そのとおり。なお、イメージ的には東とう海かい大学なのだが（笑）。

菫：あ、行ったことある！（笑）　すっごいおっきいんだよ。（素すに戻って）友人が通ってて、一回講こう義ぎに潜もぐり込ませてもらったことがある（笑）。

クロウ：あ。央海大学だから、大学都市オーカーなのか（笑）。

ＧＭ：なお、敷地内にいるのは地球人だけじゃない。エリンの様々な種族も闊かつ歩ぽしている。

フジヤマ：翼つばさが生えてたり、獣けものの耳が生えてたりする奴が大学のキャンパスを歩く……想そう像ぞうすると面白い光景だ。

菫：すごい！　気合いの入ったコスプレイヤーがいっぱい歩いてる！（笑）

クロウ：俺は、その辺の木の陰かげに隠かくれる……。

一同：なんでっ!?

クロウ：人の多い場所は苦手で……。

菫：もー。いい、クロウくん。これは現実だけど、あなたにとっては新しいゲームなんでしょ？　だったら、この街はゲームを始めた時の最初の街だよ。

クロウ：（ぶつくさと）……そ、そうだ、これはゲームだ、ゲーム……ゲームなんだ……！　フフフ、気持ちが楽になった……っ！（笑）　フジヤマ、まず情報がないと動けない。この街の長おさに会わせてもらいたい───。

ルイン：切り替えはやっ！（笑）

菫：わたしも早く情報をもらって、みーちゃんを助けに行きたい！

フジヤマ：ＨＡＨＡＨＡ、急せいては事ことをミステイクですネ。では、こちらへ───。

ＧＭ：そしてキミたち四人は、学園の中ちゆう枢すう機き能のうがある建物へと案内される。

クロウ：とりあえず最初のクエストだ。この街を拠きよ点てんに、そのみーちゃんとやらの目もく撃げき情報、装備、食料、地図……このあたりをもらえればそれでいい。あと、宿屋も教えてもらおう。

菫：……クロウくん。ゲームだと思うとてきぱきしてるね……。

ＧＭ：（笑）。では、キミたちは建物に入ってエレベーターに乗り込み、最上階へ向かった。

クロウ：エレベーターがちゃんと稼か働どうしてるのか。電力はどうやって供きよう給きゆうしてるんだ（笑）。

ＧＭ：学園の秘密です。で、やがてキミたちは建物の最上階にある、大きな扉とびらの前へと立った。その扉の上に貼はり付けられたプレートには「理事長室」と書かれている。

ルイン：コホン。では……ルイン・シュレディンガー、フジヤマ・グレイス、入ります。

ＧＭ：そして、扉が開かれた。そこは赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた豪ごう奢しやな部屋で、奧おくには黒こく檀たんで作られた執しつ務む机。その奥で、車椅子に腰掛けた一〇歳ほどの少女が静かに微笑ほほえんでいる。白を基き調ちようとしたドレスに、黒い髪かみ───。

菫：幼よう女じよ！（[image: ←]なぜかすごい笑顔）

クロウ：これが理事長？　ロリババアだ！

ＧＭ：たしかに声も外見も幼おさない少女だね。しかし、その外見に似に合あわぬ大人びた雰ふん囲い気きをまとっており……クロウに向けてこう言った。「ようこそ、大学都市オーカーへ。わたしが理事長の桜葉詩織さくらば・しおりです」

菫：え、日本人……？

ＧＭ：「フジヤマさん、ルインさん。ご苦労様でした」

フジヤマ：ふふふ、当然のことをしたまでデスよ、ミス・プレジデント。

ＧＭ：彼女は微笑みながら、肯こう定ていの意味で軽い会え釈しやくをした。そして菫たちに向きなおる。「ようこそ。突然のことで驚おどろいたことと思いますが、ここはエリンという世界です。あなたたちの認識で言うならば異世界、というものでしょうか」

菫：もう、信じざるを得ません……異世界に来ちゃったと……（笑）。

ＧＭ：「驚くほどのことではありません。地球の様々な伝でん承しようにもそのような話はいろいろとあります。たとえば神かみ隠かくしと呼ばれる現げん象しようも、実は異世界転移の例なのです」

クロウ：ああ、東京タワーに見学しに行ったら……みたいなのもあるな。

ＧＭ：「そうですね。『レイアース』は名作ですね」

菫：知ってるんだっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「ラノベ界でも、異世界トリップの物語が跳ちよう梁りようしているようで」

菫：ラノベの話になった!?（笑）

ＧＭ：「……まあ、それはともかく。この街では、地球より転移してきた方々を保護し、エリンの常じよう識しきや生きる技術、知識を与あたえています。それが、あなたたちの生命を守ります」

フジヤマ：つまりこの世界で生きろ、地球に帰ることは難むずかしい、という話デス。

菫：そうなのっ!?　あの、帰った人もいるんですよね!?

ＧＭ：理事長は、一拍ぱくの間をおいて笑顔で言った。「希望はあります」

菫：ああ～！　これは帰れないやつだ～っ！（笑）

ＧＭ：「希望があるのはウソではありません。ですから、落らく胆たんすることなく、まずはこの世界で生き残ることを考えてお過すごしください。必要な知識は、すべてこちらから提てい供きよういたします───あ、これが教材です」

クロウ：教材？

ＧＭ：表紙には、こう書かれていた。「漫まん画がでわかる初めての異世界」

一同：漫画でっ!?

ＧＭ：作・池上遼一いけがみ・りよういち。

一同：なんでだよっ!?（笑）

菫：ちょっといろいろ愕然としつつ……みーちゃんの話を聞き出したいです。

ＧＭ：「報告は受けています。捜索班が出ていますが、現げん状じようで足取りはつかめていません」

菫：あの子、わたしの一番の友達なんです！

ＧＭ：「……そう。それは心配ですね。それで？」

クロウ：食料や地図、この世界の金を借りたい。

菫：そしてみーちゃんを探しに行きます！

ＧＭ：「だめです」

菫：一秒で却きやつ下かされた───っ！（笑）　どうしてですかっ!?

ＧＭ：キミがその疑ぎ問もんの言葉を投げかけた時だ。「理事長のおっしゃることは当然だ。わきまえたまえ」どこか高飛車な調子の、少年の声がかけられた。

菫：誰っ!?

ＧＭ：振ふり向けば、ドアを開けて入ってきたのは……学園指定の制服を着き込こみ、眼鏡をかけた少年だ。「キミたちはこの世界にきたばかりだ。エリンの常識も、生きる術すべもルールも知らない。今、この街を出れば、たちまち獣のエサさ。いや、エサにならずとも、この世界の常識に沿そって行動したり、この世界の人々と交こう渉しようや会話はできまい？　ひとつのミスが、無知が、キミたちの生命どころか、街全体を危き機きに陥れることだってあるんだ」

クロウ：セリフなげえな。誰だ、お前。

ＧＭ：その質しつ問もんには、理事長が答えた。「紹介します。彼は生徒会長の五行清秋ごぎよう・せいしゆうさんです。それと───」部屋に入ってきたのは、生徒会長と呼ばれた少年だけではなかった。そのうしろから、どこか気品にあふれた紅あか髪がみツインテールの女性と……。

ルイン：おお、ガートルード様！

ＧＭ：さらに年齢は二七～八歳か。ふわふわなブロンドを揺ゆらしながら、白衣を纏った女性が入ってくる。「……遅おそくなりました～、理事長～」

菫：一気に人が増ふえた。

ＧＭ：「お待ちしていました、ガートルードさん、エレイン先生」
















クロウ：先生？

ＧＭ：「ええ、新人にはまず、この世界の最低限の基き礎そを教える担たん当とうが付くのです。まずは半年、エレイン先生から学んでください」

菫：半年っ!?　そんなに待てないっ！

クロウ：この世界の基礎？　そんなものはとっくに習得している。このエリンディル西方について、俺が知らないことはない。

菫：そう！　なんかクロウくんは、この世界のことにくわしいんです！

クロウ：そう、丸二日くれれば、効率のいいレベリングの方法を探す自信もある。

菫：な、なに言ってるかわからないけどくわしいんです！（一同爆笑）

ＧＭ：「二日───た、たしかに意い志しの強さと自信は感じますね……本当にこの世界の基礎を知っているのであれば、許可を出しても……」

一同：お。

ＧＭ：だが理事長の言葉に、生徒会長が口を挟はさんだ。「……僕ぼくは反対です！　規き定てい通り少なくとも半年！　基礎を学んだのちにテストダンジョンにチャレンジし、一定の成せい績せきをあげること。それで初めて外出許きよ可かが出せる───このルールを守ってもらわねば困こまります！」

クロウ：なら、援えん助じよも情報もいらないから出て行く、と言えば？

ＧＭ：「この街の存在と位置を知った以上、それも認みとめられない。この街の存在を、外に広く知られるわけにはいかないのだ。規き則そくで決まっている！」

クロウ：なら、二日で知識を詰つめ込み、そのテストダンジョンとやらをクリアできたら？

ＧＭ：「二日？　二日だと？」生徒会長はびしっと整った美少年なんだが、キミをじろりとにらんで言う。「二日でなにができる。ダンジョンを甘あまくみないことだ！　某ぼう進しん学がつ校こうを優ゆう秀しゆうな成績で卒業し、この大学において圧あつ倒とう的てきな支し持じで生徒会長を二期も務つとめるこの僕でさえ一ヶ月はかかったのだぞ！」

菫：え、なにそのアピール……（笑）。

クロウ：二日で十分だ。俺がこの一〇年でいったい何人の初心者をプロゲーマーに育て上げてきたと思っている。

ＧＭ：「ゲームと一いつ緒しよにしないでもらおう！　僕はこの学園の秩ちつ序じよを守るために言っている！　ルールを遵じゆん守しゆできない人間はこれだから困る！」

クロウ：ゲーマーはルールを遵守するものだ。ただ間ま違ちがったルール、応おう用ようの利かないルールには従したがえない。

ＧＭ：「ほう……」

クロウ：いいか？　───ゲームは、遊びじゃねぇんだよ。

フジヤマ：おお、名めい台詞ぜりふデスよっ!?　メモしておかなくちゃ！（一同爆笑）

ルイン：うむ、すばらしい言葉だ……！　ガートルード様も感かん嘆たんしておられる。

菫：いや、クロウくん……それはちょっとだめな人だよ……（笑）。

ルイン：理事長、生徒会長。言葉だけでは誰もが言えること。冒ぼう険けん者しやとしてやっていけるという証あかしを立てられるのであれば、彼の意見は一理あるかと。

ＧＭ：「たしかにそうですねぇ」のんびりした口調でルインの後あと押おしをしたのは、エレイン先生だ。「……二日で基礎を学び、テストダンジョンをクリアする。考えるのは、それからでも遅くはないものと存ぞんじます」

ルイン：お、先生はこっちの味方か。

ＧＭ：理事長は少し考えてのち、言った。「生徒会長、ガートルードさん。菫さんの、友達を思う心は理解できます。テスト、してみましょう」当然、生徒会長は不満顔だ。「僕は賛成しかねますね、理事長」彼はくいくいっと眼鏡を押し上げながらそう言った（一同爆笑）。

ルイン：私とキャラかぶりをするな───っ!!（一同大爆笑）

菫：眼鏡くんが多い～！（笑）

ＧＭ：「ガートルードさんはどうでしょう～？」先生がガートルードに水を向ける。

ルイン：もちろん、ガートルード様は賛成であろう。先ほどの名言が、彼女の心を打ったはずだ！（[image: ←]肯定させようと必死）

ＧＭ：ガートルードは反応がない。その心はここにあらず、といった感じでこの新人ふたりに視し線せんを向けている。なぜか、その顔を赤らめて。

ルイン：っ!?　名台詞に心を持って行かれすぎです、ガートルード様！（笑）

菫：クロウくんを見ているっ!?　ちょろいですよ、ガートルードさんっ!?

フジヤマ：いきなりなんなのか、この展開っ!?　これが現代地球に横行すると言われるヒロインならぬチョロインというやつデスっ!?（笑）

クロウ：（声をきりっと引き締しめて）ガートルードさんだったな。あんたの意見は？

ＧＭ：その声に、ガートルードも我に返って……顔を赤らめたままぷいっとそっぽを向いて咳せき払ばらいをひとつ。「……あ、あたしも先生の意見に賛成です。ルールは大事ですが友を守れずして、なんのためのルールかと」

クロウ：───いい言葉だな、あんた。決まりだな。

ＧＭ：その場の空気に、生徒会長が眼鏡をくいくいしながら、舌を打つ。「……わかった。ならば、このテストダンジョンで高得点を取れれば一考してやる。取れなければ、僕の指示に従したがってもらおう。それでいいな、そこのゲーマー」

クロウ：ああ、それでいい。

ＧＭ：そのやりとりを見ていた理事長は、「では、決まりですね。テストは、二日後の一八時より開始します。それまでに基本的な知識を身につけるべく実習室に入ってもらいます」

クロウ：……わかった。今さら、学ぶこともないがな。

ＧＭ：話がついたところで、ガートルードがルインに声をかける。「……がんばってね、ルイン君。彼らはやはりこの世界の新人なの。ふたりの未来は、きっとキミにかかってる」

ルイン：おお、ガートルード様がこの私に期待を！　お任まかせあれ！

ＧＭ：「こっちのギルドのことは気にしなくていいから」

ルイン：ちょ……っ（一同爆笑）。

菫：この人、優やさしい刃やいばで刺さしてくる！（笑）

フジヤマ：微び妙みようにハブにしてくるスタイル！（笑）

ＧＭ：では、最後に理事長の言葉だ。「───話は以上です。これにて解かい散さんとしま……」

クロウ：……待て。その前にやることがあるだろう？　まず、正式にギルドを組んでおきたい。取得するギルドサポートによって戦い方も変わってくるからな。

フジヤマ：あ、ほんとにくわしいっスねクロウさん……（笑）。

クロウ：ギルドマスターは結城さんだ。ギルド名はなんにする？

菫：え、あー……。




　幾いくばくか思考を巡めぐらせてのち、菫は自らの名に由来する花と、その色を思い浮かべた。

　そしてここに、ギルド・ヴァイオレットは結成されたのだった。







◆Middle05◆テストダンジョン




　二日が経けい過かした───。

　実習室という名の監かん禁きん部屋に閉じ込められた四人は、そこでエリンでの冒ぼう険けんについて知ち識しきを詰つめ込まれた。それはエレイン先生の地じ獄ごくの講こう習しゆう。世界の基き礎そをたれながすムービー上じよう映えいに学習ドリル、八時間ごとの筆記テスト───。

　当然、外から鍵かぎを掛かけられ、四八時間は私し語ご厳げん禁きんだ。

　なぜかすでに知識を持つはずのルインとフジヤマも部屋に押し込まれたのは、単なるご愛あい嬌きよう───その部屋の扉とびらが再ふたたび開かれた時、四人は干ほし柿がきになっていた。




ＧＭ：……というわけで、新しいシーンに入ろう。約束の四八時間を終え……「───時間だ」という言葉と共にその鉄でできた重い扉が開かれた。

ルイン：囚しゆう人じんになった気分だ！（笑）

フジヤマ：なんか四八時間ほど寝ねてない気がシマス！

クロウ：今ならなんでもできそうな気がする！

菫：うん、勝てそうな気がする！

ＧＭ：扉の前で微笑ほほえむエレイン先生はのんきに言った。「その意気です～」

菫：先生……（笑）。

ＧＭ：「さて、みなさん～。それではこれよりテストダンジョンに入っていただきます。もちろん、１レベル用ダンジョンなので、落ち着いて挑いどめば問題なくクリアできるはず～」

菫：１レベル用？　ダンジョン、いくつもあるんですか？

ＧＭ：レベル帯に応おうじたダンジョンが三つほど、学園の内外に設せつ営えいされているようだ。それぞれが、スイッチで１～５、６～10、11レベル以上って感じで分けられてる。

クロウ：パワーレベリングをするなら、最上級ダンジョンに行きたいが。

菫：それ、死ぬから……（笑）。

ＧＭ：「さてさて、このダンジョンは実じつ際さいの冒険と同じように、報ほう酬しゆうが出ます。学校からの支し援えん金きん、という形ですね。その中から、一〇〇Ｇだけ前まえ渡わたしをしましょう。これで好きな買い物をした上で、迷めい宮きゆうに入っていただきましょう」

フジヤマ：マジですかー！　やったー！

ＧＭ：「もちろん、この一〇〇Ｇでなにを買うか……そこもチェックさせていただきます」

菫：わーい！　じゃあ、ゴブリン倒たおしたお金とあわせて一一〇Ｇだね。

フジヤマ：ミーたち全員がもともと持ってる分を足すと……合計一三五Ｇデス。

ＧＭ：お、けっこう残ってるね。

クロウ：前ぜん衛えいの【物理防ぼう御ぎよ力りよく】を上げるか、消しよう耗もう品ひんを買うべきか。悩なやむね。




　そして四人は相談した結果、頭装そう備びのヘアバンド（ハットの相当品）を買って菫に、残るお金でＭＰポーションとＨＰポーションを一本ずつ購こう入にゆうしたのだった。




ルイン：これで残りは５Ｇかな。

クロウ：今、俺おれたちはどこで買い物したんだろう（笑）。ここ、校こう舎しやの中だよな。

ＧＭ：購こう買ばい部ぶだろう。もしくは生協？（笑）




　　　　＊　＊　＊




　買い物を終えた四人はエレインに先せん導どうされ、教練棟とうの地下に設営されたダンジョンルームへとエレベーターで降おりていく。そのたどり着いた先にあったのは、円形のホールだった。

　無む機き質しつな灰はい色いろの壁かべに埋うめ込まれた、タッチパネル型の巨きよ大だいモニター。さらには、次の扉へと続くドアが備そなえられていた。




ＧＭ：……と、そんな状じよう況きようだな。キミたちがホールに入ると、おもむろに灯あかりが消えて部屋がすっと暗くなる。そして正面の扉の上に設せつ置ちされたスクリーンに文字が浮かび上がった。「初めてのダンジョン！　初めての依い頼らい！　～チュートリアルモード～」

菫：親切～（笑）。

クロウ：な、なんかダンジョンというよりは遊園地のアトラクションのような……（笑）。そうか、実際の冒険で練習すると危険だし、人目につくから……科学の力で敷地内に訓練用のダンジョンを作ったってとこか……（笑）。

ＧＭ：そのとおり。そして流れる女じよ性せいの声のアナウンス。（ナレーション風に、かつさわやかに）「用意はいいですか？　冒ぼう険けん者しやのみなさんにこれより、冒険の流れを学んでいただきます。依頼を受ける時はまず、神しん殿でんに向かいましょう」

クロウ：えーと（笑）。

ＧＭ：クロウがそうつぶやくと。右側のパネルに映えい像ぞうが出る。なにか受付カウンターと神官服に身を包んだ笑顔の女性の姿すがただ。




「冒険者の方々ですね？　依頼を探さがしにきたのですか？　今、用意できる依頼は次のとおりです」その声に合わせ、新しいウィンドウが開き、依頼リストが表ひよう示じされた。




クロウ：俺が思っていたよりチュートリアルだった……（笑）。

ＧＭ：今、選べる依頼はひとつしかないようだ。『「依頼：村の宝たから物ものを取り戻せ」※パネルをタッチしてください』

クロウ：く……（笑）。

菫：ぽちっ。

ＧＭ：〝ちゃらりん！〟　「今回の冒険！」とキャッチコピーが表示され……「大変です、とある小さな村の宝物が、奪うばわれてしまいました！　これを持って逃にげたのは、どうやらゴブリンのようです。ゴブリンを追つい跡せきし、宝物を取り戻してください！　報酬は四〇〇Ｇです」。

菫：けっこうもらえる！

ＧＭ：「ではみなさん、冒険に旅立ってください！」と言うと、前にあるスクリーンの横の扉が開き、「進め」という意味を表わす矢印マークが浮うかぶ。

菫：クロウくん、頼たよりにしてるからね！

クロウ：いやその……ゲーマー的には、このレベルのクエストをクリアするために一ヶ月の勉強が必要だと思われたことに対する怒いかりが……（笑）。

菫：（遮さえぎって）しゅ、出発しまーすっ！（一同爆ばく笑しよう）　先生、行ってきます！

ＧＭ：「行ってらっしゃ～い」

菫：じゃあ、せーのっ！

ＧＭ：では、キミたちが次の部屋へと同時に一歩を踏ふみ出した。すると……背はい後ごの扉が閉しまって、部屋の中央に複ふく数すう方向から光が投とう射しやされ、立体映像が浮かび上がる。それは、小さな子こ供どものゴブリンだ。うれしそうに頭の上に宝箱を掲かかげ、はしゃいでいる。

フジヤマ：うっ、攻撃しづらそうな……。

クロウ：い、いや、ちょっと待て。それ以前になんだこの超ちよう技ぎ術じゆつは……（笑）。

ＧＭ：「うききっ！　ひゃっほーう！　宝物をゲットしたぜぇ、追えるものなら追ってみな───っ！」そう言いながら尻しりをたたく。

フジヤマ：こいつチョーむかつきマスよ!?　殺しまショ!!（一同爆笑）

菫：すごい短気っ!?（笑）

ＧＭ：「それはできません、これはイベントシーンです」

フジヤマ：イベントシーンってなんだ───っ!!　そんな冒険があるかあっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：そして、ゴブリンは財ざい宝ほうを抱かかえてぴょんぴょん跳はねながら、正面のゲートをくぐって逃げていった。「さあ！　冒険の始まりです！　次の部屋に進んでください！」

フジヤマ：今のイベントシーン……スキップボタンなかったのかな……（笑）。

菫：ともかく、次の部屋に行こう！（笑）




　なお、ダンジョン全体図は第一話末尾に掲載されているのでぜひともご参照ください。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：次の部屋に入ると、そこにあるのは巨大なスクリーン。なにか、古い遺い跡せきのような映像と、『エリア１　入口』という文字が表示されている。「ゴブリンはどうやらアジトに逃げ込んだようです。おやおや？　ゴブリンは、ここに入ったようですね」遺跡の映像の入口には、ちょうど次の部屋への扉が重なっている。

菫：よし、入ろう！

フジヤマ：ユーたち、下がっててクダサイ。扉を開ける時にはまず、罠わなを調べるのが定石！

ＧＭ：「ぴんぽーん！　正せい解かいです！　罠の探たん知ちと解かい除じよはとても大事です」（一同爆笑）

クロウ：これ、いらっとするな！（笑）

フジヤマ：音声オフ機き能のうとかないんデスかね!?

ＧＭ：「音声をオフにしますか？　Ｙ／Ｎ」

フジヤマ：いいよ、そのままでっ!!（一同大だい爆ばく笑しよう）

クロウ：よし、ともかくシーフを前に出そう。フジヤマ、頼たのむ。

フジヤマ：ふふふ、ミーがやるデスよ。こう見えてもシーフの端はしくれデスからね！　では、まずは……。

ＧＭ：「トラップ探知をする時には、探したい場所にエンゲージしてください」

フジヤマ：おっと、そうだった。扉にエンゲージしてトラップ探知する！

ＧＭ：入口にエンゲージすると、アナウンスが流れた。「難なん易い度どは10です」

クロウ：あ、教えてくれるのか……（笑）。

フジヤマ：チュートリアルですし。では、トラップ探知！（ダイスを振ふる）達成値は17！

ＧＭ：「〝ぱぱらぱっぱぱー♪〟　罠を発見しました！　扉には鍵がかかっており、鍵を解除すると上から鉄球が落ちる仕組みです」

菫：鉄球っ!?

フジヤマ：それじゃ、罠を解除しマスよー。

ＧＭ：「トラップ解除をしますか？　Ｙ／Ｎ」

フジヤマ：するって言ってるでしょっ!?　チュートリアルはくどくていかんデス！（笑）

ＧＭ：「解除値は11です」

フジヤマ：５以上で成功！（ダイスを振る）７！　13で成功デス！

ＧＭ：すると、〝かちっ〟という音と共に、設置されていた鉄球が天てん井じようのドアの向こうに引ひき込まれていった。「罠が解除されました！　なお、このような時、シーフ以外のメンバーはシーフから最さい低てい限げんの距きよ離りを取り、別エンゲージを構こう築ちくするのが基き本ほんとなります」

クロウ：ＴＩＰＳが！（笑）

ルイン：ともかく、次の部屋に入るぞ！（笑）




　こうして、メンバーは科学の力で構築された遺跡の中へと突とつ入にゆうしたのだった。







◆Middle06◆その距離には意味がある




　次なる部屋は、円形のドーム状じようになっていた。

　その部屋の中央……菫たちから５メートルの位置に仁に王おう立ちしていたのは、なにやら巨大な木の人形……すなわち、木もく製せいのゴーレムだった。




ＧＭ：てなわけで、次の部屋には二体のゴーレムが行く手をふさいでいた。部屋に入ってすぐ右の壁には、「ガーディアンズルーム」と書かれている。

菫：あきらかに敵てきだ～！

フジヤマ：木製ってことはウッドゴーレムデスかね。ゴーレムだから魔ま法ほうに弱い！

[image: ]

クロウ：このゲームだと、ゴーレムは物理攻撃よりも魔法攻撃の方が効こう果かがある。

ＧＭ：なお、二体のゴーレムの間は10メートルの距離があるね。ちなみに姿はこんな感じ。

菫：（ルールブックのイラストを見て）……かわいいっ！

クロウ：しかし10メートルってのがあやしいな。なんか意味がありそうな。

ＧＭ：と、ここで再びアナウンス。「戦せん闘とうでは必ずしも戦う必要がない場合もあります。危き険けんと判はん断だんした場合、逃にげる勇気を持つことも大事です」部屋の奥おくを見れば、次の部屋に続くドアがあるな。

ルイン：ってことは、戦わずにあそこから逃げてもクリアなのだな。

クロウ：でもあの生徒会長が監かん視ししてるんだろう？　戦わずに逃げて減げん点てんされてはかなわん。

菫：うんっ。それに、これに勝てなかったら、みーちゃんを助けるために戦えないと思うの。

クロウ：やだ……ヒロイン力すごい……。

フジヤマ：オーケー！　示しめしてやりマショー、ミーたちの力をっ！

ＧＭ：では、戦闘に入る！　パネルに表示された勝利条じよう件けんは「ウッドゴーレム二体の破は壊かい」だ。「それでは、バトルスタート！　四人の実力ならいけるはず！　さあ、戦ってみよう！」




●第１ラウンド

▼行動値

フジヤマ　　　　　　　　　12

菫　　　　　　　　　　　　８

クロウ　　　　　　　　　　８

ウッドゴーレムＡ、Ｂ　　　７

ルイン　　　　　　　　　　５
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ＧＭ：それでは、セットアッププロセス！　なにかスキルを使う人は宣せん言げんをどうぞ。

クロウ：ルイン、あのエネミーの識しき別べつを頼む！

ルイン：《エンサイクロペディア》！　Ａの方に使う。では、２Ｄ＋７！（ダイスを振ふる）１ゾロ、ファンブル！

菫：ええ～っ!?（笑）

ＧＭ：アナウンス流れた。「これはファンブルという現げん象しようです。振ったダイスの目がすべて１だった場合、その行動は失敗となります」

ルイン：説明せんでいい！（笑）　……仕方がない、フェイトを１点使って判はん定ていのダイスを振り直そう。ふふふ、いいかいキミたち。今のがファンブルという悪い例だよ（一同爆笑）。

菫：身をもって教えてくれたんですね！

ルイン：（ダイスを振る）……今度は５だから、達成値は12！

ＧＭ：お、では、キミは見事に識別に成功した。名前はウッドゴーレム。分類は機械で、レベルは２のエネミーだ。【物理防御力】の方が【魔法防御力】よりも高い。

クロウ：持ってるスキルは？

ＧＭ：まずは《連続攻撃》……一回の攻撃で二発の攻撃を行なう。次に《脚止め》……通つう常じよう、ウッドゴーレムのいるエンゲージから外に出る場合、ムーブアクションとマイナーアクションを消費して離り脱だつできる。しかし、このスキルを持っている敵の場合、エンゲージは［封ふう鎖さ］となって、判定に成功しなければ外に出られない、というものだ。

菫：わ、大変！

ＧＭ：最後は《援えん護ご》……同じエンゲージにいる、自分以外のエネミーの判定に＋１Ｄする、というスキルだ。

クロウ：あ、そういうことか！　つまり、こいつらを一いつ緒しよのエンゲージにして戦っちゃいけないってことだな。

フジヤマ：そうデス！！　合流するとこいつら、命中や回かい避ひを３Ｄで振り始めるのデス！

菫：え、それは強いよ!?

クロウ：なるほど、これはちょっとしたパズルだな。10メートル離はなれてる理由はそれか。

菫：どういうこと？

クロウ：つまりさ、みんなで一いつ斉せいにどっちか一体を殴なぐりに行くと、もう一体が突っ込んできて二体が合流するだろ？　その瞬しゆん間かんに敵が強化されて、こっちの攻撃が当たらなくなったり、敵の攻撃がよけられなくなったりする。つまり、そうさせない戦い方が大事になる。

菫：ふんふん。

クロウ：こっちの前衛は菫とフジヤマのふたりがいる。同じ一体を殴りに行くんじゃなく、それぞれ別のゴーレムとエンゲージすればいい。

フジヤマ：そうデス。これなら、合流をしようとエンゲージから［離脱］するかもしれない。ただし［離脱］した場合は５メートルしか移い動どうできないルールがある。つまり……。

菫：あ！　合流できない！

クロウ：そういうことだ。次のラウンドには合流されるが、その前に片かた方ほうを俺の魔法攻撃と合わせて撃げき破はしちまえばいい。

菫：なるほど───っ！　面おも白しろい！　深いですね！

クロウ：どうだ、生徒会長！　どうせこの戦いもモニターしてんだろ？　つまりこの部屋はただ戦うか逃げるかを見るだけでなく、こういう戦闘ギミックを見み抜ぬけるかを判断するためのもの……ちがうか！

ＧＭ：く……（笑）。

クロウ：よし、戦闘を続けよう。

フジヤマ：まずはミーが左のゴーレムに突とつ貫かんシマス！




　戦闘が再さい開かいされた。

　そして、戦いはクロウの推すい測そくしたとおりの展てん開かいとなった。

　３ラウンド目、クロウの魔法が二体目のゴーレムを撃破したところで戦闘は終しゆう了りようした。

　こうして、四人はドロップ品を回収してのち、次のエリアへと進んだのだった。







◆Middle07◆ナイトメア




　いともあっさりと最初の戦闘を切り抜けた一行。

　四人の間に弛し緩かんしたムードが流れていた。

　しかし、その安あん堵どがかりそめであると知ったのは、そのあとのことだった。




ＧＭ：さて、ゴーレムを倒たおすと、目の前の扉が開き……次のエリアへと入ることができた。そこは、遺跡の中でありながら石いし畳だたみがくずれた、どこか朽くちた雰ふん囲い気きの通路。しかも道の先は二ふた股またに分かれていた。

クロウ：ゴブリンが、どっちの道に逃げたかってことか。

ルイン：こんな時こそ、足あし跡あとを辿たどるのだ。

ＧＭ：正解。ここで判定に成功すればゴブリンの逃げた方向がわかる。難易度は12だ。

菫：じゃあ、やってみます！　【感知】で……えい！（ダイスを振る）やった！　10だから、14で成功です！

ＧＭ：キミは即座に、即そく座ざに左の通路が正しい道であることを見抜いた。

菫：左だよ。こっち！　と進みます。

ＧＭ：ＯＫ。では、キミたちはそのまま左の通路へ向かった。しばらく道なりに進んでいくと……小さな部屋に出たのだが、その先の壁は崩くずれ、道をふさいでいた。

フジヤマ：行き止まりっ!?

クロウ：あれ、ゴブリンは？

ＧＭ：うん、その崩れた壁には隙すき間まがあってね？　そこからゴブリンが尻をつきだし、足をばたつかせている立体映像が……。

菫：あの、かわいいんですけど……（笑）。

ＧＭ：だが、ややあって……すぽん。コミカルな効こう果か音おんと共に、ゴブリンは穴あなの向こうに逃げていった。

一同：逃げたっ!?

ルイン：かわいいとか言ってる場合じゃなかった！

ＧＭ：ではここで、ゴブリンがなにか落としていないか、【感知】判定をしてみよう。全員判定していいよ。二段だん階かいの難易度が設せつ定ていされているので、高い数すう値ちを出した方がいいぞ。

フジヤマ：（ダイスを振る）10！　達成値、16！

ＧＭ：ぶっ!?（笑）

菫：（ダイスを振る）あっ、11出ました！　16です！

クロウ：（ダイスを振る）８だから、達成値は13。

ルイン：（ダイスを振る）う、低いな。出目は５、達成値は８。

ＧＭ：では、ルイン以外は気づく。まず、10で成功した人。ゴブリンが通ったであろう抜け道の近くに小さな鍵を見つける。おそらく、隙間を通り抜けるときに落としたのだろう。

菫：あらら、おっちょこちょい。

ＧＭ：そして、13以上出した場合……三人もいるな（笑）。

ルイン：すごい疎そ外がい感を抱く（一同爆笑）。

ＧＭ：穴の近くに土を掘ほり返した跡があり、ＭＰポーションが二本、大事に埋うめてあるのがわかる。どうも穴につっかえるのでここに埋めていったようだ。

一同：やったあああ───っ!!

菫：すごーいっ！　よかったーっ！（拍はく手しゆ）

ＧＭ：特に罠とかもないから、そのまま回収してＯＫ。

フジヤマ：ルインさんは飲んでもいいと思いマスよ。

ルイン：では、一本いただこう。（ダイスを振る）……７点。《プロテクション》と《ヒール》分、回復した。ありがたい。

ＧＭ：それではここで、小さなマスターシーンを挟はさもう───それは、この建物の一室。キミたちが歓かん喜きしている光景を見ている誰だれかがいた。「……なかなかにやる」そうつぶやいた。

菫：……誰だれ？

ＧＭ：それはわからない。その人物は、おもむろに口もとに意味ありげな笑みを浮かべ、無言のまま、キーボードを叩たたいた。……と、ここで場面は再びキミたちの方へと戻る。ルインがＭＰを回復した直後のことだ。突とつ然ぜん〝ぶうぅ……んっ〟という低い音がうなり───。

菫：え、なに？

ＧＭ：〝ヴィィィィィイイイイ───っ！〟突然の警けい報ほう音おん！　直前まで部屋の映像はアトラクション風味の映像が映うつし出されていたのだが、いきなりそれが黒と赤を基き調ちようとした恐おそろしげな映像に描かき換かわる！

クロウ：……なんか様子が変だ。

ＧＭ：そしてキミたちが辿たどってきた通路の後方で起こる崩ほう落らく音。気がつけば来た道が崩れ落ち、崖がけになっている。

フジヤマ：おかしいデス！　どういうことか!?　来た道を駆かけ出して、そのまま落ちる。

一同：落ちるな───っ！（一同爆笑）

ルイン：ぬう、私の腕に摑つかまれ───っ!?　がしい……っ！（[image: ←]摑んだらしい）

フジヤマ：ファイト───っ!!

ルイン：いっぱ───つ!!

クロウ：なんでそんなＣＭ知ってんだよっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：なお、崖の近くの地面に、さっきまでなかった魔法陣が浮かび上がってい……。

フジヤマ：触さわってみます。

ＧＭ：フジヤマの姿がかき消えた。

一同：なに─────────っ!?

フジヤマ：上半身だけスッと消え、下半身だけ残って大変なことになりました。

ＧＭ：全身消えたよ！（笑）

クロウ：どうやら、俺たちの快かい進しん撃げきを見て、誰かが難易度の変へん更こうをしたみたいだな。

ＧＭ：そう。ふいに、周囲の壁に「Nightmare Mode」という文字が浮かび上がっている。

一同：ナイトメアモードっ!?

ＧＭ：そして流れる女性アナウンス。「（陽気な声で）ダンジョンがナイトメアモードに移い行こうしました♪　これより先、イベントの難易度が〝飛ひ躍やく的に〟上じよう昇しようし、【ＨＰ】が０になったＰＣに対して〝とどめを刺さす〟場合があるので注意してね？」

一同：待て──────っ！（笑）

菫：と、とどめ……？

ＧＭ：ああ、ふつうＰＣは【ＨＰ】が０になると戦闘不能の状態になる。でも、その状態からさらに〝とどめを刺す〟と、ＰＣは完全に死亡します。

菫：大変じゃないですかっ!?

フジヤマ：そ、それで？　ミーはどうなったんです？

ＧＭ：キミはとある場所へとテレポートした。今、キミはある場所で呆ぼう然ぜんと立ち尽くしているのだが……そこはあとで演えん出しゆつしよう。視し点てんはこのまま、残った三人の方で進めるが……キミらの選ぶべき道はふたつ。この魔法陣へ突っ込むか、崖を渡わたるか。

クロウ：よ、よりによってこの状況でシーフが……（笑）。

ＧＭ：なお、ダンジョンのルート構こう成せいが変わったわけではない。基き本ほん的にほぼ一本道ではある。よって、フジヤマはダンジョンのどこかに転てん移いしていると思われ───。

クロウ：今、どういう状態なのか知りたい。

ＧＭ：ではここで、フジヤマの置かれた状況をカットインしよう。フジヤマはある部屋の、開かれた扉の前に立っている。そして、部屋の中をのぞき込んで絶ぜつ望ぼうした表ひよう情じようを見せている。

フジヤマ：オーマイガー。助けてすみぽん───っ!?

菫：すみぽんって呼ぶな───っ!?

ＧＭ：なお、この魔法陣についてだが。描えがかれた複ふく雑ざつな紋もん様ようの解かい析せきに成功すれば、どこに転移したかがわかる。むろん、【知力】で判定だ。難易度は11。全員判定していいよ。

クロウ：よし……っ（と、ダイスを握にぎる）。




　そして、この判定にはクロウとルインのふたりが成功した。

　その結果、わかったことは……先ほど戦闘を行ったウッドゴーレムの部屋の入口に転移される、という事実だった。




菫：あれ、それだけ？

ＧＭ：それだけ。今、フジヤマは、さっき戦ったウッドゴーレムの部屋の前に立っている。

フジヤマ：ミーの眼がん前ぜんには、再び二体のウッドゴーレムが……ひとりでどうしろと……と、呆然としています。

ＧＭ：いや、視し線せんの先にはなにか機械仕じ掛かけの獣けものが一体。キミが部屋に入ってくるのを手ぐすね引いて待っている。

フジヤマ：機械仕掛けの獣……？　まさか、あれってメタルビースト!?　うそ───ぉ!?　それやばいって！　あいつは無理すぎるっ!!（笑）

ＧＭ：正解。ま、フジヤマは知っていたことにしよう（笑）。プレイヤーの知識がないことにしながらゲームはしにくいわ（笑）。




メタルビースト

　獣の形けい状じようを持つゴーレム系けい統とうのエネミーの一種だ。

　エネミーレベルは８。先ほど戦ったウッドゴーレムが２であることを考えれば、１レベルのＰＣが戦ってはいけない敵である。そう、例えばウッドゴーレムの攻こう撃げき力りよくが２Ｄ＋19であったのに対し、メタルビーストが４Ｄ＋36───と言えばその強さがわかりやすいか。しかも、一回のメジャーアクションで二発の攻撃を繰り出すのである。
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フジヤマ：ヘルプミー──────っ！　と、全力で声をあげます。三人がいる部屋まで、そう距離はないはず！　声、届とどきませんかねっ!?

ＧＭ：ＯＫ、届いたことにしよう。最低限の状況は知らせたということで。なお、さっきまでは「チュートリアルダンジョン」と表示されていたが、今は「チュートリアルダンジョンナイトメアモード」という文字に変わっており……。

フジヤマ：チュートリアルでナイトメアとはどういうことなのヨ!?　どんなクソゲーだよこれは……ッ!!（一同爆笑）

ＧＭ：そこで陽気に流れるこんなメッセージ。「キミの実力ならいけるはず！　さあ、戦ってみよう！」

フジヤマ：無理無理無理無理───っ!?（爆笑）

クロウ：（少し考えて）……そうか、なるほど。この魔法陣に乗ればゴーレム部屋の入口に。崖を越こえればゴーレム部屋の出口から続く二股の場所に戻れるってことだ。

ＧＭ：そのとおり。なお、メタルビーストは部屋から出ることはない。

クロウ：なら、崖を越えれば俺たち三人は先に進めるな。

菫：クロウくんっ!?

フジヤマ：ちょっと───っ!?（笑）

ルイン：待てよ。さっきの部屋、戦わずに出口に辿たどりついてもＯＫだったはず。

フジヤマ：なるほど。しかしですね……あいつの速さ（【行動値】）は半はん端ぱなかったはずでして……ミーが部屋に入った瞬間に殴なぐられてダンジョンの赤い染しみになる自信がありマス。

菫：やだあっ!?（笑）

ルイン：我われ々われが出口の側に行って、《プロテクション》しつつ逃げてくるのを助けるか？

フジヤマ：無理───っ！　たしかあいつ、《連続攻撃》持ってる───っ！　連続で殴られると《プロテクション》はどっちかにしかかけられない───っ、赤い染みに───っ！

クロウ：（少し考えて）……だめだ、手て詰づまりだ。少なくとも、ここじゃ状況がわからない。ともかくあの部屋の方に行こう。

菫：じゃあ、魔法陣？

クロウ：いや、全員が部屋の入口に行くと手詰まりの可か能のう性せいがある。危険だが崖越えで行く。




　───その判断は正しいと言えた。

　崖を越えるジャンプの判定（【筋きん力りよく】）はあったものの、最初に【筋力】の高い菫が崖を飛び越え、ロープを渡わたすことで難易度を下げることに成功。

　残るふたりも、かろうじて無む傷きずで崖を渡ることに成功した。

　そして来た道を戻り、メタルビーストが鎮ちん座ざする部屋を挟はさみ、三人はフジヤマと再さい会かいしたのであった。




クロウ：フジヤマ！　走ってこっちに来れるかっ!?

フジヤマ：無理デェ───ス!!　無理いいぃぃ───っ!!（一同大爆笑）　マジ無理ぃ!!　もう、エセ日本語とかしゃべってる余よ裕ゆうもない！（一同爆笑）

菫：みんなでかかれば勝てたりは……。

フジヤマ：あ、こいつは範はん囲い攻撃を繰り出してくるので、みんなまとめて赤い染みです。

菫：ひいぃ～!?　中に入ったら皆みな殺ごろしにされる～！

クロウ：なにか、ここをクリアする手て掛がかりはないか。ナイトメアモードと言いつつ、かなり無理めなエネミーが配置されてるってことは、なにか他に解かい決けつ手しゆ段だんがあったり……。

ＧＭ：（……お）　ではここで全員、【感知】の判定をしてもらおう。

フジヤマ：（ダイスを振る）げっ、目が低い！　９しかないデスよ。もう怖こわすぎてダメデス。

ルイン：（ダイスを振る）う、うーむ。【感知】は得意ではないな。８しかでていない。

菫：（ダイスを振る）あっ、けっこういいよ。13です！

クロウ：よっ！（ダイスを振る）お、11だ！　達成値16！

ルイン：アーシアンは優ゆう秀しゆうだ！

ＧＭ：10を超えた人はわかるね。フジヤマから見てこの部屋の右の壁に……なにかフタのようなものがあることに気づく。そこには、壁の色よりちょっとだけ濃こい文字で……「緊きん急きゆう停止装そう置ち」と書かれているな。

一同：おおっ!?

ルイン：おお、希望が見えた！　フジヤマ、全力で走って停止スイッチを押おすのだ！

フジヤマ：いや、だからあの……これ、入った瞬間に戦闘ラウンドで進行しますよね？　行動値はメタルビーストの方が高いですよね？　入った瞬間、赤い染みになります。

菫：う、ええぇ……!?　じゃあ、【ＨＰ】の多いわたしが行く……？　【ＨＰ】満タンだから、殴られてもたぶん大だい丈じよう夫ぶだと……。

ＧＭ：（超ちよう笑え顔がおで）……ホント？

菫：あうっ!?　わ、わかんない！　一発で死んじゃうかもしれない！　怖こわい！（笑）

クロウ：（しばらく考えて）いや……手段はある。俺たちが出口側に来てよかったな。

一同：おおっ!?




　クロウが提てい案あんした作戦はこうだった。

　まず最初にフジヤマが部屋に突入、戦闘ラウンドを開始する。

　最初の行動はメタルビーストは、部屋に入ったフジヤマのエンゲージに移動するのは確かく定ていだ。移動を確かく認にんしたら、残る三人が部屋に入って、停止装置まで走ってこれを作動させるのである。




フジヤマ：あの、それはつまり……ミーを囮おとりにして、メタルビーストに食われている間に停止装置を作動させるってことでは……。

クロウ：そのとおりではあるが、それしかない。でも、お前が一いち撃げきで倒たおされたら、メタルビーストは俺たちの方に突っ込んでくるんだ。

ルイン：あの、停止装置のフタを開けるのにメジャーアクションはいります？

ＧＭ：フタを開けるのはマイナーアクションでＯＫ。装置を起動するのには必要だ。

クロウ：このフタに鍵がかかっていたら最悪だ。１ラウンド目で三人のうちの誰かが鍵開けに成功しないと……２ラウンド目の頭でビーストがこっちに突っ込んできて範囲攻撃だぞ。その場合は、三人のうちの誰かが停止装置を押す奴やつをかばうしかない。

ルイン：なるほど、それなら確実にスイッチは押せるか。

クロウ：最悪全ぜん滅めつだが、これしかない。やろう！

菫：うん！

フジヤマ：では、部屋に……入るっ！

ＧＭ：では、それをトリガーにメタルビーストは動き始めた！　それでは戦闘を始めよう！




　　　　＊　＊　＊




●第１ラウンド

▼行動値

メタルビースト　　　14

フジヤマ　　　　　　12

菫　　　　　　　　　８

クロウ　　　　　　　８

ルイン　　　　　　　５
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フジヤマ：うおっ、２足りなかった！　しかし、なんら問題ないのデス！　クロウ様の立てた作戦なら絶ぜつ対たいクリアできるはず！　かかってきなさい、ミーは白い錠じよう剤ざいの力がある限かぎり負けないのデェス！




　四人は、一斉に予定どおりの行動を開始した。

　予想通り、ビーストは最初に部屋に入ったフジヤマめがけて突っ込む。そして、その鉄の爪つめをもって一いつ閃せんした。




クロウ：頼む、なんとかよけて少しでも時間を稼かせいでくれ！

フジヤマ：おう！（ダイスを振る）……失敗！（[image: ←]なぜかドヤ顔）

ＧＭ：（ダイスを振る）……ダメージは55点。

フジヤマ：赤い染みになりました。

菫：い、いやああ───っ!?　わ───ぁっ!?（一同大爆笑）

クロウ：問題ない、ここまでは予想どおりだ。では、残りの三人も順番に部屋に入る！




　最初に飛び出したのはクロウだった。

　一気に停止装置の場所まで駆け込み、設置されたフタに手をかける。




クロウ：たのむ、鍵とか罠はやめて……っ！（笑）

ＧＭ：うん、罠もなければ鍵も掛かかってない。フタはあっさり開いた。

クロウ：中身を確認！　スイッチはあるか!?

ＧＭ：スイッチとおぼしきものはある。それは立方体の不思議な箱だった。キミは、その箱を地球において見たことがあった。ルービックキューブだ。

一同：ルービックキューブぅうううううううううっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：もちろん、各面はぐちゃぐちゃに色が混まざってるわけで───。

クロウ：つまりあれか!?　これを解とかないと停止しないのかっ!?

ＧＭ：そうだ。解くためには【知力】と【器用】で判定をしてもらおう。【知力】で判定に成功すれば、【器用】の判定に挑いどむことができる。難易度は両方10だ。

菫：いや、【知力】って……クロウくんしか成功しないんじゃ……（笑）。

赤い染み：成功させて──────っ!?

クロウ：おもしれえ、この俺にゲームやパズルで挑んでくるとはな……っ！　闘とう志しが湧わいてくる……！　まず【知力】判定！（ダイスを振る）……合計で15！　成功！

赤い染み：そんな無む造ぞう作さにっ!?　フェイトを使うか検けん討とうくらいしてもいいかと！（笑）

ＧＭ：クロウはキューブを見た瞬間、六つの色がどう動かすと組み合うのか一いつ瞬しゆんで見抜く。

菫：すごーいっ！

クロウ：よし、次は【器用】！　フェイトを１点使って３Ｄにする。３Ｄ＋３！（ダイスを振る）よし、11だから14で成功！

ＧＭ：迷まよいがねえな！（笑）　クロウはキューブを両手で取って、超ちよう高こう速そくで色を組み替えていく。そしてわずか一〇秒ほどで……六色をそろえることに成功した。




　その瞬間、〝ぶううぅん……〟と唸うなるような音が部屋に響ひびき───。

　メタルビーストは、そのすべての機能を停止した。







◆Middle08◆欲よく望ぼうと安らぎと




　そこは、部屋の半分にしか床ゆかのない、切り立った崖のある部屋だった。

　崖の下には深い闇やみ……落ちれば助からないとわかる。

　なるべく崖に近づかず、部屋の出口に向かうことを決めた時……四人は、人の欲望の深さを思い知ることとなった。




ＧＭ：では、次のエリアに入ろう。キミたちは先ほどの二ふた股またの道を右側に進み……新たなエリアへと入った。入ってわかるが、部屋の右半分は崩れ落ちている。

フジヤマ：また崖が……っ！（笑）

ＧＭ：とはいえ、部屋の入口からまっすぐ進めば出口にはたどり着けそうだ。

クロウ：？　じゃあ、まっすぐ進めばいいな。

フジヤマ：もう危険は懲こりたデスね。

ＧＭ：まあ、最後まで話を聞け。（図ず解かいしながら）この部屋の右側には、わずかに崩ほう落らくせずに残った部分がある。そして、その上にはなんかでっかい宝箱が。

一同：なに──────いっ！（笑）

フジヤマ：つまりジャンプして宝箱を取れと！

クロウ：また【筋力】か！　《アスレチック》を持ったメンバーが偶ぐう然ぜんいなければ、こんな恐ろしいイベントを攻こう略りやくするなんてできなかった！（笑）

ルイン：おまけに、菫さんは罠を外すのに案外向いている！　【器用】が高い！（笑）

菫：よおーしっ！　飛ぶぞ───っ！（一同爆笑）




　四人には、この宝箱を無む視しするという選せん択たく肢しはないらしい。




ＧＭ：え、あー……うん。飛び越えるには難易度10の【筋力】の判定に成功すればいい。

クロウ：よし。とりあえず、宝箱に近い場所までみんなで移動しよう（と、全員のポーンをＭＡＰ上で移動させる）。

ＧＭ：はい。そこで全員、危険感知だ。




　切り立った崖に立った瞬間、地面が大だい爆ばく発はつを起こした。

　しかし、判定に成功した菫、フジヤマ、ルインは地面を踏ふみ込む瞬間に危険を察知し、うしろに飛びのいた……その刹せつ那な。

　クロウが爆炎の中に消えていくのを三人は、見た。




一同：あははははははははははははははははははっ！（大爆笑）

クロウ：こんなとこに地じ雷らいを仕し掛かけるなよっ!?　超ちよう無む警けい戒かいだったよっ!?

菫：（腹はらを抱えて大爆笑しながら）だ、ダサイ……っ!!（笑）

ＧＭ：まあ、「宝箱」と「崖を飛び越えないといけない」という事象に注意を引いて、その心理の裏うら側がわに罠を仕し掛かける。トラップの基本だ。

クロウ：く、この俺としたことが……っ、にーやんに引っかけられた！　くやしい！

ＧＭ：でも安心して。ここから【幸運】で難易度10に成功すればダメージを回避できる。

クロウ：【幸運】か！　でもフェイト使うのやだっ！（笑）

ルイン：大丈夫、私わたしの《プロテクション》を信じなさい！（きっぱり）

クロウ：わかった！（即そく答とう）　よし、じゃあいくぞ……！（ダイスを振る）よっしゃ！　ぴったり10で成功だ！　っしゃあ、オラアっ！　ふう、こんなことだろうと思ったぜ！

菫：じゃあ、あらためて飛び越えよう……！（と、ダイスを握る）

クロウ：待て、崖に近づくな！　《再さい起き動どう装置》っていう罠があるんだよ！　もう一回、同じ罠を設置し直すってやつが！

菫：ええっ!?　そ、そんなのがあるんですか!?

フジヤマ：そう、あれは危険……っ！

ＧＭ：大丈夫、今回はそんなものは仕掛けていない。

菫：じゃあ、とりあえず飛ぶよ！　ロープ抱えていくね。３Ｄで……えい！（ダイスを振る）よしっ……合計で15！　成功！

ＧＭ：おお、あっさり成功だ。キミはぽんと軽く地を蹴けって、崖を飛んだ。その姿はまるで白鳥が翼つばさを広げて空に舞まい上がったかのよう───そしてその目はゆっくりと、スローモーションで着地地点を見み据すえ……（[image: ←]超笑顔）。

菫：待って!!　待って……っ!?　ちょっと待ってぇええええええっ!!（一同大爆笑）




　菫の声は、祈いのりは、神には届とどかなかった。

　着地と同時に、彼女の足あし下もとで〝カチリ〟と音が鳴った。

　宝箱の周囲から、真っ白な霧きりのような催さい眠みんガスが噴ふき出した。

　判定は、ファンブルだった。




　菫は、飛んだ先の床の上で着地と同時に深い眠ねむりについた。

　それはそれは安らかな寝ね顔がおであった。




　それを見たクロウたち三人は、途と方ほうにくれた。







◆Middle09◆それはきっと橋じゃない




　眠りこけた菫を救出すべく、フェイトをつぎ込んでまで崖を飛んだのはフジヤマだった。

　彼女を起こしてのち、開いた宝箱に入っていたのはポーションだった。

　その直後、宝箱のあるエリアが突然、崩落を始めたものの……ふたりは判定に成功してクロウたちの元へと無事に帰き還かんした。

　なんかフェイトを合計で４点使った気もするが、彼らは気にしないことにした。




菫：く、く……く───っ！（笑）　最初にファンブルした時にフェイトをけちらなければ……！（笑）

クロウ：あるある。よくある。

ＧＭ：ともあれ、キミたちは崖エリアを出て、次のエリアに入ったのだが……と？（ちらりと時計を見ながら）うへ、もうこんな時間か（笑）。ちと時間かけすぎたな。時間がやばそうなので、次のエリアは飛ばしてラストエリアにいくか（笑）。

菫：え、飛ばしちゃうんですかっ!?

ＧＭ：いやだって、クライマックス戦闘でかかる時間を考えると終電が……具体的には、キミの終電がやばそう（笑）。

菫：（時計を見て）……だ、大丈夫！　まだ大丈夫なはず！　せっかくのダンジョンなんだから全部やりましょうよっ！　いざとなったら漫まん画が喫きつ茶さに行きます！

クロウ：やる気だっ！　すごいやる気だ！　おっしゃ！（パンパン、と自分の顔を叩いて）気合い入った！　次のイベント、超高速でクリアする！　時間はなんとかしてやるぜ！

菫：はいっ、やりましょう！

ＧＭ：（少し考えて）……よし、いくか。漫画喫茶には泊とまらせない！　絶対に時間内に終わらせる！　万が一の時は、全員で朝まで飲みだ……っ！（笑）

クロウ：おっしゃ！　明日は会社だけどつきあうよっ!?（笑）

ＧＭ：では、新しいエリアの説明をする！　そこは、巨大な部屋だった。その風景をひとことで言うならば……地底湖！　切り立った崖の下に、地底湖が広がっていた！

菫：また崖───っ！（笑）

ＧＭ：なお、向こう岸には、巨大な扉が四枚ついた、神殿のようなものが見える。あれが、クライマックスの戦闘が行われる場所だろう。

一同：うわぁ～……。

菫：見るからに……（笑）。

ルイン：こんどは泳ぎか？

ＧＭ：安心してほしい。キミたちの立つ場所から神殿まで、橋がまっすぐに伸のびている。

一同：安心できないっ!?（笑）

ＧＭ：なお、橋は鉄でできており、その幅はばは二〇センチほどだ。

クロウ：それは橋じゃないだろっ！　鉄てつ骨こつって言うんだよっ!?（一同爆笑）

フジヤマ：で、これを渡るためには……？

ＧＭ：ここは、戦闘ラウンドと同じ進行をする。なに、戦闘と同じようにふつうに移動すればいい。橋の長さは二〇メートル。ただ、移動するたびに【敏びん捷しよう】の判定が必要だ。失敗すれば水に落ちる。

菫：あの、全然ふつうじゃないような……（笑）。

ルイン：くっ、［全力移動］を二回しないと無理だ……！

フジヤマ：二回の【敏捷】判定はちと厳きびしいデスね。難易度は？

ＧＭ：とりあえず８。

一同：とりあえずってなにっ!?

フジヤマ：待ってクダサーイ！　先に行くほど橋が細くなっているとか……そういう典型的なアレでソレな展開じゃないデスよね？




　その問いに、ＧＭは笑顔で応こたえるだけだった。




●第１ラウンド

▼行動値

フジヤマ　　　12

菫　　　　　　８

クロウ　　　　８

ルイン　　　　５




ＧＭ：では、鉄骨渡わたりを始めよう！

菫：あ、やっぱり橋じゃないんですね……（笑）。




　最初に鉄骨の上に乗ったのはフジヤマだった。

　彼女は警けい戒かいしつつ、バランスを取りながら鉄骨をするすると進んでいく。

　そして、確かく信しんした。

　やはり鉄骨は真ん中を過すぎたあたりから、急速にその幅を狭せばめていた。




フジヤマ：やっぱ予想通りじゃねーか───っ!!（笑）
















ＧＭ：うむ。10メートルを越こえたところから、判定の難易度は10に上がる。

クロウ：なるほど、予想通りすぎて驚おどろきが少なかったぜ。

ＧＭ：だがひとつ予想していなかったことがある。

一同：は？

ＧＭ：───ゆらり。フジヤマが移動を終えたところで、眼がん下かの水面に巨大な魚のシルエットが三匹びきほど現あらわれた。見れば、それは超ちよう巨きよ大だいな鉄てつ砲ぽう魚うおだ。

一同：なに──────っ！

フジヤマ：菊きく池ちさん！　このネタ、一〇年以上前のリプレイで使ってませんでしたか！

ＧＭ：でもお前、あん時はプレイヤーじゃなかったじゃん。なお、この魚の名前はアーチャーフィッシュ改。水の弾だん丸がんを放ってくるエネミーだ。この攻撃で１ダメージでも受けた場合、ただちに【敏捷】で難易度10の判定を行うこと。これに失敗するとやはり水に落ちる。

菫：み、水に落ちると……？

ＧＭ：落ちてからのお楽しみだ。

ルイン：く……（笑）。

ＧＭ：うへへ。では、イベントを再開しよう！




　結けつ論ろんから言おう。

　このイベントでは、誰も水の中には落ちなかった。

　判定をフェイトを使って強ごう引いんに成功させ、アーチャーフィッシュ改の攻撃も《プロテクション》ではじく。ダメージを受けた時は、続く判定を全力で成功させていた。

　終電を逃のがすかもしれない……その事実は四人に予想以上の力を与あたえた……そうとしか思えないミラクルが幾いく度どかあった。

　四人は、ひとりも欠けることなく対岸へと渡りきったのだった。




クロウ：……ッシャア！

菫：たどり着いた！　無事に！

ＧＭ：くそー……ひとりも落ちなかったかー。

フジヤマ：ちなみに、落ちていたらどうなったので……？

ＧＭ：一いつ旦たん、このシーンから退たい場じようする予定だった。で、シーンの終わりに、この神殿のある湖こ畔はんに打ち上げられ……【ＨＰ】と【ＭＰ】が１になった状態で発見される。

一同：ひで──────っ！（笑）

ＧＭ：落ちなかったんだし問題はない！　では、ミドルフェイズはこれにて終わりだ！　さあ、神殿の扉を開けてもらおう！　ここからクライマックスフェイズに突入する！

一同：お───っ！







　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆四つの選せん択たく




　それは、四人の運命を分かつ選せん択たく肢しだった。

　四枚の扉とびら、四つの鍵かぎ穴あな、そして菫すみれたちの手には一本の鍵───。

　ここでなにをすべきかは明白だ。

　あとは、なにを選ぶのか……それだけが問題だった。




ＧＭ：ではクライマックスフェイズに入ろう！　鉄てつ骨こつを渡わたり切り、神しん殿でんの前にキミたちはたどり着いた。今、眼がん前ぜんには神殿の入口であろう、四枚の扉がある。扉にはそれぞれ「地」「水」「火」「風」と文字が刻きざまれている。

クロウ：このうちのどれかを開ける……？　鍵は？

ＧＭ：すべてに掛かかっている。特定の鍵がないと開かないタイプだな。

菫：……あ！　そういえば、さっき鍵を手に入れてた！

フジヤマ：おお！　魔ま法ほう陣じんのテレポート騒さわぎですっかり記き憶おくからデリートされてマシタ。

クロウ：どれか一枚の扉を開けられるってことか。単たん純じゆんに考えれば、選んだ属ぞく性せいの敵がいそうだな。（少し考えて）……〈地〉属性の敵なら〈風〉属性の《エアリアルスラッシュ》が通るし、〈風〉属性なら俺の攻撃は通りにくくなるが、エンチャントでみんなの攻撃を〈地〉属性に変へん更こうするのに俺は行動を使う必要がある。それなら、〈地〉でよくないか？

ルイン：ふむ、その考えは妥当だな。

クロウ：深く考えてる時間はない！　リアルに！（笑）

菫：じゃあ、〈地〉属性に行きましょう！

ＧＭ：ＯＫ！　じゃあ、キミたちは「地」の扉に鍵を差し込んだ！　すると、重く軋きしんだ音を立てて……ゆっくりと扉が開き、長い通路が現あらわれた。

菫：行きましょう！

ＧＭ：薄うすい闇やみに満ちた通路を二〇メートルほど進み……やがて、急に視し界かいが開けた。そこは、直径二〇メートルほどの円形の部屋だ。そこには一匹の小さいゴブリンが、キミたちを待まち構かまえている。もちろん、村から盗んだ宝たから物ものも持っているよ。

フジヤマ：あ。そういえば、そういう話デシタ！（一同爆ばく笑しよう）

菫：そうだった～！　目的を見失いかけてた！（笑）

ＧＭ：（笑）。ゴブリンは、キミたちが入ってくるのを見ると、にやりと邪じや悪あくな笑みを浮うかべ……「ぴいーっ！」と指笛を吹ふく。すると……部屋のあちこちからぞろぞろとゴブリンが部屋になだれ込んできて……。

フジヤマ：おお、なかなか芸が細かい立体映えい像ぞうネ！　ＨＡＨＡＨＡ、ちょっと子ゴブリンに触さわってみよう、つんつん。

ＧＭ：がぶり。

フジヤマ：ぽぎゃああ───っ!?　この立体映像、生きてる───っ!!（一同爆笑）　馬ば鹿かな！　質しつ量りようのある残ざん像ぞうだと……っ!?（笑）

ＧＭ：あ、いや。このゴブリンは映像ではなく、機械仕じ掛かけに差し替かわってまして。

フジヤマ：まぎらわしいんじゃボケ───っ!?（笑）

ＧＭ：なお、出てきたゴブリンの数、およそ六〇匹……つまり６グループだ。

クロウ：つまり、《ゴブリン集しゆう団だん》で命中に＋６、ダメージに＋12か……（笑）。

ＧＭ：さらにゴブリンたちの背はい後ご、部屋の奥おくから地じ響ひびきを立てて歩いてきたのは……アースエレメンタルだ！

[image: ]

クロウ：お、選んだ属性の敵だったか。《エアリアルスラッシュ》は通るが、《エンチャントウェポン：地》は死んだな。前ぜん衛えいがきびしいことになりそうだ。それと、［スリップ］に気をつけないとな。移い動どうが止められる。それが致ち命めい的なダメージになったりするんだ。

フジヤマ：く、くわしすぎでしょ、クロウさん……（笑）。

ＧＭ：室内のパネルに、勝利条じよう件けんが表ひよう示じされる。「勝利条件：アースエレメンタルを倒たおすこと」！　呼び出されたゴブリンたちは倒さずともいい。

ルイン：ゴブリンは範はん囲い攻撃で一いつ掃そうしたいな。

ＧＭ：では、戦せん闘とうラウンドに入ろう！




●第１ラウンド

▼行動値ち

フジヤマ　　　　　　　　12

菫　　　　　　　　　　　８

クロウ　　　　　　　　　８

アースエレメンタル　　　７

ゴブリンＡ～Ｆ　　　　　７

ルイン　　　　　　　　　５
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ＧＭ：まずはセットアッププロセス！　宣せん言げんがある人はどうぞ。ちなみにこちらはなし！

ルイン：《エンサイクロペディア》！　ゴブリンは前に調べたものと同じだから、ここはアースエレメンタルを調べる。（ダイスを振ふる）……６、達成値13だ。

ＧＭ：おお、識しき別べつ値は12なので成功した。エネミー名はアースエレメンタル。【物理防ぼう御ぎよ力りよく】のほうが圧あつ倒とう的てきに高い。スキルは……。




《地の体》：受ける予定の物理ダメージをマイナス５する。

《小しよう規き模ぼな隆りゆう起き》：セットアッププロセスで使用、20メートル以内の範囲に、５点の【ＨＰ】ロスを与あたえる。この効こう果かは［スリップ］を受けているキャラクターにのみ有ゆう効こうとなる。

《魔ま術じゆつ攻撃：地》：〈地〉属性の魔法攻撃。

《バッドステータス付ふ与よ：スリップ》：これを使った攻撃で１点でもダメージを与えると［スリップ］させる。




フジヤマ：転ばせて、転んでいる奴にダメージを与える技わざをたたき込んでくるのデスよ。

クロウ：［スリップ］は移動不ふ可かになる、だったな。でも、いきなりエンゲージすれば、無視できる効果とも言える。ムーブアクションで回かい復ふくだし。

フジヤマ：今回のメイン火力はクロウ。物理ダメージはほぼ通らないと思っていいデス！

菫：わたしたちは対ゴブリンでがんばって、ボスはクロウくんに任まかせる！

ＧＭ：戦法は決まったか？　それでは……メインプロセスに入ろう！




　最初に飛び出したのは、フジヤマだった。駆かけだした彼女は、右う翼よくのゴブリンの群むれに突とつ撃げき、《ウェポンクリエイト》で造り出した短たん剣けんで二刀とし、《ワイドアタック》を繰り出す。

　ダイス目はクリティカルだった。

　当然のように、攻撃は３グループすべてに命中し……フジヤマはそのダメージロールにおいてフェイト三点使用───火力を底上げする。

　しかし、七つ振ふったダイスのうち、四つが１！

　それぞれのゴブリンは、【ＨＰ】３で生き残った。




フジヤマ：あ、あと３か───っ！　ダイス目、ダイス目が───っ！

クロウ：（配置を見ながら）……く（笑）。これで、次の行動選択が難むずかしくなった。できれば、結ゆう城きさんには無む傷きずのゴブリンたちを攻撃してほしかったが……仕し留とめ損そこねると、６グループ全員から攻撃を受ける……。

菫：じゃあ、あと３点のゴブリンたちを《ワイドアタック》？

クロウ：それももったいないな……。




　次の一手を決めきれず、逡しゆん巡じゆんする四人。

　幾いくばくかの相談に時を費やしてのち、ルインがひとつの提てい案あんをし……それが採さい用ようされた。




クロウ：よし、やるか！　俺がまず動く！　ムーブアクションでエンゲージを離はなれ、マイナーアクションはなし、メジャーアクションで結城さんに《エンチャントウェポン：地》！




　ここで四人は、ある種の賭かけに出た。

　定石では、【ＨＰ】の減へったエネミーから攻撃し、敵の数を減らしていくべきだ。

　が、できることなら、無傷のゴブリンを菫の一いち撃げきで殲せん滅めつしたい───。

　その結果、《エンチャントウェポン：地》を菫にかけて、少しでもダメージを通りやすくしたのである。しかしこれは、アースエレメンタルへの攻撃を一手遅おくらせた上に、もし、菫がゴブリンを殲滅できない場合にはとんでもないビハインドとなる。




クロウ：たしかゴブリンの【ＨＰ】は28くらい。結城さんの火力だと、期き待たい値ちを考えれば少し足りない。わずか数点だけど、《エンチャント》が効きけば……。

ＧＭ：分の悪い賭けに出たな……（笑）。

クロウ：だが、賭けに勝てば得るものは大きい！　いけ！

菫：全力でいくぞぉ！　ムーブで移動、無傷のゴブリンたちに突撃します！　マイナーはなし、メジャーで《ワイドアタック》！（ダイスを振る）８……！　合計で13です！

ＧＭ：それ、９以上でよけるな。三～四回に一回は回かい避ひする数字だ。

クロウ：振り直す……？

菫：（しばし悩なやんでから、力強く）……振りませんっ!!

ＧＭ：では、こちらは９以上で回避となる。いいね？

菫：……っ！（こくり、とうなずく）

ＧＭ：では２Ｄで９、10、11、12で回避成功、と。では……（と、ダイスを握にぎる）。

菫：やっぱり振り直すっ!!（一同大だい爆ばく笑しよう）

クロウ：お前弱いなっ!?（爆笑）




　だが、この選択は正しかった。フェイトを使って振り直した結果、その達成値は17に跳はね上がり……すべてのゴブリンは回避に失敗した。




ＧＭ：では、ダメージロールどうぞ！

菫：では、いきま……。

クロウ：……あ！　結城さん、《ストレンジャー：召しよう喚かん》を使おう！

菫：はい！　《ストレンジャー：召喚》を使って＋２Ｄ、それから《ピアシングストライク》も使いますっ。フェイトも２点、使えるだけ使って……７Ｄにします。い、いけるかな。

クロウ：大だい丈じよう夫ぶ、いける。

菫：うわ、すっごいどきどきする～！　でも……えーいっ!!（ダイスを振る）あっ、ちょっと低いかも……！　22だから、31点の魔法ダメージですっ!!

ＧＭ：お？　それは死なないかも……って、あぁっ!?　しまった、《エンチャント：地》で【魔法防御力】になってるんだった!!　ちょっきり０になってゴブリンは吹っ飛んだ!!

一同：うおおおおおお───っ!!（拍はく手しゆ）

ＧＭ：すげぇ、《エンチャントウェポン》が生きた！

クロウ：よっしゃああ───っ!!（ハイタッチ）

菫：気持ちいい！　すっごく気持ちいいーっ！　「浅いかっ！」と思ったら、剣けんを包んでた光が強くなって、ずばばばっとゴブリンを斬きった感じっ！　ＴＲＰＧ楽しいっ！（笑）
















　次の行動は、【ＨＰ】が３になったゴブリンたちだった。

　そのすべてがフジヤマに向けて攻撃を繰り出すものの、命中はひとつのみ。

　ルインの《プロテクション》をあわせ、ダメージは５点に抑おさえ込まれた。




ＧＭ：くそ！　ではアースエレメンタルが動くぞ！　ムーブはなし。マイナーで《バッドステータス付与：スリップ》、メジャーアクションで《魔術攻撃：地》！　対象はＰＣ番号順でランダムに決定するぞ。（ダイスを振る）４でルイン！　まずはアコライトをつぶーす！




　放たれる必殺の攻撃───ルインは思考の末に、フェイトを二点つぎ込んで判はん定てい、回避することに成功！　放たれた光はルインの頰ほおをかすめて後方の壁かべに直ちよく撃げき、大爆発を巻まき起こす。




菫：ひ───っ、強そうっ!?

ルイン：では、私の番だ！　さっきのイベントでダメージを受けていた結城くんに《ヒール》！（ダイスを振る）発動は成功。いい目が出て15点、20点回復してくれ。

菫：ありがとうございます！

ＧＭ：では、クリンナッププロセスを経へて、第２ラウンドへと移うつろう……！




●第２ラウンド

▼行動値

フジヤマ　　　　　　　　12

菫　　　　　　　　　　　８

クロウ　　　　　　　　　８

アースエレメンタル　　　７

ゴブリンＤ～Ｆ　　　　　７

ルイン　　　　　　　　　５

[image: ]




ＧＭ：では、まずはセットアッププロセス……。

一同：《限界突破》……!!

ＧＭ：だよな。キミたちのオーラがふくれあがり、神の力が宿る。というわけで、このラウンド中、判定が＋１Ｄ、ダメージが＋２Ｄとなる。

フジヤマ：ひゃっは───っ！　無む敵てきデェエエエエエス！




　フジヤマは、そんな雄お叫たけびをあげながらゴブリンたちに短剣を繰り出すも……一グループがクリティカルで回避。残りは見事打ち倒たおしたが……戦場にはゴブリンが一グループ残った。




フジヤマ：見たか、これがミーの限界突破！　突破してね───っ！（笑）

クロウ：もうゴブリンは脅きよう威いではないからいい！　俺の行動は……ムーブ、マイナーはなにもなし、メジャーアクションで《エアリアルスラッシュ》！　対象はアースエレメンタル！

ＧＭ：クロウが不ふ敵てきな笑みと共に渾こん身しんの風を解とき放ち……（ダイスを振る）く！　見事にアースエレメンタルを捉えた！

クロウ：当たればこっちのものだ！　ダメージはもともと４Ｄ＋９、さらに２Ｄを足して、フェイトも最後の１点を使う！　出し惜おしみはなしだ！（ダイスを振る）　うおあっ!?

一同：でかいっ!?

クロウ：７Ｄで28も出た！　合計、37点の〈風〉属性ダメージ！

ＧＭ：さ、37点!?　【魔法防御力】は０だから……【ＨＰ】を半分以上持っていかれたっ!?




　続く菫の行動───彼女は当然、アースエレメンタルにエンゲージ、渾身の一撃を放つ。

　しかし、前のラウンドで《エンチャントウェポン：地》をかけていたため、エレメンタルの【魔法防御力】は二倍に換かん算さんされ───与あたえたダメージは12点！

　アースエレメンタルの累るい計けいダメージは49点……そう、まだ生きている。

　ここでゴブリンＢの行動が回ってくるが、もはや、仲間を減らしてしまった彼らは、菫たちの脅きよう威いではなかった。《限界突破》中のＰＣたちに攻撃をあてることはかなわない。

　続くアースエレメンタルは、自らにとってもっとも危き険けんな魔術士……すなわちクロウに向かって攻撃を解き放った。

　───直撃。

　そのダメージは大きく、ルインが《プロテクション》を張はってなお……。




クロウ：……残る【ＨＰ】は12だ。大丈夫、まだ立っている。

ルイン：うむ、それではクロウに《ヒール》を……。

クロウ：いや、その必要はない。この戦い、俺たちの勝ちだ。どうせなら、パーフェクト勝利をめざそうぜ。そのゴブリンを倒たおしてくれ。

ルイン：なんと！（笑）　ふふふ、よかろう。それでは……うおお───っ!!　これが！　私の知力が生み出した渾身の一撃だ───っ!!　と、棍こん棒ぼうで攻撃。スキルなし（一同爆笑）。

ＧＭ：（爆笑しながら）知力を総そう動どう員いんして繰り出した棍棒の一撃（なんだそれは）は、見事にゴブリンを直撃した。さあ、ダメージロールこい！

ルイン：どおりゃあっ！（ダイスを振る）……12点の物理ダメージだっ！（一同超ちよう爆ばく笑しよう）

フジヤマ：これが限界を超こえた知力だというのか───っ!!（大爆笑）

ＧＭ：ぶほっ！　ゴブリン死んだわっ！（笑）




　そして戦いは、最後の第三ラウンドへ突とつ入にゆうした。

　すでに《限界突破》の効果は切れてはいたものの……




クロウ：……アースエレメンタル。期待値的に、お前はもう、俺の《エアリアルスラッシュ》に───耐たえられない。




　……そう。戦いは、クロウの宣言した通りの結果となった。







　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆戦い終わって夜は明けて───




　アースエレメンタルとの戦いを終え、その先の部屋で四人を待っていたのは「ＧＯＡＬ」という四文字だった。

　はたして、そこで待っていたのは───。




ＧＭ：では、ここからエンディングに入ろう！　さて、キミたちがエレメンタルを倒たおすと、部屋の最さい奥おうにあった扉とびらがゆっくりと開き、光が差してくる。

菫すみれ：よかったぁ～、うれしい！（笑）

フジヤマ：ああっ、光だわ～あ！　〝じゅわぁ……〟　灰はいになりました。

ＧＭ：なんでだよ！（笑）　ともあれ、キミたちは光の中に飛び込んでいき……その、最後の部屋へと立った。───「ＧＯＡＬ」　部屋を飾かざるアーチには、そう書かれている。

クロウ：なんだこの演えん出しゆつ（笑）。

ＧＭ：（笑）。そして、おもむろに響ひびく拍はく手しゆの音。部屋で四人を待っていたのは、理事長、エレイン先生、ガートルード、そして不ふ機き嫌げんな顔の生徒会長だった（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：「おめでとうございます、みなさん。……それにしても、ずいぶんとボロボロになったものですねえ？」　きょとんとした表ひよう情じようで、理事長が言った。

菫：苦労したかいがあった!!

フジヤマ：なに言ってるんデスかっ!?　途と中ちゆうでナイトメアモードにしたせいデスよっ！（笑）

菫：そうだ───っ！（笑）

クロウ：メタルビーストのあたりから、俺おれたちの運命がだいぶ変わったぜ!?

ＧＭ：「……あら？　なんのことでしょう？」　彼女は微笑ほほえんだまま、疑ぎ問もんを口にした。

クロウ：こ、こいつ……（笑）。

ＧＭ：「おかしいですねえ。なんでそんなもののスイッチが入ってしまったのでしょう？」

クロウ：つまり、理事長が意図したことではなかった、ということだな？

ＧＭ：「もちろんですとも！」　笑顔で断だん言げんした。

フジヤマ：なんでそんなにうさんくさい笑顔なんだっ！（笑）

ＧＭ：「フン、僕ぼくも知らんな。ナイトメアモード？　いったい誰がそんなスイッチを入れるっていうのだ？」

菫：ううー……っ。

クロウ：で、生徒会長さんよ。どうだった？　俺たちは満点だろう？

ＧＭ：「……フン、残念だが満点はやれないな」

クロウ：負け惜おしみか？

ＧＭ：「欲よく望ぼうに目がくらんで地じ雷らいを踏ふんだのは誰だ」

クロウ：く……っ！（笑）　耐たえがたい欲望を乗り越こえ、克こく服ふくしたんだっ！（笑）

菫：で、採さい点てんすると何点なんですか？

ＧＭ：「まあ、78点───といったところか」

菫：合ごう格かく点てんは？

ＧＭ：「………………70点」　生徒会長が悔くやしげにつぶやいた（一同爆笑）。

菫：ではこれで。外出許きよ可かの件けん……！

ＧＭ：「ええ、考えておきましょう」　理事長がうなずきながら笑顔で言った。

クロウ：……。

ＧＭ：エレイン先生も拍手しながら褒ほめてくれるな。「みなさん、よくがんばりました～。先生、担たん当とうした生徒がちゃんとビギナーモードを突とつ破ぱしてくれて、とてもうれしいです～」

菫：ナイトメアモードだったも───んっ!!（一同爆笑）

ルイン：メタルビーストのどのあたりがビギナーなのでしょうかね……（笑）。

クロウ：やれやれ、攻こう略りやくしがいのあるゲームに出会っちまったもんだぜ。

ＧＭ：続いて、ガートルードが言葉を加えた。「……？　なにか行きちがいがあったみたいね。でも、今は最初の試験をクリアした。それでいいじゃない。報ほう酬しゆうも出るし」

菫：そっか！　それと拾ったものを売れば、だいぶお金持ちだよっ。

ＧＭ：「では、今日はこれで解かい散さんとします。なお、みなさんには学がく生せい寮りように部屋をご用意しました。まずは鋭えい気きを養い、さらなる修しゆう練れんに挑いどんでください───ね？」




　こうして、四人の最初の冒ぼう険けんはここに終わりを迎むかえた。

　その日、四人は泥どろのように眠ねむり……翌よく日じつの朝まで目を覚ますことがなかったという。

　しかし、ただひとり……菫だけは、夢ゆめを見た。




　それは、親友のみさとが深い闇やみの中にどこまでも落ちていく夢。

　絶たえず鈴すずの音が鳴り響ひびき、菫の心を不安に染そめる。

　はたして、それが意味するものは───。





『アリアンロッド ２Ｅ・リプレイ・ストレンジャーズ～異世界で冒険者になろう～』




第一話「冒ぼう険けん者しやになるための一〇の知ち識しき」




─ＦＩＮ─



























　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆ちょっとしたトラブルがあったが気にしない




　第一話の収しゆう録ろくから、しばしの時が流れた。そして訪おとずれた第二話セッション予定日の朝……プレイヤーのひとりから連れん絡らくがあった。浅見正義あさみ・せいぎだった。

「に、にーやん……今日はセッション、何時くらいまでかかる……？」

　死にそうな声だった。

「どうした？　体調不良か？」

「明け方からトイレの王子様になってる……参加はするがその前に病院に行きたい」

「わかった。経けい過かは報ほう告こくしてくれい」

　三時間後、病院の浅見正義から電話があった。

「結果が出たよ、にーやんっ！」

「来られそうか？」

「ノロだった」

「ははは、絶ぜつ対たいに来るな」




　　　　＊　＊　＊




　あれからまた幾いくばくかの時が流れた……というか流れまくったその日。

　会議室に、五人の参加者が一堂に会していた。

　なぜか浅見正義は、満面の笑えみであった。




浅見：復ふつ活かつしましたっ！　セッション延期、すんませんしたっ！　

きくたけ：さすがにノロウィルスは伝でん染せんが怖いからなー。治ってよかった。

庄しよう子じ：復活おめでとうございます！（笑）

きくたけ：よしっ、快かい気き祝いわいに生なま牡蠣がきでも食べに行くかっ！

浅見：勘かん弁べんしてくれよっ!?　こないだ何人かで生牡蠣を食って、くらったの俺おれだけだぞっ!?

きくたけ：……いやいや？　リプレイ冒ぼう頭とうのツカミになりそうなネタを提てい供きようしてくれて……なおかつ、ご飯の前にはちゃんと手を洗おうっていう啓けい示じ！　ありがとうっ、神様っ！

浅見：ありがとうっ！　馬ば鹿かっ！

ＧＭ：オチがついたところで第二話の収録を始めよう！　まず、今回予告を読み上げます！




●今回予告　

　焦しよう燥そう感がつのる中、しかし許きよ可かは下りない。

　頑がん固こ眼め鏡がね（生徒会長、五行清秋ごぎよう・せいしゆう）曰いわく「……正せい規きの段だん取どりを踏ふんでいない者に外出許きよ可かは出せない。なおかつ生徒会は近く行われる武ぶ闘とう大会で手て一いつ杯ぱい、菫すみれたちにかまうヒマもない」

　なんとしても口説き落とさねばならない……そのはずだった。

　そう、それを見てしまうまでは───。




『アリアンロッド ２Ｅ・リプレイ・ストレンジャーズ～異世界で冒険者になろう～』

　第二話「願いを叶かなえるたったひとつの方法」




　冒ぼう険けんの舞ぶ台たいが、キミを待つ！




庄子：あれっ!?　前回、テストダンジョンをクリアしましたよねっ!?

浅見：した！　しかも謎なぞのチュートリアル・ナイトメアモードをなっ！

ＧＭ：それについては……前回、理事長室における会話をよく思い出してほしい。

浅見：よくは覚えていないが……たしかに外出許可の確かく約やくはもらってないような……（笑）。

庄子：そういえば、五行さんはなんで現げん代だいへ帰ろうとしないんでしょうね？

ＧＭ：実は、表向きは地球へ帰き還かんする方法は確かく立りつされていない。

庄子：ほんとに帰る技術ないんだ───っ!?（笑）　わたしとみーちゃんの夢ゆめは！

ＧＭ：それは、本編にて！　さて、それではハンドアウトの読み上げと配はい付ふにいこう。今回は、現代地球人組とエリン組のふたつに分けてみた。えー……。




●菫とクロウ（現代地球人組）用ハンドアウト

コネクション：生徒会長　関係：障しよう害がい

　キミたちと同時期に現代地球からエリンに来たはずの菫の親友、みさと。

　一いつ刻こくも早く学園を出て、未いまだ行方の分からぬ彼女を探すために動きたい───のだが。

　今、キミたちの眼がん前ぜんで、鬼き畜ちくな眼鏡がほくそ笑んでいた。

　この眼鏡をどう攻こう略りやくするか、それが問題だった。




ＧＭ：なお、みさとというＮＰＣ名は、味み里さとさんから「どんどん使ってください！」と正式に許可が下りました。実は変えるかどうか迷まよってた（笑）。

庄子：いえ、親友の名前はやっぱりみさとがいいなって思ってました！

浅見：この上なくイメージしやすいから、ロールプレイが楽でいい（笑）。




●フジヤマとルイン（エリン人組）用ハンドアウト

コネクション：ガートルード　関係：ライバル

　生徒会主しゆ催さいの武闘大会が刻こく一いつ刻こくと迫せまっていた。

　そんなおり、ブラックロータスのギルドマスター・ガートルードより呼び出しがあった。

　武闘大会参加のメンバーに選ばれたのだと、ルインは確かく信しんした。

　だが、なぜか呼び出しにはフジヤマも同どう伴はんするよう連れん絡らくがあったことだけが謎なぞだった。




浅見：なんでふたり揃そろって呼び出されたんだろう？

ルイン：私が、ガートルード様からなにかお褒ほめの言葉をもらえるのかもしれない。

ＧＭ：今回は、あらかじめレベルアップ作業と買い物（『アイテムガイド』の使用は可とした）がされている（はずな）ので、さっそく成長報ほう告こくといこう！　まずは菫から！




▼結ゆう城き菫（２レベル）の場合

庄子（以下、菫）：菫です！　いろいろ悩なやんだ結果、《ボルテクスアタック》と《スマッシュ》を新しん規き取得し、《ピアシングストライク》を１レベル上昇させました！

ＧＭ：スキルをどう取るか、すごい悩なやんでたよね。

菫：はい。でも、敵てきが単体でも複ふく数すうでも対たい応おうできるようにした方がいいってアドバイスを受けたので、今回は敵単体に対するダメージを上げましたっ！

ＧＭ：《スマッシュ》入れたか。戦せん闘とうで使う【ＭＰ】の量が増えて苦しくなりそうだ（笑）。

菫：《スマッシュ》を活かすために、それと前ぜん衛えいは筋きん力りよくが資し本ほんってこともあって、一いつ般ぱんスキルは《トレーニング：筋力》を取得しました。せっかくの主人公ヒロインがムキムキなイメージに……。このままだと、クロウくんを片かた手てで抱かかえ上げられるようになっちゃうかも！

浅見：きゃ───っ、恥はずかしいっ！

ＧＭ：え、なにその最高の笑え顔がお……。

菫：それからレザーアーマー、ガントレット、ブロードソードを購入しました。以上です！




▼クロウ（本名：舩本羽黒ふなもと・はぐろ）（２レベル）の場合

浅見（以下、クロウ）：えー、スキルは火力を上げるために、《リゼントメント》を取った。

ＧＭ：シナリオ中一回、大ダメージを出せるようにした、と。

クロウ：うん。それから、複数に対して攻撃できるようにした方がいいと思って、《マジックブラスト》も取得。これで、同時に二体まで攻撃することができる。

Ｏはた：《エンチャントウェポン：地》も、ふたりを対象にかけられるようになったと！

クロウ：さらに、《マジシャンズマイト》を１レベル上昇させた。そして、一いつ般ぱんスキルは《トレーニング：敏びん捷しよう》を取った。【知力】を伸のばすよりは、いろんな局面に対たい応おうしやすいだろうと思って。最近出目が振ふるわないから、固こ定てい値ちを上げておこうと思ってさ。

丹たん藤どう：そう、固定値は裏うら切ぎらない！（笑）

ＧＭ：アイテムはけっきょくなにを買ったの？

クロウ：ＭＰポーションを二本買った。以上かな。

ＧＭ：ＯＫ。では、次はフジヤマ！




▼フジヤマ・グレイス（２レベル）の場合

Ｏはた（以下、フジヤマ）：スキルは、《バタフライダンス》を取得して、回かい避ひを上げた。これを取得しないと、赤い染しみのフジヤマ……略りやくして赤フジとなって消えそうなので。

菫：赤い染みはすごく面おも白しろかった！（笑）

フジヤマ：く……！（笑）　他には、《エリクサー》《シンセサイゼーション》を取得しマシタ。

ＧＭ：お？　ずいぶんとポーション系けいに特化させたな？

フジヤマ：イエース。《シンセサイゼーション》を使うと、期き待たい値ちですみぽんの１メインプロセス分の【ＭＰ】を回かい復ふくさせることができるのデス。

クロウ：我われ々われには《祝福》がないから、【ＭＰ】を大おお幅はばに回かい復ふくできるのはありがたい。

フジヤマ：ええ。すみぽんの【ＭＰ】消費が増えたゆえ、そっちをサポートしようかなと。なお、装そう備びはポーション類を補ほ充じゆうして終わりデス！




▼ルイン・シュレディンガー（２レベル）の場合

丹藤（以下、ルイン）：ルインだ。スキルは、《プロテクション》が３レベル、《エフィシエント》が２レベルに上じよう昇しよう。そして、《ヘイスト》を新規取得したぞ。

フジヤマ：《ヘイスト》があれば、ミーよりもクロウさんが先に動き、支し援えん（《エンチャントウェポン：地》など）を受けたあとに行動できる……かもしれないデス！

ルイン：そして、一般スキルは《モンスターロア》を取ったので、モンスターの知ち識しきがさらに深まり、エネミー識しき別べつの腕うでが上がったぞ！

ＧＭ：（笑）。装備の変更は？

ルイン：サークレットがほしくて、一度はシートに記入までしたけれど結局あきらめた！

フジヤマ：贅ぜい沢たくさせられるようなお金は、我がギルドにはありマセン！（ぷんすか）




●ギルドサポートの決定

ＧＭ：では、ギルドについて。ギルドレベルは上がらないので、ギルドサポートの新規取得はなし。持っていくギルドサポートの確かく認にんだけだね。

ルイン：《蘇そ生せい》と《限げん界かい突とつ破ぱ》だな。

フジヤマ：我々に《祝福》など必要ないっ！（笑）

ＧＭ：代わりに《祝福》相当の赤いフジヤマがいるんだよな。ではメインプレイに入ろう！

























　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆攻略目標は眼鏡




　友を探して救うこと───それを成すために、クリアすべきハードルがあった。

　結城菫の眼がん前ぜんで眼鏡をくいくい動かす生徒会長、五行清秋ごぎよう・せいしゆう。

　まずはこいつをなんとかしなければ……四人は、確信するのであった。




ＧＭ：オープニングフェイズの１シーン目……まずは現代地球人組のシーンとなる。舞ぶ台たいは理事長室。今、部屋の中には、キミたちの他にサクラバ理事長、エレイン先生、ガートルード、そして……眼鏡の生徒会長、五行清秋ごぎよう・せいしゆうがいた。

クロウ：ああ、外出許可の交こう渉しように来たんだな。

ＧＭ：そのとおり。そんなふたりに、生徒会長は眼鏡を指先で押し上げつつ、きっぱりと言い切る。「ダメだダメだダメだ!!　キミらに外出許可は出せない！」

菫：いきなりそこからっ!?

クロウ：待てよ生徒会長。俺おれらちゃんと試験をクリアしただろ！　約束を守れ！

ＧＭ：「低レベル冒ぼう険けん者しや用のダンジョンを突とつ破ぱできた程度で、いい気になるんじゃない」

クロウ：後出しー、後出しー（笑）。

ＧＭ：「そもそも、この街に来たら、大学から許可を受けるまで外出できないという基き本ほんルールがある！　他の者たちのためにも、特例は認みとめられない」

クロウ：しかし、この件けんには女じよ性せいひとりの生命が懸かっている。俺らもそう簡かん単たんに「はい、そうですか」と引き下がれない。

ＧＭ：食い下がるクロウに、生徒会長は冷たい目を向ける。「たしかに、その女性は心配だ。だが、キミたちが捜索に出たところで、二重遭そう難なんになるのがオチだ。つまり……さらなる大事を招まねくだけ。それは認みとめられない」

クロウ：俺たち以外の第三者を捜そう索さくに向かわせてるんだよな？

ＧＭ：「依然、捜索中だ。しかし、現状で手掛かりはない」

菫：二重遭難……別にわたしたちのことなんて、捜してくれなくていい（きっぱり）。

ＧＭ：「そういうわけにはいかない。この世界と我われ々われとの間でも、さまざまな協定や取り決めというものがある」

菫：ここはアーシアンの街なんでしょう!?　あなたは誰の味方なの!?

ＧＭ：「この世界におけるすべてのアーシアンの味方だ。それを守るための生徒会であり、僕にはその義ぎ務むがある！　それは、キミたちのような新人たちにも適てき用ようされるのだ」

菫：じゃあ、前回のテストはなんだったの！

ＧＭ：「クリアはしたが、かろうじて……という感じだったではないか」

菫：ク、クロウくんがちょっとボロボロになっただけだよ。

ＧＭ：「そうは見えなかったぞ。ずいぶん苦労していただろう」

クロウ：（真剣な表情で）クロウが苦労した（一同爆笑）。

ＧＭ：生徒会長は一瞬、ぶっと噴き出しそうになってぐっと堪こらえた。

菫：でも、苦労したのはナイトメアモードのせいで……。

ＧＭ：「それに以前も話したはずだ。ナイトメアモードは、熟練者のために用意されたもので、勝手に起動したりはしない。そもそもあれの起動には、僕ぼくの権けん限げんが必要なのだ」

フジヤマ：ユーが犯はん人にんか──────っ!!（一同爆笑）




　なお、エレイン先生は、菫たちに大いに同どう情じよう的だった。

「あの、認めてあげてもいいのでは～？　私利私欲ではなく、友人のためですし～」

　そう口を挟はさむが、生徒会長は動じない。

「先生は口出しをしないでいただこう！」

　会長の断だん固こたる言葉に、エレインは同意を求めるべくガートルードに視線を転じる。

「え、あ。エ、エレイン先生の言うことには一理あると……その……思います」

　ちらり、彼女はクロウたちを一いち瞥べつしながら、そう告げた。




クロウ：お？　やっぱりこれはあれか!?　俺に気があるパターンと考えてよろしいか！

ルイン：ガートルード様が我々の味方なのはいいが、その態度はよろしくない！（笑）

ＧＭ：（笑）。とにかく生徒会長だけが首を縦たてに振らない。「ガートルードさん、お言葉ですがこの世界の常じよう識しきを知らない現代地球人など、このエリンにとっては異い物ぶつ……病原体みたいなものです。これを野に解とき放つわけにはいきません。……そう！　生徒の管理は、品行方正にして清せい廉れん潔けつ白ぱく、誰だれからも尊そん敬けいされ、生徒会長を二期務つとめるこの僕に権けん限げんがある！」

菫：また謎のアピールがっ!?

クロウ：反対しているのは生徒会長だけか。やっぱり、この眼鏡を攻略しないとダメだ。

ＧＭ：生徒会長はクロウを一瞥しつつ、困った表情でガートルードに訴えかける。「ガートルードさんは、なぜ彼らに甘あまいのですか？　聡そう明めいなあなたらしくもない」

ルイン：（いきなりガートルードになって）「いえ、甘くはありません。ただ、前回ちゃんと約束したのですから……」

ＧＭ：「僕は〝一考する〟と言っただけで〝外出許可を出す〟とは明言していません」

一同：ひで───っ！（笑）

クロウ：（少し考えて）……なんか生徒会長、ガートルードだけには口調が柔やわらかいな。

ＧＭ：いぶかしげなクロウの視線に、生徒会長は取り繕つくろうような表情をしてのちに宣言する。「おほん！　外へ行きたいのであれば、僕を納なつ得とくさせられるだけの材料を持ってきていただこう！　でなければ外出は認められない！　話は以上！　下がりたまえ」




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：こうして、生徒会長の一方的な宣言で話し合いは終わり、四人は部屋を追い出された。

菫：……外出許可に関しては、さっきの話のとおり五行さんが決定権を持つんですよね？　エレイン先生の口添えも効果がないみたいですけど……。

ＧＭ：うむ。この件に関しては生徒会長が最終的な責任者だ。たとえ理事長でも、生徒会長の同意なしに外出許可を出すのは難しい。

クロウ：でも、納得させられる材料ってなんだ。なにを持って行っても否定されて終わるような気しかしない。

ＧＭ：その言葉に、エレイン先生がほがらかに黒い笑みを浮かべた。

一同：ほがらかに黒いっ!?

ＧＭ：「生徒会長はキレ者だけど、頭が固いですねえ～。でも、納得させられるものを持って行くのは、難しくはないかと～」

クロウ：と言うと？

ＧＭ：「品行方正な彼にも、弱みのひとつやふたつがあると思いませんか？」

一同：先生──────っ！（笑）

フジヤマ：つまり弱みを握にぎ……いやいや、会長が心よく首を縦に振ってくれそうななにかがあり、それを手に入れればイイと……っ！（笑）

ＧＭ：「ただ、彼の個人情報は、秘ひ密みつのベールに包まれているのよねえ。もっとも、人を寄せ付けない彼にも、親しい人はいる───」

クロウ：黒い、すげえ黒いぜ先生！　で、あいつの親しい人って誰だ？

ＧＭ：「親しいのは生徒会副会長とか、寮りようで同室の生徒さんとか、その辺かしらねえ？」

菫：でも、いいの？　そんな人のプライベートを暴あばくような……（笑）。

ＧＭ：（最高の笑顔）

菫：なんか、ＧＭの表情が不ふ穏おんです……っ！（[image: ←]超失礼である）

クロウ：わ、我々の行動には人命が懸かかっている！　多少のことは仕方ない！

フジヤマ：勇者は勝手にベッドとかタンスとか調べてもいいんデス！（笑）

菫：わかりました！　暴きます！

ＧＭ：では、先生からすてきな助言をもらったところでシーンを切ろう！







◆Opening02◆世界でいちばん優やさしい刃やいば　




　生きていれば、つらく苦しいことがある。

　しかし、それゆえに人の優しさを実感するものだ。

　ただ、もっとも厄やつ介かいなのは、優しさという名の刃を振りかざされた時だった。




ＧＭ：次はフジヤマとルイン……エリン組のシーンだ。舞台は〝ブラックロータス〟のギルドルーム。ルインが、ガートルードから呼び出されたって場面だ。豪ごう奢しやな造つくりの部屋は、相も変わらず一般生徒が近づきがたい優雅な雰囲気を醸かもし出している。

フジヤマ：天てん井じようは金、床ゆかや柱は大理石、カーテンはシルクで……。

菫：会かい員いん制せいのクラブみたい……（笑）。

ＧＭ：わはは（笑）。そんな室内に今、メンバーが整列している。各国から送られてきた王族、貴族の子し弟ていたちが立ち並ならぶ中、ルインは最前列に立ってガートルードと相あい対たいしていた。「ルイン君、一歩前へ」　笑顔の彼女はメンバーが見守る中、キミにそう告げた。

ルイン：おお、お褒めの言葉でも賜たまわるのか？　いや、闘技大会のメンバーに選ばれた？

ＧＭ：彼女は、笑顔でルインの手を取った。「テストダンジョンの件、がんばったわね」

ルイン：いえ。ブラックロータスのメンバーとして、私は当然のこ……。

ＧＭ：「あなたのような人材がついていれば、あのふたりの新人アーシアンたち、これからも安心だと思うわ！」

ルイン：え？

フジヤマ：なんかさりげなく……パージされてない？

ルイン：あの、私はブラックロータスの一員のはず……。

ＧＭ：「もちろんその事実は永えい遠えんに忘わすれない」

一同：おい待てっ!?（笑）

フジヤマ：まさか呼び出されるなり、永久追放を言い渡されるとはっ!?（笑）

ＧＭ：なお、彼女にまったく悪気はない。「それに、アーシアンだけじゃない。すばらしい仲間と出会ったみたいじゃない？　今日も来ているんでしょう？　あのヴァーナの……」

フジヤマ：バターン……っ!!（[image: ←]ドアを開けた）　やあやあ、お呼びデスか？　赤いフジヤマ・グレイス、略りやくして赤フジと呼んでクダサーイっ!?

ＧＭ：その登場と共に、室内の他のメンバーたちはとヒソヒソと囁ささやき出した。「おい、あいつって、地球かぶれの……？」「ああ、まちがいない」「……え、優ゆう秀しゆうな仲間？」

ルイン：……フジヤマが仲間と思われたことで今、目に見えない壁かべができた気がする。

フジヤマ：ルインさんと肩かたを組んで、これからがんばっていきマース！　と、アピール。

ＧＭ：「フジヤマさん、ルイン君をよろしくね」

フジヤマ：ええ、ルインさんはすばらしい人デス。「サークレットなんか買わなくてもいいのだ！」ときっぱりあきらめてくれた立りつ派ぱな……（一同爆笑）。

ルイン：実はあきらめきれてないんだよ！　わかってくれよ！　……いや、そんな話はどうでもいい！　私は、ガートルード様の志こころざしというものに憧れてだな……！

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ。生きる場所はちがっても、志は一いつ緒しよよ」

ルイン：ぎゃ──────っ！（笑）

ＧＭ：何度も言うが、彼女はルインをパージしたつもりはまったくない。菫たちは見込みがあるから助けてあげてほしいと……純じゆん粋すいな想いでやっているのだ。

ルイン：なんだこの流れは!?　まるで世界のあらゆる事象が、ガートルードさんとブラックロータスから、この私を遠ざけているかのようだっ!?（笑）

ＧＭ：そんなルインの葛かつ藤とうを知らず、彼女は言う。「あなたたちの当面の目的は、生徒会長、五行くんを説得し外出許可を得ることね。……正直な話、彼のこといまいちいけすかなくて」

ルイン：その気持ちはよくわかりますが……。

ＧＭ：「生徒会長としては立りつ派ぱなんだけど、時々、微び妙みような視し線せんを私に向けてくるのよ」

フジヤマ：もしかして、ルインさんには、意外なライバルが登場なんじゃないデスか？

クロウ：その上で、ガートルードが一番惚ほれてるのは俺のようだがな！（笑）

ルイン：異い世せ界かいのヤツらにいい気にさせるわけにはいかない……！

ＧＭ：そうこうしているうちにガートルードがルインの門かど出でを励ますための言葉を紡つむぐ。「では、前ぜん途とあるアーシアンたちと、それ助けるべくこの場所より巣立つルイン君、そしてフジヤマさんに剣けんを捧ささげる！」その声に応じ、メンバーが同時に剣を掲かかげ───。

菫：おお、カッコイイ！

ＧＭ：彼らは一いつ斉せいに、「蛍ほたるの光」を歌い出した。

ルイン：やめろぉ！（一同爆笑）　悲しくなるし、もう戻れない気分になるだろうっ!?（笑）

フジヤマ：卒業する時の歌として、みなさんにお教えしておいたのデース。

ルイン：よ、よけいなことおおおおおぉぉぉっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：蛍の光を背せに聞きながら、キミたちは貴き族ぞく棟とうを出て行った。……そのあと、室内では「では、武闘大会の決定事じ項こうを話します」と話題は瞬しゆん時じに切り替わった。

ルイン：やっぱり、あそこに私の居い場ば所しよはなかったんだ。

フジヤマ：落ち込まないでクダサイ。ヤツらを見返してやりマショウ！　ガートルードさんも、ルインさんのことを気にしてたみたいじゃないデスか。

ルイン：……ハハ、よせよ（少し元気になる）。

フジヤマ：ま、きっともう帰れないけどナ。

ルイン：ちくしょぉぉおおぉぉおおおぉぉお────っ!!（一同爆笑）

ＧＭ：そんなルインの雄叫びと共にシーンは終わり……次はマスターシーンを挟はさもう（笑）。







◆Opening03◆闇やみの中に響ひびく鈴すず




　深い深い闇の中。

　両りよう腕うでを茨いばらに絡からめ取られ、吊つるされている少女の姿すがたがあった。

　少女の足あし下もとには、淡あわく、妖あやしい光をあげる魔ま法ほう陣じんが描えがかれている。彼女の瞳ひとみに生気はなく……まるでその生命力を闇に吸い出されているようで───。
















菫：あ……その子って、みーちゃん!?　その子は、ちゃんと服着てる？

ＧＭ：倫りん理り規き定ていに違い反はんしない程度に着てるよ（笑）。




　このエリンという世界では見たこともないような衣服に身を包つつんだ少女。

　瞳を開けてはいるがそこに光はなく、生気も感じられない。

　少女の傍かたわらに立っていたのは、黒い人ひと影かげだった。その者は、ほくそ笑みながら少女の髪を愛おしそうに撫なで……しかし天を仰あおぐように誰かと言葉を交わしていた。




クロウ：話を？　誰と？

ＧＭ：相手はわからない。室内にいるのに、その視線は遥はるか虚こ空くうを見つめているようだ。




「現げん在ざい、準備は順調に進んでいます。

　このまま何事もなく計画が進めば、この娘はやがて〝鈴〟の役目を立派に果たしましょう。

　あとは、〝竜〟や〝獣けもの〟の時のように、邪じや魔まをする輩やからが出ないことを祈いのるだけ」




フジヤマ：〝竜〟や〝獣〟？

ＧＭ：『スキルマスターズ』や『アイテムマスターズ』の話だな。




『アリアンロッド２Ｅ リプレイ・スキルマスターズ　七人の冒険者』『アリアンロッド２Ｅ リプレイ・アイテムマスターズ　刀鍛冶の用心棒』は、共に株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡより好評発売中である。興味ある方は手を伸ばしていただければ幸いだ……っ！




フジヤマ：『～マスターズ』リプレイシリーズとこのリプレイ、実は話が繫つながってる……？

ＧＭ：なお、会話の相手の言葉は聞こえない。その人影の受け答えだけが空虚な室内に響く。




「もっとも……すでに異界より邪魔者が〝かの女め神がみ〟により送られてきました。が、彼らはこの世界では新参者。この〝鈴〟に近づくことはおろか、探さがし出すことすらできますまい。万が一、たどり着くようなことがあれば排はい除じよするだけのこと───」




菫：……っ！　悪い奴だ！




「……もう少しで、〝鈴〟の音色がこの世界で奏かなでられ、闇にたゆたう眷けん属ぞくに届く。この娘が秘めたる魔力の資質は高い。異界よりわざわざ呼び寄せたかいがあったというもの」




菫：みーちゃんを、なにかの計画に利用してる？　だから連れてこられた？

ＧＭ：そうだ。そして人影は少女を……みさとを見み据すえる。その指を彼女のあごに這はわせ、そっとなぞって妖しげにほくそ笑んだ。

クロウ：ここここいつっ！　彼女はいったいなにをされたんだっ!?　おそらくは倫理規定に抵てい触しよくしない程度にひどいことをされたはずだが……気になるっ!!（[image: ←]最高の笑顔）

フジヤマ：熱いおでんを食べさせられたとか……っ！

菫：なんてひどい！（笑）

ＧＭ：あほ（笑）。では、最後にみさとの姿すがたが闇に溶とけて消えたところで……菫は、夢から目覚めて跳はね起きた。

菫：わたしの夢だった！　え、これって……。

ＧＭ：おそらく、この世界のどこかにいるみさとの意識が、思念が、肉体を抜けだしてキミの心に投影されたものだろう、うん。では、ここでオープニングフェイズを終了する！







　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆再びゲームは始まった




　生徒会長、五行清秋ごぎよう・せいしゆうを攻こう略りやくするために、なにをすべきか───。

　四人＋ひとりは一堂に会して悪わる巧だくみを始めた。

　いや、悪巧みではない……彼かれらが前に進むために大事なことなのだ。




ＧＭ：ミドルフェイズに入ろう。舞ぶ台たいは寮りようの一室で、全員登場だ。みんなは、第四学生寮で男女別々にふた部屋が割わり当てられている。今はそのどちらかの一室に集まっている状じよう態たいだ。

菫すみれ：みんなが合流したってことですね？

ＧＭ：うん。アーシアン組は先ほどの生徒会長とのやりとりで、怒いかり心頭のまま戻もどってきたところだ。

クロウ：じゃあ男性用の部屋に集まっているということにしようか。

ルイン：ＯＫ。では、情報の共有を行なおう。

菫：じゃあ、まずルインさんに謝ります。ごめんなさい。わたしたちのために、ブラックロータスをクビになってしまったみたいで……。

ルイン：く、クビではないっ！　これは、そうあれだ……出向だ……っ！（笑）

クロウ：必死に取り繕つくろっているな（笑）。

ルイン：ふ、古ふる巣すに未み練れんはない。ほ、ほら！　我々はナイトメアモードをともに生き残った仲じゃないか。信しん頼らいできるのは、ともに死線をくぐり抜けてきたこの仲間たちだけ！

菫：ル、ルインさん、ありがとうございます！

フジヤマ：なんか、無理してる感じがひしひし伝わってきマスよ。

ＧＭ：「よく言ったわ！」〝ダン！〟　エレイン先生が勢いよくドアを開けて登場した。

菫：先生っ!?

ＧＭ：その左腕には大きな袋ふくろを抱かかえ、右手には缶かんビール。彼女は、ずかずかと部屋に上がり込むとどかっと座り……〝ぷしゅっ！〟　真っ赤な顔のまま、缶を開けた。

一同：酔っ払ってる───っ!?

フジヤマ：なぜエリンディルに、プルトップ式の缶ビールがっ!?

ＧＭ：「現代地球人と一緒に転移してきたのか、地球産の物資がしばしば売店に流れるのよ。これが飲めるから、大学を辞やめられないのね───っ！　ひっく」

クロウ：ひっくじゃなくてっ！（笑）

菫：せ、先生！　性格が変わりすぎっ！　さっきまでのふんわかした雰囲気はどこに！

ＧＭ：「だって、就業時間も終わったし。あ、あんたたちにお土産もあるわよ」そう言いながら、袋からレトルトカレーのパウチを取り出した。

菫：現代食だ！　うれしい♪

クロウ：俺おれたちの世界の味はありがたい……ってそんなことより！　俺は話が聞きたい！　なお、ルインがトイレで中ちゆう座ざしたタイミングで話を切り出したいんだが！（笑）

ルイン：では中座しよう。うむ、突然であるがトイレに行きたくなった。

クロウ：ありがとう（笑）。で、先生に相談したいことがある。

ＧＭ：「相談？　生徒会長を陥おとしいれる方法？」彼女は赤ら顔でご機き嫌げんだ。フジヤマが開けっ放しのドアの方を見ると、廊ろう下かには空のビール缶がてんてんと……。

フジヤマ：ホントただの酔よっ払ぱらいじゃないデスかっ!?　最悪デェス！（笑）

クロウ：陥れるというと過か激げきだが……まあ、生徒会長を説得する方法を考えてみた。あの生徒会長、ガートルードさん気があるみたいじゃないか。

菫：そうなのかな？

クロウ：ある！　これは確信に近い！（笑）　彼女を餌えさにして、生徒会長とふたりきりにし、尻尾しつぽを出してもらったところに俺らが颯さつ爽そうと踏み込み、言げん質ちを取る。これでどうだろう。

フジヤマ：美人局つつもたせっ!?

菫：そんなにゲスなことを考えていたのっ!?

クロウ：作戦にゲスもなにもない！　だが、それを実行するにも情報が必要だ。そう……エレイン先生に聞きたいのは、奴の個人的な情報を持っていそうな人物についてだ。

ルイン：えっと……そろそろトイレから戻ってきたことにしていいかな？（笑）

クロウ：ああ、ごめん！　ははは、ずいぶんと長いトイレだったな！（笑）　とりあえず、生徒会長の個人的な情報を持っている人物を先生に聞いているところだ。

ＧＭ：「さっきも少し話したけど、彼と親しい人は、ふたり。生徒会の副会長のヒルダ・ユンカースと、第一学生寮の寮長馬場豪一郎ばば・ごういちろうくんね。寮長は生徒会長と同室の子よ」

クロウ：ふたりしかいないのか。

ＧＭ：「みたいねー。生徒会長は自分の責せき務むをまっとうすべく、あまり多くの生徒に感かん情じよう移い入にゆうしないようにしているそうよ」なお、副会長はセミショートで理知的な眼鏡めがねの女の子。第一寮長は無ぶ骨こつで大おお柄がらなスポーツマンだ。

菫：……親しい人がいるなら、五行さんにも優やさしいところもあるかも。わたしは、副会長のヒルダさんに会いに行って、話を聞きたいな。

クロウ：結城さんの真しん摯しな意見に対して、自分のゲスっぷりを認識しつつ……別に、好きにすればいいんじゃないの、とそっけなく言おう。

菫：ごめんね！　クロウくんの意見を否ひ定ていしているわけじゃないんだけど！

クロウ：別に、気にしていない。手は尽つくしておいて損そんはない、と思ってるだけだ。

菫：……うん。

フジヤマ：クロウさん……不器用な人デスねぇ（笑）。

クロウ：そういえば、例のダンジョンの設せつ定ていを変える権けん限げんを持っているのは、生徒会長だけってのは、みんなが知っていることなの？

ＧＭ：「それは周知の事実ねー。もっとも、理事長あたりが強権でも発動すれば別だけど」

クロウ：（少し考えて）……ふむ。世間的に見ても、まず奴が怪しい立場ではあるのか。

フジヤマ：なにか、他に情報収集する方法はありまセンかね？

ＧＭ：ある。学園内の四よ方も山やま話が書き込まれるネットワーク上の掲示板……学校のＢＢＳで情報を得られる。全員、学校の生徒ゆえ、ＩＤをもらっているからアクセスできるよ。

菫：なるほど。……手分けして調査するのがいいかな？

ＧＭ：そこは任せる（笑）。それぞれ……以下の判はん定ていで処しよ理りしよう。




副会長から話を聞く　　　　：難なん易い度ど10／【精せい神しん】判定

第一寮長から話を聞く　　　：難易度10／【筋きん力りよく】判定

ガートルードと交渉する　　：難易度10／【知力】判定

ＢＢＳをチェックする　　　：難易度10／【幸運】判定




ＧＭ：副会長は口が堅かたくて根こん比くらべになるから【精神】判定。ガートルードは口で丸め込むことになるから【知力】判定。第一寮長はスポーツマンだから【筋力】判定。学園ＢＢＳは膨ぼう大だいなデータから必要な情報を見つけ出せるかだから【幸運】判定だ。

クロウ：もし、生徒会長の部屋に忍しのび込みたいっていったら、どうする？

ＧＭ：別にシーンを設け、忍び込むための【敏びん捷しよう】判定……かな。

クロウ：まあ、今はやれることが多いし、そこまでしなくてもいいか。……とりあえず、能のう力りよく値ち的に、第一寮長に会いに行くのは結城さんでいい？

菫：うん。クロウくんはガートルードさんに会いに行って！　脈があるのなら！（笑）

クロウ：わかった。ただ、あまり生徒会長の情報は得られないだろうけど。

菫：重要な情報を持ってそうなのは、副会長のヒルダさんだよね。どうしよう？

フジヤマ：【精神】判定は苦手なので、ミーとルインさんのふたりがかりで挑いどみマショウ。

クロウ：そうだな。学校のＢＢＳに関しては一いつ旦たん保ほ留りゆうしておこう。

菫：じゃあ、情報収集は明日の朝からってことで、今夜は解かい散さん……かな？

フジヤマ：先生は？

ＧＭ：「くかー」安らかに眠ねむっている。

フジヤマ：先生───っ！　生徒の部屋で寝ね落ちしないで───っ!?（笑）

ＧＭ：では、オチもついたところでシーンは終しゆう了りようしよう！







◆Middle02◆寡か黙もくな少女




　生徒会副会長ヒルダ・ユンカース───。

　生徒会活動にあたっては会長に常つねに寄より添そい、会長のために働き、そのすべてを知る少女。

　少女は、図書館の片かた隅すみで静かに本に視し線せんを落としていた。




ＧＭ：では、次のシーンだ。まずは、副会長に会いに行く組……ルインとフジヤマからいこうか。今日は運命日……現代で言うところの日曜日だ。キミたちが聞き込みをすると、副会長なら図書館で見かけた、という目もく撃げき情報を得ることができた。

ルイン：では、図書館へ向かおう。

ＧＭ：彼女はすぐに見つかった。古こ式しきゆかしい図書館の一室で副会長はひとり、本に視線を落としている。どこか物もの静しずかな雰囲気をまとった、エルダナーンの少女。セミショートの髪に眼鏡……外見年齢は一五～六歳くらいかな。ただよく観察すれば、本の間に挟はさんでいる写真のようなものをボーッと眺ながめているようで……。

フジヤマ：こっそり背はい後ごに忍しのび寄って、のぞき込みたい。

ＧＭ：ぶ（笑）。では、【感知】で対決だな。フジヤマがアクション側、こちらがリアクション側だ。（ダイスを振ふる）こちらは12！

フジヤマ：（ダイスを振る）こちらも12。リアクション側優ゆう先せんの法ほう則そくで、そちらの勝ちっ！

ＧＭ：フジヤマは、副会長の背後にそっと忍び寄った───が。副会長の手元をのぞき込むより[image: 0.1]秒早く、彼女は本を閉とじた。そしてなんら感情を見せることもなく、フジヤマを一瞥。抑揚のない口調で問う。「……なに？」

菫：綾あや波なみ系だ！（笑）

ＧＭ：「たしかフジヤマ・グレイスに、元ブラックロータスのルイン・シュレディンガー」

フジヤマ：ほう、たいした記憶力。ミーの用件は簡単デス。生徒会長について聞きたい……例えばその本に挟んでいる写真のこととか、ネ───と、カマをかけてみマス。

ＧＭ：「……あなたには、関係ない」視線をそらし、副会長は頰ほおをかすかに赤く染める。

フジヤマ：あれ？　本当に会長の写真だった？

ＧＭ：「彼は立りつ派ぱな人。そして完全無欠。たしかに私は会長のスケジュールを把握してる。でも会長を貶おとしめようと近づく人は多い。だからなにも言えない」

フジヤマ：ミーたちは、もっと彼と仲良くなりたいのデェス。

ルイン：うちのギルドリーダーが、友達を探さがすために学園外に出たいと言っている。だが、生徒会長に止められているのだ。仲良くなりたいのは、それを実現するためでもある。

ＧＭ：彼女はため息をこぼす。「あなたたちが、そのためにダンジョンに挑んだことは知っている。気持ちはわかるけど、会長の意見が正しい。二重遭そう難なんは困こまる」

ルイン：正論だが「はい、そうですか」というわけにもいかないのだ。

フジヤマ：生徒会長のスケジュールを把は握あくしてるなら、あの男がナイトメアモードに設定変へん更こうしようと、ダンジョンの管理室へ行くことが可能だったかどうか、知ってそうデスね？

ルイン：よし、それも含めて聞いてしまおう。

ＧＭ：では、難易度10の【精神】判定だ。これに成功すれば、副会長は質問に答え、なおかつ協力的に情報を提供してくれる。

ルイン：（ダイスを振る）……お、10でぴったり成功！　私たちがナイトメアモードで死にかけたのは、生徒会長の仕し業わざかもしれない。心当たりは？

ＧＭ：「その事じ象しようは確かく認にんしていない。……ただ、あなたたちがテストダンジョンを攻略している時間帯、私は会長の動向を把握できていない」

ルイン：やはり会長がやったのか？　だが、会長になりすまして別の人物が……という可能性もある。その空白の時間前後、誰かと接触していたりは……？

ＧＭ：「それは確認できない」

ルイン：……現状、会長が最重要の容疑者であるのは変えられんか。ならば、それをやった確たる証拠があれば、ウソをついたことを追求できる。

フジヤマ：……もしくは、決定的な弱みを摑めばもっと楽デス。

ルイン：（少し考えて）……副会長。キミにとってあの男は、大事な人物なのだろう。彼は今、何者かに陥れられている可能性がある。くくく、彼を救いたいと思わないかね？

菫：うわ、なんか悪い笑顔だ！（笑）

ＧＭ：「……あなた、ゲスね」表情ひとつ変えず、ルインから視線を外さぬままに言う。「それで？　私はなにをすればいい」

ルイン：素直でよろしい。生徒会長から本ほん音ねを引き出すため、彼の弱みになるなにかを教えてほしい。加えて、彼の動向を逐一報告してくれ。

ＧＭ：「前者はＮＯ。個人的な情報を教えたくはない。後者は彼のためになること、という前提で了承」彼女はそう言いながら手元でペンを動かし……すっとメモを差し出した。

フジヤマ：メモ？　なにが書かれているのデス？

ＧＭ：ある日付と時間だ。「……三日前の深夜、私が会長の行動を把握していない空白の二時間がある。スケジュールを報しらせないということは、隠したい事実があるということ」

フジヤマ：な、なんかスケジュールを報せてないことにお怒りのような気がしマス。

ルイン：その時間を調べろ、と？

ＧＭ：「そう。校内は、一いつ般ぱん生徒が行動できる範はん囲いが限かぎられている。生徒会役員が入れるエリアなら、私がサポートできる。ただし、調査でわかったことは私にも教えることが条件」

ルイン：いいだろう。協力感謝する。情報も有ゆう効こうに使わせていただこう。くくく。

ＧＭ：では、副会長と話を終えたところで、シーンを終了しよう。







◆Middle03◆言葉はいらない、ただ拳こぶしで語るだけ




　人と人とがわかり合うために必要なのは言葉だけとは限らない。

　例えば視線、例えば人への思い、例えば筋きん肉にく───。

　そんな真実を菫はこの日、初めて実感した。




ＧＭ：では、生徒会長のルームメイト・馬場豪一郎ばば・ごういちろうを訪たずねる、菫のシーンといこう！

菫：はい！　第一学生寮に向かう！

ＧＭ：菫が第一学生寮にやってくると、午前中の早い時間にも関わらず、寮の前で筋トレをしている男がひとり。赤髪の短たん髪ぱつで、スポーツマンといった感じで筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう。口はいつでもへの字に曲がっていて、寡か黙もくな雰囲気の男だ。彼が第一寮長だね。

菫：突とつ然ぜんですみません。わたし、現代地球から来た結城菫と言います。少しお話を……。

ＧＭ：男は、そちらに視線を送ることなく腹ふつ筋きんをしながら言う。「日課の腹筋三〇〇回、これが終わるまで待ってくれないか」

菫：いえ、腹筋しながらでかまいませんので。

ＧＭ：「そうか。で？　なんの用だ？」

菫：馬場さんは、寮で五行さんと同室だって聞いたんですけど。

ＧＭ：「たしかに。あいつとはひとつの部屋で暮くらしているが」

菫：お友達ってことですよね？　仲良しなんですか？

ＧＭ：彼は表ひよう情じようひとつ変えずに、言う。「ああ、実に仲がいい」

菫：ええっ!?

ＧＭ：「自分で尋ねておきながら、その反はん応のうはどういう意味だ」

菫：あ、いや（笑）。五行さんに仲がいい人がいて、ちょっとホッとしただけです。わたしたち、彼にお願いしたいことがあるのですが、彼がなかなか承しよう諾だくしてくれなくて。

ＧＭ：「ああ、うるさい奴らがいるとブツブツ言っていたな。キミたちのことか」

菫：わたしたちのことは、どんな風に？

ＧＭ：「話がまったく通じない、ゲスな奴ら」

菫：ゲスなのはクロウくんとルインくんだよっ!?

クロウ＆ルイン：えぇえっ!?

ＧＭ：「結城くん、と言ったな。キミがゲスではないのは、その筋肉を見ればわかる。ずいぶんと鍛きたえているようじゃないか」（一同爆ばく笑しよう）　「……で、五行のなにを聞きたい」

菫：かくかくしかじかと事情を説明します！

ＧＭ：「……なるほど。つまり、あいつの説得材料になりそうな弱みを聞きに来たのか」

菫：弱み、というか純粋に情報をですね……（笑）。

ＧＭ：それまで無む表ひよう情じように話を聞いていた寮長が、にやりと口元を歪ゆがめる。「……あるといえば、ある。あいつのたったひとつの泣き所が、な」

菫：ええ!?　そ、それを教えてください！

ＧＭ：彼はやおら立ち上がり、菫の前に仁王立つ。「だが、男の約束というものがある。もし、キミの筋肉が本物だと証しよう明めいできるならば、教えてやろう。さあ、打ちこんでこい！」

一同：えぇっ!?（笑）

クロウ：主人公ヒロインに拳こぶしで語れと……（笑）。

菫：自分の夢ゆめのために、わたしもトレーニングを重ねてきました。この拳と身体でわたしの本気を知ってもらいます！（ぐっ、とダイスを握にぎり込む）

ＧＭ：「笑しよう止し！　その細い身体でなにができる！」難易度10の【筋力】判定だ……！

菫：（ダイスを振る）11！　……成功！

ＧＭ：鈍にぶく、重い音と共に菫の拳が寮長の鍛えられた腹筋にめり込む。場の空気が静止した。彼は微び動どうだにしないよう見えた。が、二秒後……グラリと身体が傾かたむいて───「すばらしいインナーマッスルだ」（一同爆笑）　にやっと笑み、彼は地響きを上げて仰向けに倒たおれた。

菫：やった！　じゃあ、情報をくれますか？

ＧＭ：「うむ、よかろう」彼は寡黙な表情のまま、ひょいと身を起こした。

菫：あ、あれっ？　あっさり……。

ＧＭ：「五行には、意い中ちゆうの女がいる。名前は伏せよう。あえて言うなら、紅い髪の女だ」

一同：ちっとも伏せてないっ！（笑）

クロウ：やはりガートルードに惚れていたか。紅髪ってだけなら、この寮長もそうなんだが。

菫：うほっ!?　それって、わたしも妄もう想そうが捗はかどるヤツですか……っ!?（笑）

一同：捗るのっ!?

ＧＭ：「……大事なのはここからだ。奴の意中の女に絡んだ、ある恥はずかしい証しよう拠こがこの寮の使っていない部屋に隠かくしてある。ゆけ！」

クロウ：男らしく生徒会長を売ったな。

菫：あ、あの、いいんですか？　大事な友人なんですよね？　会長、困るんですよね？

ＧＭ：「困る。ただな、俺はあいつが泣いたり困ったりする顔が───大好きなんだ」

一同：さわやかに言い切ったっ!?（笑）

ＧＭ：心なしか、笑みをこらえるように寮長の口の端がつり上がり、頰も紅い。

菫：会長と寮長のペア、とてもいいかもしれないっ！（笑）　では、遠えん慮りよなく……っ！




　よからぬ妄想をかましつつ、指示された部屋へと菫は突とつ入にゆうした。

　しかし、その部屋はもぬけの殻からだった。そこには、少し前までここにあったであろう荷物の痕こん跡せきだけが残されていた。







◆Middle04◆学園の偶像アイドル




　この学校にも、ご多分に漏もれず〝伝説の樹〟というものがあった。

　それは、この木の下で告白すれば想おもいが通じるというあれだ。

　引きこもりチャンプ・クロウにとっては最もふさわしくない場所だった。




ＧＭ：では、ガートルードの元に向かうクロウのシーンだな。交渉に向かうんだっけ？

クロウ：いや、下げ駄た箱ばこに手紙を入れて……伝説の樹の下に呼び出したいんだが。

菫：伝説の樹っ!?　あるんだっ！（笑）

ＧＭ：様よう式しき美びという奴か！　よし、伝説の樹はあることにしよう。クロウがガートルードの下駄箱に入れてから三〇分ほど……彼女はその場に姿を現わした。きょろきょろと辺りをうかがいながら、手紙の主を捜し……やがて伝説の樹の下に立つキミを見つけた。清せい楚そさと凛り々りしさ兼ね備えた少女。紅い髪を揺ゆらしながらクロウの前にやってくる。

クロウ：わざわざ呼び出してごめん。白いシャツに、胸むねには薔薇を挿さした俺。

ＧＭ：なんで薔薇……（笑）。彼女はぷいっと顔を横に向けたまま、目も合わせずに聞く。「……ええと、その、用件は……なに？」

クロウ：そう告げる彼女の頰は、紅く染そまっていた。

ルイン：ええい、勝手にナレーションを入れるんじゃない！（笑）

クロウ：ふふふ。……ガートルードさん。俺の話を少し聞いてほしい。

ＧＭ：「……いいけれど」

クロウ：話したいのは生徒会長のことだ。この学校から俺たちを出さないというあいつの意見はもっともだと思う。が、友人を助けに行きたいという気持ちは、誰にも止められるものではないし、止めてほしくもない。だからこそ、キミにお願いしたいことがあるんだ。

ＧＭ：「あなたの気持ちはわかるけど……回りくどいのね。なにをしてほしいの？」彼女がそんな質問を返したところで判定をしてもらおう。この判定は、成功すると情報が出るというよりは、彼女が協力的になってくれる、というものだ。【知力】で難易度は10！

フジヤマ：つまり、美人局を……っ！

クロウ：言うこと聞いてもらぜ！（ダイスを振る）……達成値12。成功！　ふふふ。

ＧＭ：く、なんだその満面の笑顔は……（笑）。

クロウ：まず念のため……生徒会長について、知ってる情報を教えてもらえないか？

ＧＭ：「これといった情報はないわ。たまに熱い視線を感じるのが気になるくらい」

クロウ：それは、あの年ねん齢れいの男子にはたまにある健全なものだ。気にしないでいい。

ＧＭ：「へー」彼女は、素すでピンとこないようだ。「で、お願いしたいことって？」

クロウ：（少し考えて）……助けを待つ生命がある。この学校の実力者であるあんたが、俺らと同じ気持ちでいてほしいんだ。

ＧＭ：「そこは理解しているつもり……だけど」

クロウ：ありがとう。では、生徒会長を説得する時は協力してくれるね。

ＧＭ：「え、ええ」

菫＆フジヤマ＆ルイン：……（[image: ←]次にどんなゲスなことを言うのか、わくわくしている）

クロウ：そして、この薔薇を受け取ってほしい。

一同：なんでだっ!?（笑）

ＧＭ：「……せっかくだから、いただくけれど」彼女は表情を強こわばらせている。

クロウ：……ま、ここは薔薇の花だけあげて、背を向けて去ろう。クロウの中にあるギャルゲー主人公はこんなイメージ。これで完全に俺の虜とりこだ。ふふふ……。

ルイン：む、好感度アップを狙った行動……のつもりか？（笑）

フジヤマ：あれ、他にはなにも要求しないのデスか？　美人局作戦は……。

クロウ：やろうと思ったが、ちょっとネタを思いついた。今はここまでで（笑）。

ＧＭ：では、クロウが颯さつ爽そうと去ったところでシーンを終えよう。最後に、その場に残されたガートルードが困惑した表情で手にした薔薇を見つめ───。




「え、あの、つまり……どういうこと？」







◆Middle05◆隠かくされていたもの




　誰だれしも、人には明かせぬ秘ひ密みつがある。

　隠せば隠そうとするほど、露ろ見けんした時の衝しよう撃げきは大きい。

　致ち命めい傷しようになりかねない、生徒会長・五行清秋の秘密とは───。




ＧＭ：さて。次のシーンに入ろ……。

クロウ：あ、ちょっと一度、全員で集まって相談したい。

ＧＭ：ＯＫ。では……一いつ旦たん、合流して情報交換しようか。舞ぶ台たいは寮りようの一室で、全員登場だ。

菫：あと、相談もしよう！

ＧＭ：「それで？　なにか面おも白しろいことはわかった？　ひっく」エレイン先生が聞いた。

フジヤマ：また先生が飲んでるんデスけど!?（笑）

クロウ：とりあえず、かくかくしかじかと、情報交換してしまおう。

ＧＭ：「え？　つまり生徒会長を脅……説得できる証拠品は押おさえられなかったの？」

菫：ええ、はい……なんか持ち出されたあとだったみたいで。

フジヤマ：こっちの情報は……生徒会長には所在不明の空白の時間があったくらいデス。

菫：……もしかしてその空白の時間帯に荷物をどこかに運んだ？　ちょっと、寮長さんにメールを送ってみます。その空白の時間帯……三日前の夜、なにか気づいたことないか。

ＧＭ：返事はメール送って三〇秒で届いた。「……三日前の夜？　その時間、俺は寮にいたが、五行とは会っていない。だが、寮のどこかでがさがさと物音がしていた」

ルイン：ビンゴだな。深夜、空き部屋に隠してあったブツを、どこかに運んだのだな。

クロウ：よし、次は副会長のヒルダを頼たよろう。「生徒会長の身の潔けつ白ぱくを証明するために、調べさせてもらいたいことがある。来てほしい」ってメールを送ればきっと応おうじてくれ……。

ＧＭ：「私は、どこへ行けばいい」二秒で返事が返ってきた。

一同：早っ!?

菫：じゃあ、返信。図書館で待ち合わせます！

ＧＭ：ＯＫ。キミたちは図書館に向かった。彼女を捜してきょきょろ見回していると、人ひと影かげのない方から副会長が姿を現わす。「───こっち。それで、なにかわかったの？」

ルイン：うむ。生徒会長は、学生寮の空き部屋を倉庫として私的に使っていたようだ。本来ならそこに、彼の身の潔白を証明できる品があったはずなのだが……キミが教えてくれた時刻、会長が持ち出したらしい。おそらく、どこかに隠したのではないかと。

ＧＭ：「隠す？　深夜に？」彼女は、少し思案してのち……つぶやく。「もしかして」

フジヤマ：ドゥーユーノウ？

ＧＭ：「……わざわざ寮の部屋を一室、まるまる使っていたということは大量の荷物である可能性が高い。それをどこかに……それも人目につかない場所に隠したとすれば……」

菫：でもこの広い学校内……隠す場所なんていくらでもありそう。

クロウ：いや、大量の荷物を安全に隠せる場所となれば、そうはないだろう。おそらく生徒会長の権限で使える場所だ。そこに絞って空白の時間の入室記録とか調べられないか？

ＧＭ：「……それなら絞しぼり込めるかもしれない」

クロウ：かもしれない、じゃ困る。お前も……知りたくはないか？

ＧＭ：「あなたも、ゲスね」そう言いつつ……彼女はカッと目を見開き、近くに設置されていた共用パソコンのキーボードを、恐るべき速度で叩き始めた。「……見つけた」

一同：早っ!!（笑）

ＧＭ：「……空白の時間に、入室記録を確認できた部屋がある。今は使われていない、生徒会の旧倉庫───ついてきて」

菫：行きます！（笑）

ＧＭ：ＯＫ。たどり着いた先は、校こう舎しやの隅すみにある一室だった。「この部屋の鍵かぎは、会長と私だけが持ってる。……今、開ける」入室して見回せば……そこは無数の棚が置かれた埃ほこりっぽい部屋。棚には、書類が整然と並ならべられている。「……まちがいない。三日前に入室記録がある。巧こう妙みように削さく除じよしてあるけど……このＩＤは生徒会長」

ルイン：会長がここになにかを隠したのはまちがいなさそうだ。とりあえず、調べてみるか。

菫：じゃあ、人が入って埃が薄うすくなってるであろう場所を念入りに探さがす！　ずっと使われていない部屋なら、人の痕こん跡せき……見つけられますよね？




　この発言により、難なん易い度ど12の【感知】判はん定ていは、難易度10まで下げられた。

　菫はこの判定に成功。長く使われていない埃だらけの部屋……その床や書しよ棚だなの一部に、たしかに最近、人が触ふれたであろう痕跡を見つける。




菫：ここ、なにかあるみたい……。

ＧＭ：菫がみつけた書棚に刺さっていた本……それはダミーだ。そこを押し込むと、書棚全体が軋きしみながら動き……奥に隠し倉庫が現われる。鍵らしきものは掛かっていないな。そこから出てきたのは……大量の写真だ。もちろん、ガートルードのね。

一同：会長───っ！（笑）

クロウ：……え、これだけ？　生徒会長がダンジョンのスイッチを入れた犯はん人にんという証しよう拠こでもあるのかと思った。たしかにバレれば恥ずかしいだろうが、生徒会長を口説き落とす交渉材料にもならないような。これが会長のものだと証明できないし。

ＧＭ：うむ。ただ、写真と一緒に……一いつ緒しよに一冊さつの日記を見つけた。

一同：日記？

ＧＭ：そこには、生徒会長の筆ひつ跡せきで、ガートルードを讃たたえるポエムがびっちり書かれていた。「……ああ、紅き髪の君よ。それは野に咲く薔薇よりも紅く、そして愛を語りかける。僕はその香りに惑まどわされた、蝶ちようの如ごとく儚はかなく───」

一同：会長──────っ！（大爆笑）

クロウ：やべえ、これは言い逃のがれできない！　青春時代の黒歴史すぎるっ！（笑）

ＧＭ：「……なにを騒いでいるの」クロウの背後から、副会長が声を掛けた。

クロウ：これは副会長には見せられない！　さっ、と隠す！（笑）

ＧＭ：（笑）。ただ彼女は、クロウの肩越しに写真の山を見て、明らかに不機嫌な顔になる。

クロウ：いやあ、思春期の男の子にはよくはることだよ、うん！（笑）

ＧＭ：「……それより、こんなものが」と、彼女は手にしたタブレットの画面を見せる。

菫：ん？　これは？

ＧＭ：「サーバーにハッキングをかけたら、見つかった。ダンジョンの制せい御ぎよログ」そこにはダンジョンのナイトメアモードを起動した、ある人物のＩＤが記録されていた。

菫：え、もしや……？

ＧＭ：彼女は、こくりと頷うなずきながら言った。「巧妙に隠されていたけど……」




「───このＩＤは、生徒会長のものよ」







◆Middle06◆伝説の樹きの下で




　倉庫で発見したのは、ガートルードの写った無数の写真と、生徒会長自作のポエム。

　そして、彼が証拠の隠いん滅めつを図はかったとおぼしきダンジョンの制御ログと、ＩＤ───。

　菫たちは真相をたしかめるべく、動いた。




ＧＭ：さて、では次のシーンにいこうか。えーと……。

菫：生徒会長を呼び出して問い詰めます！　なんでわたしたちを殺そうとしたのか！　実はいい人だと思ったのに！（笑）

クロウ：もし、しらばっくれたら……このポエムを最大限に活用させてもらう！（笑）

ルイン：うむ、呼び出そう！　やはり下げ駄た箱ばこに手紙を入れるしか！（笑）

フジヤマ：いっそのこと、ガートルードさんに頼んで……（一同爆ばく笑しよう）。

クロウ：いや、待て。それは最後の手段だ。ここは俺がメイクをして彼女に変装し、生徒会長を伝説の樹の下で待つ（一同爆笑）。

フジヤマ：げろげろげろ。

ルイン：では、ガートルード様は呼ばずに……。

菫：え、待って。五行さんが真しん犯はん人にんだって自供した時、わたしたち以外の人がいた方がよくないかな。わたしたちだけの証言を、ガートルードさんが保証してくれれば……。

クロウ：なるほど、証しよう人にんを作ろうって作戦か。それでいこう。

菫：ありがとう！　それじゃあ、ガートルードさんを呼び出します。

ＧＭ：……ＯＫ。彼女は、戸と惑まどいながらも菫の言葉に応じ、キミたちの部屋まで来てくれた。「協力できることがあれば、できる限りのことはするわ」

菫：ありがとう。状況を説明して、ガートルードさんに五行さんへの手紙を書いてもらう！

ＧＭ：「……えっ？」（一同爆笑）




　話を聞いて、ガートルードは渋い顔を見せた。

　だが、前にクロウが彼女に協力を取り付ける判定に成功したことが決め手となり……

「大切なお話があります。放課後、伝説の樹の下で待ってます♡」

　───という文面を、彼女は見事に書き上げたのだった。




菫：さっそく、下駄箱に入れてくる！（パサッと手紙を下駄箱に入れる仕草）（笑）

ＧＭ：───なお、ガートルードはさめざめ泣いている。「エレイン先生……なにこのハートマーク……あたし、汚よごれちゃった」「ういー、ひっく」（一同爆笑）。

フジヤマ：先生、まだ飲んでマスっ！（笑）

ルイン：なんでいつもいるんだ、この先生（笑）。

クロウ：ふふふ、ガートルードさんの献けん身しんのおかげで、みさとさんは助けられるはず。

フジヤマ：では、さっそく伝説の樹のある校舎裏に行って……隠れマス。

ＧＭ：ＯＫ。では、酔っ払った先生とガートルードも連れて……クロウ以外は隠れ、固かた唾づをのんで時が来るのを待った。

クロウ：（考え込み）……でもよく考えたらさ、ホントに来るかな。あからさまに怪しいから、警戒されてもおかしくな……。

ＧＭ：「……ガートルードさ───ん！　どこですか、ガートルードさん！」（一同大だい爆ばく笑しよう）

ルイン：あっさり来たよっ！（笑）

ＧＭ：そりゃ、本物の書しよ簡かんだからな。……時じ刻こくは夕ゆう刻こく。柔やわらかな風の吹ふく時間、夕日がすべての風景を白とオレンジに染そめ上げて───。

菫：いい雰ふん囲い気きだ！

ＧＭ：左手には開かい封ふうされた手紙を、右手に薔ば薇らを持った少年が、伝説の樹へと駆かけていく。はたしてそこには、彼の望むとおり……赤い髪かみとスカートを風になびかせる人影があった。

クロウ：その人影は……俺だ！（一同爆笑）　もちろん、俺は（ひどい意味で）すごい化粧をして、夕日の中に佇たたずんでいる。
















ＧＭ：なお、茂みに隠れて見ているガートルードは文句でもあるのか、涙目になって飛び出そうとしているが……「いいからいいから！　面白いから、もうちょっと見ていましょう！　ひっく」先生に、口と身体を押さえつけられ動けないようだ（一同爆笑）。

フジヤマ：先生……（笑）。

クロウ：生徒会長が声を掛けてくるまで、俺は黙だまってうつむきながら立っているが……。

ＧＭ：生徒会長は、すぐにキミのうしろ姿を見つけて、駆け寄ってきた。「……待たせてしまったかな？」

クロウ：（かわいらしい声を作り）ええ、待ってた……（と、突とつ然ぜんドスのきいた声になり）……そう、待ってたわあっ!?　この時をよおぉぉぉおおおおぉぉおおっ!!（一同大爆笑）

ＧＭ：振り向いたクロウを見て。会長は現実が認識できない。「……あれ、ガートルードさん。今日は、その、声と顔が優すぐれないようだね」

フジヤマ：声と顔ぉ!?（一同爆笑）

ＧＭ：一方、その頃ころのガートルード。「もがもが、もごもごっ!?」「今、面白いところだから！」（一同爆笑）

クロウ：残念だったな、その手紙を出した張本人はこの俺……クロウだぁああっ!!

ＧＭ：と、キミが言った直後。「死ねいっ!!」と生徒会長が剣で斬りつけた（一同爆笑）。

フジヤマ：あの……助けません？（笑）

ルイン：いや、一発ぐらいはいいんじゃないか？

菫：そうですね！

クロウ：お前ら───っ!?（一同爆笑）




　───五分後。

　そこには、目の周りに青あざを作ったクロウと、生命よりも大事なものを失ったかのような表情を見せる生徒会長の姿があった。




ＧＭ：「ええい、これはなんのマネだっ！　僕ぼくをこんな目に遭あわせて、なんのつもりだ！」

クロウ：お前に、聞きたいことがあるんだよ。

菫：そう、質しつ問もんがあるんです。あのダンジョンの設定のこと……知らないっておっしゃってましたよね？　じゃあ、このログはなんですか？

ＧＭ：プリントされたログを一いち瞥べつし、会長は毅き然ぜんと答える。「……知らんな。記き憶おくにない」

クロウ：しらを切るのか？

ＧＭ：「知らんと言ったら、知らんな」

ルイン：まあ、すぐには認めないか。

フジヤマ：いいデスよ？　しらばっくれるなら……この写真とポエムを、そこの茂みに隠れているガートルードさんに見せ……（ちらっ）。

ＧＭ：「ふははははっ、話を聞こ──────うじゃないかっ!?」（一同大爆笑）

一同：食いついた───っ!!（大爆笑）

ＧＭ：と言ったその時。うしろからガートルードが声を上げた。「なになに!?　なにがっ!?　写真!?　ポエムってなにっ!?」（一同大爆笑）

菫：（超わざとらしく）あっ、あっ、ガートルードさんがー！　大変ー、この写真もポエムも見られちゃうなー！　ガートルードさんこっち来てるー！　どーしよー！（笑）

ルイン：キミが潔白を証明できないのであれば、これをガートルード様にお見せするが？

ＧＭ：「ま、待てっ！　待ってくれ！　ねつ造ぞうのログとやらを公開されても、僕は痛いたくもかゆくもないが……その愛のポエムはちがう！　キミたちの話はなんでも聞こう！」

菫：あれ？　ねつ造？　噓をついてる？　どっちなのかわかんない……。

ＧＭ：「そのログとやらは、ねつ造だ。キミたちのダンジョン攻略中は僕の周りにはスタッフもいたから、必要なら彼らに証しよう言げんをしてもらってもいい」

ルイン：なるほど、アリバイは証明できるわけか。

菫：ガートルードさんの前で、誓ちかえますか!?　本当に五行さんじゃないんですよね!?　彼女の前で、はっきりと誓えますか!?

ＧＭ：「え、えっと……古来より、人間とは想おもい人の前では、素直になる生き物である……僕は、ここに噓偽いつわりのないことを誓おう……！」

菫：シロだった、よかった～！　ガートルードさんありがとう～！（一同爆笑）

ＧＭ：彼女は「えっ？　な、なに？　なにが？　その写真はなに？　なにが起きてるの？」と混こん乱らんしている（一同爆笑）。

ルイン：ところで我々は、なんのためにこんなことをしたのだったかな？（笑）

菫：学校の外に出る許きよ可かを得て、みーちゃんを探しにいくためです！　というわけで！　わたしたちが捜そう索さくに行くこと、許可をもらえますよね？

ＧＭ：「うっ……ま、前向きに考えて……やらんでもない」

一同：やらんでもない？

クロウ：写真やポエムが偶然、不幸な事故で流出するかもしれんなあ……？（笑）

ＧＭ：「お前らは鬼かっ!?」（一同爆笑）　「僕だって友を捜したいというその気持ち、理解はできる！　しかし、規則というものがある！　ダンジョンのクリア以外に、せめてもうひとつくらい実績がほしい！　とりあえず今晩、生徒会を説得してはみるが……」

ルイン：ぬう、実績がある方が確実、か。

ＧＭ：「会議が終わったらこちらから連れん絡らくする。今日はこれで……許ゆるしてくれ」（一同爆笑）

クロウ：わかった。だが、俺はまだ疑っている。せいぜい身の潔白が証明できるといいな。

ＧＭ：「いいとも。一〇〇％潔白だと、証明してみせようじゃないか」と言い残し、彼は薔薇を持ったまま走り去った……といったところで一旦、シーンを終了しよう。







◆Middle07◆雑ざつ踏とうの向こうに




　生徒会長・五行清秋と交渉の末、菫たちはようやく学園の外に出る可能性を手にした。

　満ち足りた心地ここちで寮へ帰るその途と中ちゆう、菫たちはふと違い和わ感を覚えた。

　見やったその先に現あらわれたのは……。




ＧＭ：では、次のシーンだ。伝説の樹の下からの帰り道、先ほどよりも少し時間が経けい過かしたぐらいだと思ってほしい。菫のシーンだが、全員登場となる。

菫：はーい。なんか、さっきのシーンで謎の満足感を覚えてます（笑）。

ＧＭ：さて、夕刻の人通りはかなり多い。家や寮に帰る者、友人同士で食事に行く者たち、街の住人が往来する通りにキミらが出た───その時だ。全員【感知】で判定してほしい。

菫：【感知】判定！（ダイスを振る）よし、15です！

クロウ：（ダイスを振る）なかなか。14だな。

フジヤマ：（ダイスを振る）13！　ミーよりも、現代地球人たちの方が高い……！

ルイン：私はあまり得意ではないな。（ダイスを振る）８だ。

ＧＭ：現代地球人すごいな（笑）。ちなみに、10以上ならば成功だ。人通りの多いその中で、キミたちは気づく。その人波の中に、ひとりの女じよ性せいのうしろ姿があることを。




　人波の中、まるで魚のひれのように、ひらりと〝彼女〟の衣い装しようの裾すそが揺ゆれる。

　それは、菫にはなじみ深く───同時に、この世界にはそぐわない物に見えた。




菫：あ、あれ……っ!?　そっちへ振り向いて確認します！

ＧＭ：キミが振り返ると、髪かみの毛がふわりと風に流れるのが見えた。人波にまぎれて消えようとしているそのうしろ姿に、菫は見覚えがある。

菫：みーちゃんっ!?　え、あれっ!?

フジヤマ：ミーもそれに気づいた、と。……おお、めずらしい衣装デスよ。あれは化学繊せん維い・ナイロンデスねぇ（一同爆笑）。

クロウ：俺は、なんだあのアイドル衣装、とだけ……。

菫：お、追いかけます！

フジヤマ：おおっ!?　ど、どうしたんデスか！

クロウ：俺はみさとさんの顔を知らないが……一話でフジヤマの持ってた絵を見てるはず。それに似ていると、すぐ気づこう。

フジヤマ：そうだった！　ナイロンがどうこう言ってる場合じゃなかったデス！（笑）

クロウ：俺たちも追いかけるぞ！

菫：みーちゃんっ……!!




　人と人の合間をすり抜けるその背せを、菫は必死に追いかける。

　何度も誰かの肩とぶつかり、そのたびによろめいた。

「おい、なんだよ！」

「気をつけろ！」

「すみません、すみませんっ！　ごめんなさい、通ります！　通してください！」

　聞こえる怒ど声せいへ頭を下げながらも、菫はひたすらに走った。やがて追いつくことを願い、詰つまる息と痛む心しん臓ぞうにもかまわずに。

　だが───。




ＧＭ：……やがて小こ路みちを抜け、大通りへとさしかかる。キミが息を切らせて懸けん命めいに追いかけていた彼女の姿は───もうどこにもない。

菫：そんな……あれは絶ぜつ対たい、みーちゃんだった……。

ＧＭ：それは確かく信しんを持って断だん言げんできる。たしかに、キミの探しているみさとだ。

菫：呆ぼう然ぜんと立ち尽くします……。

フジヤマ：じゃあ、そこに追いつきマスよ。

菫：みんなぁ……うう、泣きたい気持ちになってきました……。

クロウ：結城さん、もしかして今の子が……？

菫：（やや取り乱した口調で）あれが、わたしの捜してた子なの！　わたしが捜してた友達が、今、今ここにいたの！　絶対ここにいたの、みーちゃんが、絶対……っ！

クロウ：俺たちも、女の子がいたことには気づいたが……どこに消えた。

菫：わ、わかんない……急にいなくなっちゃって……。

フジヤマ：（しばらく考えて）……え、つまり？　彼女は学園の外ではなく、この学園のどこかにいる……？

菫：えっ!?　ど、どうして……？

フジヤマ：さすがにミーでも、そこまではわからないデスねえ。しかし、立ち止まっているわけにはいかないデスよ、すみぽん。少なくとも、ミーたちは一歩前進したのデス。

クロウ：そうだな。彼女が本物のみさとさんなら、その生存が確認できたわけだしな。

ルイン：たしかにそのとおりだ。菫くん、気を落とさずに。

菫：はい……。もう一回、人通りを眺ながめます。

ＧＭ：彼女の姿はもうすでに人波に飲まれ、もはやあの特とく徴ちよう的てきな衣装を見つけることはできない。

菫：どうしてみーちゃんが、学校の中にいるんだろう……？

ＧＭ：その問いに答えは返らない。キミのつぶやいた言葉が風にさらわれたところで、シーンを終了しよう。







◆Middle08◆相談と選択




　雑ざつ踏とうの中で見つけた菫の親友みさとは、まるで幻のように消え去ってしまった。

　なぜ、外にいると思われた彼女の姿がこの大学都市にあったのか。

　腑ふに落ちぬ思いを抱えたまま、寮りように戻もどった一同が見たものは───大量の空あき缶かんと、飲んだくれている先生であった。




ＧＭ：ということで、次のシーンだ。場面は再びキミたちの方に切り替わる。寮に帰ってきたキミたちが部屋に集まると、ひと足先に寮に戻っていたエレイン先生が「おっかえりぃー！」と出で迎むかえる。ついでに山積みの缶ビールもある。

ルイン：あ、はい（一同爆ばく笑しよう）。

フジヤマ：祝勝会をひとりで開いている！（笑）

ルイン：あー、こんなに飲んで……。

ＧＭ：「も～、どこいってたのぉ～？　いきなり走り出しちゃってぇ……せっかくビールをいっぱい買い込んで待っていたのにさあ」

菫：待ってないですよね？　もう飲んでますよね？

ＧＭ：「飲んでる飲んでる！　おかげで先生のキャラ変わっちゃったよぉ」（一同爆笑）

フジヤマ：先生、むしろこの酔っ払いバージョンの方が正体だと思えてきまシタ。

ＧＭ：「ほっといて。ま、それはともかくさ～、これでようやく学校の外に探さがしにいけるじゃん～？　よかったねぇ～」

クロウ：それなんだが……。

菫：あの、実は……って、さっき、学校の敷しき地ち内ないでみーちゃんを見かけた話をします。うん……あれは絶ぜつ対たいみーちゃんだった！

ＧＭ：「は？　まさか～！　そんなわけないわよ～！　だってありえないでしょ～！」

クロウ：それでも「学外に出る」という選択も見直しが必要なのだ。

ＧＭ：「ちょっ、ちょっと待って！」と彼女は慌あわて始める。「いやあ、でもさ～？　今まで助けに行くためにがんばってきたじゃない～？」

クロウ：たしかに、そのとおりだ。だが、俺たちの目的は「学校の外に出る」ことではなく、「結城さんの親友を助けに行く」ことだ。方針はなにも変わっていない。

ルイン：まずは、学園内で彼女が隠かくれていそうな場所を探す方がいいかもしれない。

菫：うん。そういう場所、あるかな？

ＧＭ：「そっかぁ……この資し料りよう、無駄になっちゃうなぁ～……」と先生は寂さびしげに言う。

クロウ：資料？

ＧＭ：「いやあ、だってこれ……学外で現代地球人がさらわれた、って話でしょ？　これまで転移してきた人たちの記録を集め、統計を取って……分析したの。転移が多く見られるポイントごとに、やって来た人たちはどこに向かうかとか……どこで被害に遭ってるとか」

菫：被害っ!?

ＧＭ：「そりゃそうでしょ。誰もが転移してすぐ、この街に収容されるわけじゃないもの。むしろ、あんたたちは運がよかったのよー……ひっく。ほら、これ」と分ぶ厚あつい資料を見せる。

クロウ：おいおい、デキる便利ＮＰＣみたいじゃねーか！（一同爆笑）。

フジヤマ：先生！　酒だけ飲んでたわけじゃないんデスね！（笑）

ＧＭ：「昔から、飲めばできる子って言われてるのよ？」（一同爆笑）

菫：とにかくその資料を、ぜひ拝見させてください～！

ＧＭ：資料は複数のファイルにわかれていた。「大学都市の近くにあるパワースポットと転移の因いん果が関係」「分ぶん布ぷしているエネミーの種類や、目もく撃げき情報の詳細なデータ」「過去のアーシアンたちの記録」……歴史、統計学、魔法学……あらゆる観点で作られたレポートだ。

フジヤマ：ホントに酒を飲んでいるだけではなかった！

ＧＭ：多くの知識と記録に基づいて、転移してきた現代地球人を効率的に捜す方法や、その過か程ていで対たい峙じするだろうエネミーへの対たい処しよ法ほうとか、そういうデータが記き載さいされてる。

クロウ：これはこれで持っていた方がいい気がするな。攻こう略りやく本ぼん派はは、ゲーマーとしてはありだ……！（一同爆笑）。

フジヤマ：コーリャクボン？　オー、マニュアルってことデスネ！

ＧＭ：「作った資料が無駄じゃなかったと信じて、も～飲むしかないね～」（一同爆笑）

フジヤマ：やけ酒にシフトしてる！（笑）

ＧＭ：「でもさ、街の中にいるならすでに安全は確保されている、ということよね？　でも、一〇〇％の確証はない。逆に、その子が外にいたら危険にさらされている、ということ。それなら、まずは外に出て彼女の痕跡を探した方がよくない～？」

菫：う、たしかに。

ＧＭ：「だったら外出許可のために武闘大会で名を上げるべきよ！　そもそもさ、その女の子？　見まちがいの可か能のう性せいだってあるわけだし～？」

菫：そんなことないです！　あの服はどう見ても地球のものだったし！

ＧＭ：先生が、菫の言葉になにか意見を返そうとした時───〝がちゃっ！〟　誰だれかが部屋に入ってきてこう言った。「オレンジの服の少女の話……俺も聞いたことがある」

一同：誰っ!?

ＧＭ：菫が情報収集した時に出会った寮長……マッスルさんだね。

一同：マッスルさんっ!?（笑）

菫：寮りよう長ちようさん、マッスル先輩と呼ばせてください！（[image: ←]気に入ったらしい）

フジヤマ：し、しかしいきなりなぜここに……。

ＧＭ：「いやな？　五行の奴が部屋に戻ってくるなり、目に涙を浮かべて……『僕ぼくは大事なものを失った』だの『この繊せん細さいな心が、もはや壊れる寸前だ』とか……わけのわからないことを言っててな。で、なにがあったか聞いたら……お前たちの名を出した」（一同爆笑）

フジヤマ：だから原因を聞きに来たと……（笑）。

菫：ご、五行さんは、ちょっと青春のわななきを……（一同爆笑）。

クロウ：フラグが一本折れてしまっただけだ。思春期にはよくあることだ。

ＧＭ：「そうかそうか。あいつの泣き顔を見るのは至し福ふく。もっとやれ」

フジヤマ：ユーはＳなのっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ルイン：ずいぶんとひどい奴だなっ!?

菫：でもきっとすごい仲良しなんですよね!?（笑）

ＧＭ：「そんなことより。さっきの、オレンジ色の服を着た少女の話なんだが……」

菫：あ、その話の方が大事だった！　つい興奮しちゃったよ！

クロウ：あ、あのー……菫さん？（笑）

ＧＭ：「オレンジ色の奇き妙みようなひらひらの服の女……その目撃談は、生徒の一部で噂になっている。ちょっとしたオカルト話、としてな」

フジヤマ：ファンタジー世界でオカルト……（笑）。

ＧＭ：「不思議な服を着た女が夢む遊ゆう病びよう者しや……いや、幽霊のように街中をふらふらと歩き……衆しゆう人じん環かん視しの中でその姿がふっと消える、と」

菫：わたしたちが見たのと同じだ。……やっぱり、みーちゃんは街の中にいる？

クロウ：（少し考えて）外に出て時間をロスするより、街の中を調べてた方が早いか？

菫：でも、この街って広いんだよね？　目撃情報が集中している場所を絞しぼって調べたい。

フジヤマ：ふっふっふ、噂、聞き込みと言えばＢＢＳ！　ネットの噂が渦うず巻まき、さまざまな憎ぞう悪おと愛あい情じようが渦巻いて新たな伝説を生み出す！　それがＢＢＳだと聞いてマス！

菫：あ、それだーっ！

ＧＭ：先生はキミたちの話を聞き、落胆したような声を出す。「はぁ～、いいんじゃなぁい……？　先生、もう帰るねぇ～……オカルト話って苦手で～」（一同爆笑）

フジヤマ：では、先生の力がどうしても必要になったら、相談しマス！

ＧＭ：「わかった～、用事がある時はいつでも呼よんで～。先生の寮は近くにあるから～、先生は帰ってお酒飲みます！　マッスルゥ、お前も付き合えよぅ」

フジヤマ：え、マッスルさん飲めるんデスか？（笑）

ＧＭ：「（渋い口調で）いえ。自分、学生ですから」（なぜか一同爆笑）　その言葉に、先生も「あーそー」と帰っていった。その背中を見送ると、寮長も部屋を出て行く。「では、俺は五行を慰なぐさめに行く」

クロウ：生徒会長の様子、あとでレポートよろしく。

ＧＭ：「───任まかせろ」なぜかその頰は紅く染まり……（一同爆笑）。

菫：うほっ！

ＧＭ：「うほっ」じゃなくてっ！（笑）

菫：ともあれ、ここでやっとＢＢＳが生きるね！　さっそく検けん索さくしよう！




　菫たちは寮の共通スペースに設置された端末を使うことにした。

　ＢＢＳで奇妙な衣装を着た少女の目撃情報を探るため【幸運】の判はん定ていに挑む。

　この判定、難易度９で基本的な情報、11でよりくわしい情報がわかることになっていた。

　そして、ルインがあっさり12を出して成功する。




ＧＭ：まずは９でわかる基本情報から教えよう。たしかに目撃情報がいくつか見つかる。というか、一部では有名な都市伝説になっているらしく、専せん用ようの掲示板まであるよ。

菫：見つけた！　ヒットしたよ！

ルイン：その中から精せい度どの高いものを探さないとな。

ＧＭ：さて、その掲示板では「夜な夜な、ひらひらの服を着た女が徘はい徊かいする」という噂について会話されているようだ。

菫：どの辺でよく見られるとか……場所が書かれてないか探す！

ＧＭ：……菫が、画面をスクロールしようとしたその時───「404 Not Found」場所を特定する前に、そのページが削さく除じよされた。

一同：ええぇぇっ!?

ＧＭ：それだけじゃない。検索できたヒット数が、リアルタイムにどんどん減っている。

菫：なにこれっ!?　すごく情報規き制せいされてる!?

ＧＭ：が、ルインは達成値12を出したことにより、消去された情報のログをサルベージすることに成功。目撃情報が多いのは……現在、生徒の立ち入りを禁きんじている実験塔とうの周囲だ。

一同：おおお───っ!!

ルイン：よし、このウェブ魚ぎよ拓たくを保ほ存ぞんしておこう。

クロウ：く、本来は俺が持っていたはずの属ぞく性せいを、着々とルインが集めている気がする……くそっ、ネット時代の申し子がファンタジーの住人に負けるなんてくやしいっ！（一同爆笑）

ルイン：ともあれ、これで目撃される場所がわかったな。

菫：みーちゃん、やっぱりこの大学都市内にいるんだ！　行かなくちゃ……！

ＧＭ：と、菫が立ち上がった時。キミのメールアドレスに副会長ヒルダからメールが届いた。

菫：え？　なんて書いてある？

ＧＭ：「今から第七校こう舎しやの裏うらに来て。会長のＩＤの不正アクセスの証しよう拠こログを押おさえた。メールでは怖いので直接データを渡わたしたい」

菫：今から……今、何時ですか？

ＧＭ：だいたい夜の九時半ぐらいだな。

菫：……どうする？　わたしが第七校舎に行くべき？

ルイン：二手に分かれて調査するか？　片方を後回しにするとよくない予感が……。

クロウ：（少し考えて）……そうするか。ただ、注意すべき点がふたつ。みさとさんの顔を認識しているのは結城さんだけということ。

菫：あ、そっか。じゃあ、わたしは実験塔の方に行く。

フジヤマ：たしかに。では、エリン人組と、アーシアン組に分けまショウ。ミーとルインさんで副会長に会いに行きマス。

クロウ：わかった。じゃあ、そっちはくれぐれも注意してくれ。

フジヤマ：注意？　ホワイ？

クロウ：わからないか？　実はずっと気になってたんだ。もし、本当に生徒会長がシロだとすると……俺たちをダンジョンで殺そうとした奴は他にいるってことだろ？　そして、ダンジョンの設定を変えた人物のＩＤが生徒会長だと俺たちに教えた人物は───。

菫：あ……。




「……そう、生徒会副会長ヒルダ・ユンカースだ」







◆Middle09◆実験塔は夜の闇にそびえる




　人ひと気けのない場所で、弱い明かりに照らされた実験塔は、夜の闇やみの中に黒々とそびえ立っていた。鉄の柵に囲われたそこに、当然ながら人の気配はない。

　そして塔の正面にある鉄門は、来るものを拒こばむかのように固く閉とざされていた。




ＧＭ：それじゃ、まずは実験塔に向かったアーシアン組からいこうか。

菫＆クロウ：はーい！

菫：……でも、二手に分かれてよかったのかな。本当に副会長さんが犯人なら、みんなで行った方がよくなかった？

フジヤマ：いやー、ミーもそうしたいところデスが……第七校舎に呼び出したのは実はダミーで、そっちにおびき寄せておいて、実験塔の方でなにかしようとしてた可能性が……。

クロウ：たしかに。副会長は、パソコンやネットワークに強かったからな。さっきの情報削除もあの女の仕し業わざの可能性はある。でも、俺たちが実験塔のことを突き止めたから……。

ルイン：ああ、慌てて「今から会いたい」と連絡してきた。つじつまが合っている（笑）。

菫：じゃあ、こっちにヒルダさんがこっちに来る可能性も……。この塔ってどんな施設？

ＧＭ：この真っ黒で巨大な塔は、かつてオーカーがこの地に落ちた当初、エリンの技術を研究するためのものだったらしい。当時は、多くの実験をしていたが、今は使われなくなって閉へい鎖さされている。当然、立ち入り禁止の扱いだね。塔の近くにはあまり外灯がなく、周囲には人の気配もまったくない。

菫：うわー……不気味。

クロウ：なるほど。周辺にはひとっこひとりいない感じ？

ＧＭ：（少し考えて）……ない。ただ、塔の近くには警けい備びの詰つめ所があるな。

クロウ：説明するのも面めん倒どう臭くさいな。警備に見つからないよう、塔をぐるっと一周しよう。

菫：うんっ。みーちゃんがいないかどうか、確認しながら。

ＧＭ：では、キミたちは塔に近づいていく。真っ黒に塗ぬられたそれは、暗闇よりもなお黒く……ふたりの眼前に静かに佇たたずむ。

菫：なんだか、まがまがしい……。

ＧＭ：ではふたりとも、【感知】を振ってもらおう。

菫：えい！（ダイスを振る）９だから、13！

クロウ：よっ！（ダイスを振る）７だから、12だ。

ＧＭ：高いな！　10いってるからふたりとも気づく。耳が痛くなるほどの静せい寂じやくが満ちる中、耳を澄ませば聞こえてくるこんな声。（しわがれた声で）「あ、あああぁぁ……」

菫：えっ、怖こわいっ!?

クロウ：なんだこの『呪怨（ホラー映画）』で使われるようなうめき声は。

ＧＭ：「ああぁぁぁ……ああああああぁあ……っ」

菫：いや───っ!?　怖い怖いっ!?　幽霊っ!?

クロウ：大丈夫。幽ゆう霊れいなんてものはいない。だいたい風の音とか自然現げん象しようだから。

菫：そ、そんなこと言われても～っ!?（笑）

ＧＭ：（いきなり無駄に低い声で）「ねぇ……」

菫：ぎゃ──────っ!?

クロウ：俺もびっくりしたっ!?（笑）

菫：やだやだ怖い怖い……っ!!　実はホラー、ぜんぜんダメなんですっ!!（一同爆笑）

クロウ：ＧＭ、やめろよ！　うちのギルドマスターはピュアなんだぞ！（笑）

ＧＭ：と、とにかく！　菫は背後から肩かたをたたかれた。

クロウ：問答無用で《エアリアルスラッシュ》をぶち込む……っ！

ＧＭ：「ぎゃ───っ!?」と、悲鳴が上がった。ふたりが振り向けば、そこには詰め所の人が仰あお向むけに倒れていた（一同爆笑）。

菫：待って待って！　詰め所の人だよクロウくんっ！（笑）

クロウ：お、お、驚かせるんじゃねーよっ!?（笑）

ＧＭ：（無駄に不気味な声で）「むしろ驚いたのはこっちの方なんだけど。……こんな時間に、こんなところでなにしてんの、キミたちぃ……」

菫：あっ、あっ、あのっ……！（笑）

クロウ：しまった（笑）。なんとかごまかさないと。……すみません。エレイン先生とちょっと待ち合わせしてるんです。先生が来たらすぐ帰ります。

菫：あっ、うまいな、クロウくん！　助かった！

ＧＭ：「……じゃあ、詰め所においでぇぇ～」

クロウ：お、ありがたい！　誰かが来たらすぐわかるように、外の様子が見られる状態で、詰め所で待機させてもらっても？

ＧＭ：「どうぞどうぞぉぉ～……お茶でも出すよ～」

菫：いい人だった……声が怖いけど（笑）。

ＧＭ：「……ははは、よく声がホラーだって言われるんだ」（一同爆笑）

クロウ：にしても、さっきの変な声はなんだったんだ。ちゃんと調査もしないとな……。




　だが、結果としてみさとに関する手がかりをふたりは得ることはできなかった。

　その上で役に立つと思える情報は……この塔は基本的に、理事長の管理下にあり、ただし例外として、有事のために生徒会もその鍵を保持している───その事実だけだった。







◆Middle10◆夜の闇に響く音色




　菫とクロウが、塔の警備員と話をしている頃ころ……ルインとフジヤマは、塔から大きく離れた場所に位置する第七校舎にたどり着いていた。

　副会長ヒルダがここで待っている───そのはずだった。




ＧＭ：では、菫たちが実験塔にたどり着いたその頃……ということで、副会長と会うシーンをやろうか。フジヤマとルインは、副会長の指定した待ち合わせ場所、第七校舎の裏うら側がわまでやって来たところだ。さすがに夜ということもあってか、周囲に人の気配はない。

フジヤマ：あれ？　副会長はまだ来てない……？　ふーむ、少し待ちマショウか。

ルイン：そうだな、我々には待つことしかできない。……これはもしかして、呼び出しはダミーという線が現実味を……（笑）。

クロウ：でもこっちにも副会長、来なかったぞ。

ＧＭ：うひひ。ふたりは、ひたすら副会長を待った。ところが、一〇分が過ぎ、二〇分が経たち───三〇分が経けい過かしても、副会長は現あらわれる気配を見せない。

フジヤマ：……妙デスね。あの副会長さんの性格からすると、ちょっと想そう像ぞうできないデス。

ルイン：あの娘が連絡もなしに遅おくれてくるなど、考えにくいな。

フジヤマ：それデスよ！　ルインさん、副会長からメールとか来てマセン？（一同爆笑）

ルイン：残念ながら、スマホを持ってるのは菫だ。

フジヤマ：本当だ───っ!!（笑）

菫：こっちには連絡ないよ？（笑）

フジヤマ：ほう！　それでは、菫さんが副会長に連絡を入れておくべきだと思うのデス！　あくまで思いつきで！　あくまで自発的に……っ！（笑）

菫：は！　突然だけど、副会長にメールを入れた方がいい気がしてきた！　自発的に！（笑）

ＧＭ：なんだこの茶番（笑）。でも面白いから菫がメールを打ったことにしようか。では、いくら待っても姿を現わさない副会長にじれて、フジヤマとルインは一度、菫たちとの合流を考えた……その時だ。静せい謐ひつに満ちた深い夜の闇のどこかで、ふいに無機質なオルゴール音が響き始めた───（と、メロディを口ずさむ）。

菫：やだやだっ、演出怖いよっ!?

ルイン：『着信アリ』じゃねえかっ!?　死の着信音！　懐かしいわ！（笑）

フジヤマ：な、なんの音デショ？　探してみマスか！

ＧＭ：探すまでもない。その音……おそらくスマホの着信音は、目線のすぐ先にある茂みの中から聞こえてくるとわかる。そして───見つけた。

フジヤマ：ミーはなにを見つけてしまったのっ!?　ぺちゃ、となんか暖かい液体を踏ふんじゃったり、つまずいたりしちゃったのォっ!?（笑）

ＧＭ：いいねぇ、その演出！　では闇の中、ふたりが音の発信源を探して歩いていると……先に立って歩いていたフジヤマは、なにかに足を取られてつまずいた。

フジヤマ：痛っ！　転んじゃったデスよ！　誰デスか、こんなところに物を置いたのは！　危ないじゃないデスか！

ＧＭ：だが、それに対する返事はない。

フジヤマ：ま、まあ？　ものが返事したら困りマスし？　そもそもミーたち以外は誰もいないらしいデスし……返事があったら怖いデスよ。それで、なにが落ちてたのデショウ？

ＧＭ：キミがつまずいた辺り───藪やぶからなにか棒ぼうのようなものが突きだしているのがわかる。どこかなまめかしく白いそれは、闇の中で浮かび上がり───。

フジヤマ：なんデスかもう！　こんなものをここに置くなん……ぼ、棒？（一同爆笑）




　おそるおそる、フジヤマは〝それ〟を確認する。

　細長い棒状のものが二本、不自然な形で茂みの中より突きだしていた。

　闇にぼんやりと白く浮かび上がる〝それ〟は───……




　人間の少女の、足だった。

菫＆フジヤマ：ひっ、ひいぃ───っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ちょっと待て、なんで菫まで驚いてるんだ。

菫：わ、わたし怖いのダメだって言ったじゃないですかあっ!?

フジヤマ：ひっ、人の足ぃ!?　な、ななななんでこんなところにぃっ!?

ＧＭ：転んだキミがふと手を見ると、ぬるついた赤黒い液体がべったりと付着している。

フジヤマ：ひっ！　ひいぃ～っ!?（笑）

ルイン：フジヤマくん、どうした……あっ!?　あああ───っ!?（一同大爆笑）

フジヤマ：ノ───ッ!?　ミーじゃない!!　来たら倒たおれてたのデス!!（笑）

ＧＭ：茂みの中に倒れているのは……そう、副会長ヒルダだ。だが、かろうじて息はある。
















ルイン：キミが黒幕とか疑ってすすすすまん……っ！　容疑者かと思って会いに行ったら、殺されてる！　なんだこの『火曜サスペンス劇場』『土曜ワイド劇場』的展開はっ!?（笑）

フジヤマ：死んでないデス！（笑）　しかしいったい誰がこんなひどいことを！

ルイン：とにかく、急いで手当てをしなければ！　《ヒール》をかけてあげよう。

ＧＭ：ＯＫ、身体的外がい傷しようは治ち療りようできたことにしよう。ただし、意い識しきは取り戻さない。

フジヤマ：そ、そうだ、凶きよう器き、凶器はないんデスか!?

ＧＭ：少なくとも、周囲にそれらしきものはない。フジヤマは【感知】の判定に成功しているから、凶器が持ち去られた様子もないことはわかるな。

フジヤマ：だとすると、考えられるのは……落下？

ルイン：そういえば、校舎裏だったな。とすると、屋上から突き落とされたのか……？

フジヤマ：藪がクッションになって助かったのデショウか。あと一歩遅おそかったらどうなっていたことやら……一応、校舎を見てみマスが……誰もいない？

ＧＭ：誰もいないね（笑）。眼前には、巨大な校舎がシルエットとなってそびえるのみだ。

ルイン：とにかくこれはあくまで応おう急きゆう手当て。医い務むの先生に見せないと。

フジヤマ：誰かを呼ぶ!?　連絡手段は!?

ルイン：ない！（一同爆笑）

フジヤマ：は！　副会長の端末を借りて、塔に向かったふたりに連絡を入れマショウ！　「てぇへんだ！」とおふたりに事情を説明しマス。

クロウ：きっと俺たち、三杯目のお茶を飲みきって、警備員さんの若わかい頃の話を聞かされまくっていたところだ（一同爆笑）。

菫：う、うん。だんだん間が持たなくなってきた！（笑）

ルイン：いかん、ふたりを待っている余裕はなさそうだ。それでは、彼女は私が運ぼう……と言いたいのだが、【筋きん力りよく】が低くてきっと持てない───っ！（一同爆笑）

フジヤマ：そういえばそうだった！（笑）しかたがない、一緒に運びマスよ……！

ＧＭ：……と、ふたりが重傷のヒルダを抱え、この場を去ったところでシーンは終了だ！







◆Middle11◆推測と確信




　生徒会副会長ヒルダ・ユンカースは、校内の病びよう棟とうへと運ばれた。

　フジヤマたちからの連絡を受け、その場に駆けつけた菫とクロウはヒルダのひどい状態を目にして言葉を失った。




ＧＭ：では、次のシーンに入ろう。ルインとフジヤマが、怪我をした副会長を病棟に連れていき……連絡を受けた菫とクロウが合流するって場面を作ろう。

フジヤマ：てぇへんだぁ！　てぇへんだぁ……っ！　ミーらは病棟に副会長を連れてきまして……。

菫：あ、そこに到とう着ちやくしてもいいですかっ？

ＧＭ：ＯＫ。では、塔に行っていた菫とクロウも同じタイミングで病棟に駆け込んだ。

ルイン：おお、ふたりとも！　かくかくしかじかな状況だ！

菫：ええっ、ヒルダさんが!?

クロウ：しまった、黒幕じゃなかった！　これは本当に証拠を握ってて、狙われたか。

ＧＭ：「んぁ～？　ど～したの、そんなあわててぇ……ひっく」「怪け我が人にんか？　偶然だな。俺はプロテインをもらいに来た」

菫：マッスル先せん輩ぱいとエレイン先生っ!?（笑）

フジヤマ：っていうかなんでここに!?（笑）

ＧＭ：「いやぁ？　ちょっと彼と話してたのよぉ」

フジヤマ：先生が、寮長となんの話を……。

ＧＭ：「生徒会長が泣いてたって話」（一同爆笑）

菫：……って、そんなことより、ヒルダさんの状態は!?

ＧＭ：そこでマッスル先輩が、ルインに背負われた少女に気づく。「……な！　副会長のヒルダか!?」エレイン先生もその声に、驚きの声を上げた。「どうしたのよ彼女、ひどい怪我じゃない！　どこから落ちたの!?」

ルイン：おそらく校舎の屋上から落ちたのではないかと……。そうだ、医務の先生はいますか！　急患です！　怪我人です！

ＧＭ：「待ってて、呼んできてあげる」と、先生が病棟に駆け込んでいく。

クロウ：…………。

ＧＭ：やがて飛び出してきた医務の先生が、血まみれの副会長を見て険しい表情を見せる。そして、彼女の負ったダメージが深刻である、と判断。手術が行なわれることになる。「これより、魔術と外科的手術の複合術を始める！　患者をオペ室へ！」

菫：ヒルダさん、大丈夫かな……？

クロウ：……助かると願うしかないな。そうだ、手術に入る前に医務の先生にこっそり聞きたいことがあるんだけど、いいかな。

ＧＭ：こっそり？

クロウ：うん、誰にも聞こえないように、こっそりと。……さっき診察した時に、副会長、携帯端末以外になにか持ってなかった？

ＧＭ：「いや、なにも」

クロウ：ふーん……（少し考え込み）ありがとう、彼女をよろしくお願いします。




　そして、手術が始まった。

　重苦しい空気の中、手術室の前で待つ一同。そして数時間後───




ＧＭ：……では、明け方となり、長い手術の執刀を終えた医者がキミたちの前にやって来て事情を説明してくれる。あ、エレイン先生は理事長に報告に行ったので、今は不在だ。

フジヤマ：ともあれ、先生！　どうなんデスか！　と、詰め寄る。

ＧＭ：「最初の応急処しよ置ちがよかったのだな。一命は取り留めたよ」

クロウ：どういう怪我だったんですか？

ＧＭ：「ああ、傷の具合からして高所より落ちたものと思われる。かなり傷きずも深くてね、本当によく生きていたな。全身打だ撲ぼくと身体の各所に裂傷。臓器に致命傷がなかったのが幸いだ。おそらく、落下中に木かなにかがクッションとなったのだろう」

フジヤマ：おお、ミーたちの見立て通り。

菫：ねえ、待ち合わせ場所って、第七校舎の裏だよね？　なら、高いところから落ちてくる意味がわからないよ。屋上に行ったってこと？

クロウ：たしかに変だな。

フジヤマ：まあ、飛行できるエネミーやドゥアンの天翼族オルニスなどが空まで持ち上げて落とすなど、やり方はいくつか考えられマス。手段を論ろんじるのは、このエリンでは意味がないデス。

菫：うう、さすがファンタジー世界！　少し不思議！

クロウ：いずれにせよ、副会長の持つ情報が邪じや魔まで、かつ、俺たちを邪魔に思う第三勢せい力りよくからの攻こう撃げきと見るべきだな。でも、敵の目的がわからん。なぜ、俺たちを狙う？

菫：たぶん、みーちゃんに絡からんだこと……そういえば、オープニングで変な夢を見たな。

クロウ：そういえば、夢じゃなくて助けを求めるみさとの思念がもれてきたもの、ってＧＭが言ってた！　ジョークっぽく言ってたからスルーしてたが……どんな夢だっけ。

菫：みーちゃんが縛しばられてて、鈴がどうとか、それがなんかを引き寄せる、とか？

クロウ：鈴？　引き寄せる？　なんてファンタジーな会話なんだ。

フジヤマ：それはよくあるパターンデス！　強い魔力や資質を持つ人を触媒に、強い魔族を呼び出すとか。

クロウ：たしかによくあるな！　ＲＰＧやラノベやアニメで！（笑）

ルイン：あ、副会長のスマホに情報が入っていないか？　彼女は、なんか犯人の証拠を押さえたっぽいからな。

ＧＭ：そこは調べたけど、それらしいものはない。

ルイン：すると、ＵＳＢメモリみたいなものにデータを入れていた、とか？

フジヤマ：ＵＳＢメモリ！　なんてファンタジーな会話なのか！（笑）

クロウ：いいぜ、この挑ちよう戦せん……受けてやろうじゃないか。

菫：わたし、また塔に行きたい！　実験塔の中が見たい！

ルイン：ならば、生徒会長に協力を求めた方がいいかもしれないな。

菫：協力してくれるかな。

クロウ：大丈夫。俺たちは生徒会長の青春の黒歴史を握っている！（一同爆笑）

菫：そっか！　それじゃあ、五行さんのところに行こう！

ルイン：では、私は残ろう。副会長が再び狙われる可能性もある。

菫：わかりました！　お願いします！

クロウ：（少し考えて）……あ、出る前にひとつ、みんなに話しておきたいことがある。俺らだけでちょっと外に出ていい？

ＧＭ：ＯＫ。では、部屋に医師とマッスル先輩を残して外に出た。

クロウ：では、みんなに俺の考えを語る。ちょっと仕掛けを打つぞ。

菫：仕掛け？

クロウ：たぶん、黒幕がわかった。

一同：えぇ……っ（笑）。

クロウ：でもまだ確信がない。だから、あぶり出したい。まあ、聞いてくれ───。




　クロウは、自分の考えをその場にいた全員に語った。

　彼の推測を聞き、最初は「え？　まさか」と半信半疑な反応を見せる。

　クロウの言葉に、最初に同意したのは菫だった。




菫：なるほど……そういえばあの人、明らかにおかしな発言してた。あれ、と思ったんだ。

フジヤマ：しかし、あんな面白い人が……（笑）。

ルイン：このセッションのＮＰＣ、面白キャラしかいないがな！（笑）

クロウ：まあ、見てろって。絶対にあいつ、こういう展開にしてくるから。

ＧＭ：……（笑）。

クロウ：とりあえず、病棟に戻って話をしよう。




　クロウは、その場にいた医師に耳打ちをした。

　医師はいぶかしげな態度を見せたものの、申し出を了承する。




ＧＭ：「……？　それが頼み事かね？　まあ、かまいませんが」

クロウ：それが、少なくとも数日は副会長の身を守ることになるかもしれないんだ。

ＧＭ：では、話がついたところで……そうだな、エレイン先生が顔を出す。「……おはよう、みんな。副会長の容態はどう～？」

菫：あ、先生。一命は取り留めたみたいですけど……。

ＧＭ：「しかし、まだ予断は許しません」菫の言葉を受けて、医師が告げる。「少なくとも一〇日は目を覚ますことはありますまい」

フジヤマ：まあ、生命が助かっただけでもよかったデス。

ＧＭ：その言葉に、エレイン先生は頷く。「そうね、本当に。なら、今日は寮に帰って休みなさい。本当にご苦労様。明日は武闘大会が始まるし……しっかり寝ねて、備そなえておきなさいね」とキミたちを気き遣づかってくれる。

菫：え？　わたしたち、出る必要あるの？（笑）

ＧＭ：「え、出ないつもりだったの？　生徒会長に申告しちゃったわよ～っ!?」

クロウ：まあ、面白そうだし出るのはかまわないんだが（笑）。マッスル先輩はどうする？

ＧＭ：「では、俺も残ろう」とマッスル先輩。「副会長がいなければ、五行も困るしな」

菫：先輩も徹夜なのに残るんだ？

クロウ：じゃあ、俺たちは寮に戻る前に、生徒会長のところに報告に行く。たぶん、副会長のことを誰も報告してないし、塔のことも聞きたい。先生、ここは任せていいか？

ＧＭ：「え？　うーん……テストの採さい点てんとかあるんだけど……いいわ。私がここに残る。なにかあったら報しらせるわ」

クロウ：オッケー。ありがとう、これで安心してこの部屋を出ていけるよ。

ルイン：ふうむ、私ももうしばらくここに残っておこう。

クロウ：ああ、任せた。先生、マッスル先輩、ルイン……三人もいれば、黒幕の手から副会長を守れるだろうしな。

菫：じゃあ。会長のところに行こう！

ＧＭ：ＯＫ。では、菫、クロウ、フジヤマの三人は病棟をあとにした……ってとこでシーンを切ろうか。

一同：ういっす！

菫：じゃあ、最後に生徒会室に向かいながら……クロウ君に言います。




「……すごい。ほんとにクロウ君の言ったとおりになったね」







◆Middle12◆策略を巡らして




　生徒会長・五行清秋にとって、もっとも努力をした夜は終わった。

　窓から差し込む朝の光を浴びながらコーヒーを口にし……満足感に浸ひたる。

　その苦労が、徒と労ろうに終わることも知らずに。




ＧＭ：では、ルイン以外の三人が、生徒会長のところにやってきた場面を始めよう。シーンの舞台は、生徒会長室だ。さて、キミたちがそこにやってくると、目の下にくまを作った生徒会長がおもむろに立ち上がって不ふ敵てきな笑みを浮かべた。「ふふふ、待っていたよ、諸君」

菫：かいちょーう！　お願いがあります！

ＧＭ：「キミたちの用よう件けんはわかっている。安心したまえ」

フジヤマ：おお、わかっているなら話は早い！

ＧＭ：「すでに手配は終わっている！　私はひと晩をかけて各方面を説得、許可をもらい、難なん色しよくを示しめす者はこの弁べん論ろんをもって片かた付づけた！」

菫：はい？

ＧＭ：「喜びたまえ……っ！　キミたちに───外出許可を与えようっ！」

フジヤマ：そこはもうどうでいいわ───っ！（一同大爆ばく笑しよう）

クロウ：…………うん。それ、もういいや。

ＧＭ：「…………は？」

フジヤマ：あ、そうか……会長は、そこで話が止まってマシタ……忘れてた。

菫：あ、あの……本当に申もうし訳わけないんですけど外出許可の話はもういらなくなって……。

ＧＭ：「キミがなにを言っているのか、僕にはさっぱりわからないんだがっ!?」（一同爆笑）

菫：ごめんなさい───っ！（笑）

フジヤマ：それにはいろいろと事じ情じようがあるのデス……（笑）。

クロウ：まず、落ち着いて聞いてほしい。ひとつ事じ件けんが起きたんだ。

ＧＭ：「いやいやいやっ、もうこれ自体が事件だろう……っ!?」（一同大爆笑）




　というわけで、三人はいきさつを説明した。

　副会長のヒルダが重傷を負ったこと。彼女がなにか学校の陰で蠢うごめく陰謀の情報を握り、その隠いん蔽ぺいのために襲われたらしいこと。また、実験塔周辺で現代世界から来たと思われる少女の目撃情報があること。そして、塔の中から不ふ穏おんな唸うなり声が聞こえてきたこと……などなど。




ＧＭ：生徒会長はこめかみを引きつらせながらも話を聞き……しだいに落ち着きを取り戻していく。そして、しばらく考えたあとに言う。「ふむ。たしかに最近、実験塔周辺にそんな噂があるのは事実だが───」

菫：最近？　最近の話なんですか、その噂って。

ＧＭ：「そうだ。具体的には、お前たちがエリンにやって来た頃からだな」

菫：えぇ……っ！

クロウ：ビンゴっぽいな。ちゃんと調べてなかったけどさ……あの塔ってなんなんだ？　この学校が転移してきた時に使われていた実験施設、とか聞いたが。

ＧＭ：「……科学、魔術を駆使して多くの実験が行なわれたが……最も力を入れていたのは〝召喚術〟だな。当然だろう？　それを研究すれば、地球へと帰還する方法が見つかるかもしれないからな。しかし結果は出せず、研究は一時的に凍結された」

菫：召喚……。

クロウ：その時の実験器具とかはまだ塔の中にあるのか？

ＧＭ：「ある。あきらめたわけではないからな。ただ、技術が追いつかない。学校と大量の人間ごと地球へ転移するには、膨ぼう大だいな魔力やその資し質しつを持ったを触しよく媒ばいが必要らしくてな」

一同：…………。

菫：どこかで聞いた話が……。

フジヤマ：あのー……その触媒っていうのは人間でもよいノデ？

ＧＭ：「もちろんだ。もっとも、現状の技術ではそんな膨大な魔力や強い意思など扱いきれるものではない。扱おうにも、装置の稼か働どう段階で魔力の大半が漏ろう出しゆつ……必要な出力に達しないそうだ」

菫：魔力や意思が漏出……？

クロウ：なあ、漏れ出した意思って……それって人の夢に干かん渉しようしたり、幽霊のように実体となって現われたり───しないよな？

ＧＭ：「可能性はある。事実、過去にもそういう事故があったそうだ」

一同：それだ──────っ！（笑）

菫：じゃあ、わたしが見た夢も、街の中で見かけたみーちゃんもそれが原因っ!?　会長に、その話を伝えておきます！

クロウ：ビンゴだな。みさとさんは、あの塔の中で何者かに触媒にされていると見ていい。会長、あの塔は生徒会の管理なんだろ？　鍵はあるか？

ＧＭ：「ああ。すべての生徒会管理の鍵は……ここにある」と言って、彼は壁のキーボックスを開く。「ええと、実験塔、塔……む？　……塔の鍵がない」

菫：ええええええええ──────っ!?（一同爆笑）

クロウ：おーい！　ちゃんと管理しとけよぉっ!?（爆笑）

ＧＭ：「おかしいな……誰かが持ち出したのか？」彼はパソコンのキーボードを叩き、記録を閲覧する。「……記録がない。いや、その部分のデータが抹まつ消しようされている」

クロウ：予備のキーは？　ますます塔の中を調べたい。

ＧＭ：「理事会に申しん請せいすればマスターキーを出してもらえる……が、少し時間がかかる」

クロウ：……となれば、まず黒幕を確定させる方が優先か。

ＧＭ：「……副会長の件といい、実験塔のことといい……なにかよからぬ陰謀が進行している可能性が高い、か。すると、例の件も……」

菫：例の件？

ＧＭ：「ああ。近く、この周辺に多くの転移が発生する可能性が示し唆さされていてな。我々は、このオーカーが転移してきたのと同じ規模の事象がありえるとして、準備中だったのだ」

フジヤマ：うわー、それはきっとアーシアンの転移じゃないわー。

ＧＭ：会長は、少し思案してのち声をあげる。「……ふむ、明日からの武闘大会は即そつ刻こく中止とし、緊急事態に備そなえ……」

クロウ：いや、大会はそのまま運営してほしい。

一同：え？

クロウ：絶対に黒幕は前と同じことをしてくる。奴の行動が、そう物語ってる。だから会長……あんたに頼みたいことがある。




　───そう告げるクロウは愉ゆ悦えつに満ちた表情を浮かべた。







◆Middle13◆決意と決断




　翌日、学園中の生徒たちが、ぞくぞくと闘技場に詰つめかけてくる。

　武ぶ闘とう大会は予定通り開かい催さいされ、集まる参加ギルドの中には、結城菫率いる〝ヴァイオレット〟の姿もあった───。




ＧＭ：というわけで、次のシーン……武闘大会当日のシーンに入ろう。昨日は特に大きな問題が起きることもなく、あいにくの曇り模様ながら無事に大会当日を迎えた。

フジヤマ：ついに武闘大会の朝になっちまったでごわす。

ＧＭ：というわけで、大会のルールは以下の通りだ。





・参加するギルドは、全部で８チームあり、四チームずつがＡブロックとＢブロックに分かれている。トーナメントスタイルで試合が行なわれ、勝敗はダイスによる判はん定ていとなる。

・チームにはそれぞれ「戦闘力」いう値が設定されており、それに＋２Ｄ６して達成値を計算、試合の勝者を決定する。フェイトは使し用よう可か能のう。判定はチーム内の誰が行なってもよい。

・同どう値ちの場合は、同じ条件で振り直す。なお、ファンブルが出ると即そく座ざに負けが確定する。

・チームの勝敗を予想し、所持金を賭かけることも可能（自分たちの試合で賭けるのは不可）。






菫：お金を賭けられるんだ！　みんなの装備を調えよう！

ルイン：できることならばサークレットがほしいな！（笑）

ＧＭ：あきらめてないな（笑）。なお、キミたちはＢブロックに所しよ属ぞくしている。Ａブロックの一試合目はガートルード率ひきいる「ブラックロータス」対「学園の風紀委員会チーム」だ！




　Ａブロック一試合目は、ガートルードの的てき確かくな指し揮きにより、ブラックロータスがあっさりと風紀委員チームを制せいした。

　続く二試合は、マッスル先輩率いる「第一寮チーム」と、ユーカリ王国なる国によりやってきた外部ゲスト……「聖弾チーム」の戦いだ。ゲストチームは覆ふく面めん神官と覆面魔ま術じゆつ師し……たったふたりだったにも関わらず、寮長チームは一歩及およばず、魔術師の放つ水の魔法をまともに食くらって倒れた。

　なお、菫たちはマッスル先輩率いる寮長チームに掛け金を投じており……。




菫：ああ───っ、掛かけ金の一〇〇Ｇが消えた……っ！（一同爆笑）

クロウ：（謎の覆面魔術師になって）ふふふ、しょうがないな。俺、強いもんな！

フジヤマ：つまり、この惨劇はアンタのせい!?（一同爆笑）

クロウ：文句はにーやんに言って!?（笑）




　この謎の覆面神官および魔術師の正体は、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ 聖弾のルーチェ』の登場人物、神官のルーチェと魔術師のベルダーである。同作品を未読の方のために解説しておく。なお、ベルダーのプレイヤーはクロウと同じく浅見正義である。




ＧＭ：それではＢブロック、つまりキミたちの出番になるぞ。

菫：よぉしっ……みんなっ、いっくぞーっ！




　Ｂブロックの初戦は、現代地球人の少女菫が率いるギルド「ヴァイオレット」と、メンバー全員がメイジというギルド「エレメンタラーズの弟で子し」の対戦だった。最初から強きよう敵てきにぶち当たったものの、クロウがフェイトをたたき込み、どうにか勝利をもぎ取った。

　二戦目の「ゲーム部」ＶＳ「冒ぼう険けん同好会」は、戦術を駆く使しした前者が勝利を収める。

　なお、先ほどは賭けに負けた菫たちだったが、以後は好調に予想を当て……。




菫：やった！　お金が[image: 550]Ｇになった！

ＧＭ：堅けん実じつに賭けて稼かせいでたからね（笑）。ともあれ、これで戦いはブロック決勝戦へと突とつ入にゆうする。まずはＡブロック「ブラックロータス」ＶＳ「聖弾チーム」！




　両者ともに実力者だけあり、戦いは激はげしい接せつ戦せんとなった。

　だが、ガートルードの巧たくみな指揮と戦せん術じゆつによって、「ブラックロータス」は外からやって来た謎のふたり組チームを見事に打ち破やぶった。




ＧＭ：ルーチェとベルダー、出番終わり。

クロウ：もう終わりかよ！（笑）　ええいっ！　次は俺たちの番か、やってやるぜ！

菫：うん、がんばろう！




　そしてＢブロック「ヴァイオレット」ＶＳ「ゲーム同好会」の試合は、フジヤマがフェイトを使い、危なげなく勝利を収めて終了し───。

　決勝戦、「ヴァイオレット」ＶＳ「ブラックロータス」の試合が始まった。

　闘とう技ぎ場じようにて菫たちと相対するのは、黒い甲かつ冑ちゆうに身を包つつんだメンバーと、それを率ひきいる〝紅あか髪がみの戦せん姫き〟のふたつ名を持つ少女ガートルード。

　観客の誰もが、エリートギルドたる「ブラックロータス」の勝利を確かく信しんしていた。




ＧＭ：それでは、判定に移うつろう。キミたちは２Ｄ＋７、ブラックロータスは２Ｄ＋10だ。なお、倍ばい率りつはブラックロータスが[image: 1.5]倍、キミたちが３倍だな。フェイトは使う？

菫：ここは使わない。ここで勝つことが、わたしたちの目的じゃないんだから！　力を示したいわけじゃない。ただ、友達を助けたいだけ！

クロウ：ああ。フェイトはそろそろ温存しよう。結城さんの判断に従う。

ＧＭ：「ブラックロータス」のメンバーは、上質の黒い鎧よろいで身を固め……一いつ糸し乱みだれず、キミたち四人の前に整列した。

ルイン：ガートルード様……お手て合あわせ、よろしくお願いいたします。

ＧＭ：そう告げたルインは、違和感を覚えた。

ルイン：違和感？

ＧＭ：そう、ガートルードの目に光はなく、その意思も感じられない。通常、試合前には互いの健闘を祈って言葉を交わすのが彼女の習わしだが……今日は、その様子がない。
















ルイン：これは……。

ＧＭ：「では試合を開始する！　礼！」審判の掛け声が上がった……と、同時に。ガートルードは礼をすることなく、地を蹴けって走り、斬ざん撃げきを放つ！（ダイスを振る）達成値17！

菫：11以上で勝ち……お願いっ！（ダイスを振る）　ファンブルだ───っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：わははは（笑）。では、勝負は一瞬で決着した。菫たちが礼をした直後、斬撃と魔法が雨あられと飛来し……キミたちは吹っ飛ばされた。「……勝負あり！」と審しん判ぱんは宣言する。




　……そう、戦いは始まった瞬間に終わった。

　奇襲に混乱した菫たちが、なんとか気を取り直して立ちあがろうとしたところに、ガートルードは左手を差さし伸のべる。




菫：え？　あ、ありが……。

ＧＭ：ガートルードはそのまま菫の腕うでを摑んで押さえつけ、右手の剣けんをキミに突き立てる。

菫：ちょっと……っ！

クロウ：（ぼそりと）やっぱり俺たちを殺しに来たか。ダンジョンの時と同じく。

ＧＭ：その瞬間だった。「……かかれ！」周囲に待機していた一〇人ほどの会場スタッフ……いや、それに扮した生徒会スタッフが、一斉にガートルードに飛びかかって抑え込んだ。

一同：おお……っ！

ＧＭ：「諸君、ご苦労だった。ふん、間に合ったようだな───」眼鏡をくいっと直しながら、生徒会長がキミたちの背後に立った。

一同：生徒会長───っ!!

ＧＭ：「やはりガートルードさんが黒幕…………のはずもなく」

クロウ：ああ、ちがう（笑）。ガートルードさんの様子は？

ＧＭ：取り押さえられた彼女は、まるで人形のように抵抗をすることもなかったが……ふと正気を取り戻した。「……う。私は、なにをしていた？　記き憶おくが、ぼやけて……」

クロウ：……やはり何者かに操られていたか。大丈夫。悪い夢ゆめを見ていただけだ。

ＧＭ：「……悪い、夢？」それだけ言って、彼女は意識を失った。その後、彼女は担たん架かで闘技場の外へと運び出されていく。

クロウ：……不思議だ。これはゲームだ。たかがゲームのＮＰＣ、たかがひとつのイベントが済すんだだけなのに、俺の中でやり場のない怒いかりが燃もえている。

菫：……その気持ちが大事だよ。それが友達ってことなんじゃないかな。

クロウ：友達、か。

ＧＭ：では、キミたちがガートルードを見送ったのと入れ替わり、心配そうな表情のエレイン先生がやってくる。「……みんな、大丈夫～？　なにがあったの？」

クロウ：………ああ。全員、無事だよ───エレイン先生。




　クロウはそう告げたあと……一いつ拍ぱくの間を置いて、こう言葉を続けた。




「───じゃあ、そろそろ教えてもらおうか？　なんで俺たちの生命を狙った」




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：……クロウの言葉に一瞬、場が静まりかえった。最初に言葉を発したのは先生だ。「……やあね、なに言ってるの～？」

クロウ：ごまかしても無む駄だだ。こっちはもう確かく証しようがあるんだよ。

ＧＭ：「確証？」

クロウ：ダンジョンのモードを切り替えたのも、ガートルードさんに俺たちを殺させようとしたのも、副会長を襲ったのもあんただよ。

ＧＭ：「もう！　なんのためにあたしがそんなことを～？　先生、怒りますよ～？」

クロウ：なんのため？　ある儀式を実行するためだろ？　あんたは、結城さんの親友であるみさとさんを地球から召喚し、儀式の触媒にしようとしている。そしてあの実験塔に、彼女は幽ゆう閉へいされている。だろ？

ＧＭ：そこまで聞いて、ふいにエレインの目がすっと細まり……これまでの彼女にはそぐわない冷笑を浮かべた。「───どこで気づいた？」

菫：失言しましたよね！　ヒルダさんが病棟に運ばれた時、先生はこう言いました。「……どこから落ちたの」って。あれ、変だな、って思った。

クロウ：たしかに副会長は校舎の屋上から落ちて大怪我を負った。でも、病棟に運ばれた段階ではわからなかったはず。診断結果は、出てなかったんだよ。

ルイン：つまり、落ちたという事実を知っているのは彼女を襲った犯人だけだ。くいくい。

ＧＭ：「……ああ。しゃべった瞬間に『しまった』とは思ったのよね」

クロウ：先生が犯人と考えれば、いろいろ見えてくる。あんた、俺たちがこの世界に来た時からずっと俺たちの味方だったじゃん？　でも、ちがった。あんたは俺たちが、邪魔だったんだ。だから俺たちがダンジョンでテストするよう、後押しもしてくれたんだよな。

フジヤマ：ミーたちを殺すためにダンジョンに放り込もうとしてたわけデスな。

ＧＭ：「───正解。でも失敗しちゃったからね、だからそのあとは学園の外に追い出そうと努力したのよ？　理事長室で、外に行きたいっていうあなたたちの希望を後押ししたり、生徒会長を口く説どき落とすために弱点を探せって焚たきつけたり」

菫：つまり、わたしたちに協力してくれたわけじゃなかった。

ＧＭ：「そう。外出許可を取らせ、学校外に追い出したかっただけ」

クロウ：あんたさ、ミスしたよな。俺たちがみさとさんを校内で見つけて、学校の外に行くのを中止した時から、明らかに意見が変わった。あれがまずかったよ。

ＧＭ：「……まずかった？」

クロウ：うん。俺たちの希望に沿わない行動を取り始めたろ。学校外に出すことばかり強く勧めてきた。こっちにその気がないのに、外出許可を取らせようと武闘大会で成果をあげるよう言ってきたし。もう、違和感ばりばり。

菫：よくわかったね!?　先生、いい人って思ってた！（笑）

ＧＭ：ほんとだよ。そこで違和感を覚えるとか……心がねじ曲がってるんじゃないか。

クロウ：にーやんに言われたくないよっ！（笑）

フジヤマ：で、ミーたちが学校内の捜索を決めたから、無理に出場参加を決めて武闘大会で殺す作戦にシフトした……と。根性ねじ曲がってイマス。

クロウ：一話のダンジョンの時と同じだ。俺たちを殺そうとするのは想像ついたからなー。

フジヤマ：ふつう、想像つかないからっ！（笑）

ＧＭ：「───なるほど、ちょっと焦あせっちゃったわね。それで、生徒会のチームを闘技場内に配置するよう頼んでおき、事が起こったら迅じん速そくに対応できるようにした、と。でも、すべては推測よね？　推測だけでそこまで……」

クロウ：確信がある、って言ったろ。お前が黒幕だという明確な証拠があるんだよ。と、ここであの人に登場してもらいたい！　出てきていいぞ、副会長！

ＧＭ：うむ。では、闘技場への出入口のひとつ……その奥の通路より、車くるま椅い子すに腰掛け副会長ヒルダ・ユンカースが姿を現わす。エレイン先生も、さすがに驚きの様子を見せる。「……どういうこと？　一〇日は意識が回復しないって───」そう言いかけて、はっとなにかに気づく。「……引っかけたわね」

クロウ：そうだ。医務の先生に、頼んだんだ。……エレイン先生の前で、副会長が意識を取り戻すのに一〇日はかかると言ってくれ、って。




　[image: 257]ページを参照してほしい。

　この時、エレインがほぼ黒幕と気づいたクロウは、自分の考えを全員に話し、彼女をどう追い詰めるかまで相談していたのである。




ＧＭ：ヒルダは、車椅子に座ったまま、ＵＳＢメモリの刺さったタブレットを操作して……全員にその画面を向ける。「……これ。隠蔽されていたダンジョンの記録ログ。自分のＩＤを、生徒会長のものとして偽ぎ装そうしたのは───エレイン先生」

クロウ：ということだ。ダンジョンで俺たちを殺そうとしたのがあんたなら、それは黒幕であることを示す。……いやあ、うまく引っかかってくれたよ。副会長の意識がしばらく戻らないって思えば、彼女にトドメを刺すのは後回しでよくなる……そうだろ？　彼女は比較的安全になるわけだ。で、俺らは隙すきを見て副会長から証拠をＧＥＴ、と。

ＧＭ：ったく、めんどくさいことしやがって！（笑）　これ、どーやってリプレイを書くんだ！　病棟で仕掛けを打った段階で犯人がほぼ特定できてたのに、それを読者に隠したままネタをばらしまで引っ張らないとだめじゃん！（笑）

クロウ：そこはにーやんが考えることだっ！（断言）

フジヤマ：なお、今回の最大の被害者は生徒会長。最初からあいつの言うとおりにしておけば……恥ずかしいポエムを暴露する必要はなかった！

菫：ごめん、会長！　「邪魔なクソ眼鏡めがねだな」って思って！（一同爆笑）

ＧＭ：「……響ひびきみさとは、たしかに私が召喚した者。儀式の触媒として、ね。彼女には特とく殊しゆな力があるの。優ゆう秀しゆうな〝鈴〟になれる資質と魔力を持っているのよ。かの音色は世界の外にいる我がの眷けん属ぞくたちを呼び出すための力。触媒になれる子を探さがすのは、苦労したんだから。……ぞくぞくしない？　無数の魔族がこの世界に呼び寄せられ、蹂じゆう躙りんする様さまを想像すると」

クロウ：なるほど、儀式ってそういう計画なのか。生徒会長の言って話にも繫つながるな。

菫：じゃあ、今、みーちゃんは……。

ＧＭ：「ええ、彼女の精神は私の支配下にある。優秀な鈴とするために、意識なんて邪魔。だから彼女から意識、視し覚かく、聴ちよう覚かくを奪い───」

菫：みーちゃんになんてことを───っ!?

フジヤマ：ガートルードさんを操ったのも、その力デスか。

ＧＭ：「ええ。でもね、響みさとの意思の力は強く、完全な支配下には置けていないのよ。どれだけ外界からの情報を遮しや断だんしても、彼女の心の奥にはひとつだけ邪魔なものがある。……それが彼女の大切な親友である結城菫……あなたへの想いよ」

菫：わあっ！　なんだこの感動的な展てん開かい───っ!!

ＧＭ：「あなたは閉ざされた響みさとの心に唯一、干かん渉しようできる存在。それをめざとく見つけ、送り込んできたあの三下女神……本当によけいなことをしてくれた」

フジヤマ：三下女神って!!　新しい単語すぎるでしょ!!（一同爆笑）

ルイン：つまりあの手この手で我々を学外に追い出そうとしてたのは……。

ＧＭ：「……ええ。すべては学校内にいる、響みさとに結城菫を近づけたくなかっただけ。とても邪魔なのよ、あなたは」

菫：あなたの事情なんて関係ないっ！　みーちゃんを物みたいに利用するのが許せないっ!!

ＧＭ：「……でも、もう遅いわ」ふいに、どこからともかく、そして町中に響き渡ったのは、妖しい鈴の音色で───では、ここで小さなマスターシーンを挟もう───。




「な、なあ。あれ、なんだ……？」

　街を行き交う人々のうち、ひとりがふと空を指でさした。

　そこには、空を覆おおう黒雲が街の四方を取り囲み、少しずつ寄より集あつまり、大きな塊かたまりとなっていく様が広がっていた。

　東西南北より雷らい光こうが渦うず巻まき、放たれる。雲の側面には巨大な穴が穿うがたれ……やがてそこから無数に湧わき出たのは真っ黒な影かげ・影・影。

　北より出いでしは、両手に剣を掲かかげた山や羊ぎ頭の悪あく魔またち。南からは蝙蝠こうもりの翼つばさを背せ負おう人型の悪魔が群れを成し、東からは馬うま面づらと竜の翼の魔族が現あらわれ、西からはもはや数え切れないほどの小悪魔たちが街に向かって押し寄せていた。




クロウ：もう、召喚の儀式って完成してるのかよっ!?

ＧＭ：「いいえ？　呼び出せているのはまだまだ下位の妖魔と魔族のみ。これが、真に力を発揮すれば───」

フジヤマ：下位ぃっ!?　いやいやっ、ディブロウにザガンにハゲンティがいマスよね!?

菫：え、そんなにやばいの？

フジヤマ：ディブロウはレベル12のエネミーデス！　ミーたちじゃ歯が立たないデスよ！

ＧＭ：鈴の音に引き寄せられるように、集まる魔族たち。そう、音の源は学園の一角にある石いし造づくりの黒い塔。鈴の音は不自然なほど澄すみ渡わたり、街中を覆い尽つくし───。

ルイン：むう、つまり……この侵攻を止めるには、塔に囚われているみさと君を解放しろ、ということか！

ＧＭ：「───正解。でもね、それをされると……とても困るの」

菫：そんなの知らない！　あなたの考えてることなんて、わたしにはぜんぜん理解できないし……そんなことよりみーちゃんを返してっ!!

ＧＭ：「いやよ。今、使ってるんだもの」

菫：みーちゃんはものじゃないっ!!

ＧＭ：「困ったわね～……じゃ、結城菫。私と取引しない？　響みさとの心を開けるのはあなただけ。だから塔に向かうのはやめてくれない？」

菫：は!?

ＧＭ：「もちろん、報酬は支払う。儀式が終わったら、あなたと響みさと……ついでにそこのクロウ君を、現代地球に送り返してあげる。それで手を打たない？」

菫：待って、そうしたらこの世界はどうなるの？

ＧＭ：「あなたの知ったことじゃないでしょ？　現代地球人のあなたにはね。そうしなければ……あなたも響みさとも故郷に帰れず、ここで死ぬのよ？」

菫：死なないよ！　ふたりで生きて帰るもん！

ＧＭ：「どうやって？　この世界の人間にその技ぎ術じゆつはない。でも、私にはあなたたちを送り返してあげることができる。ね？　いい話でしょ？」

菫：ここまで来られたのは、フジヤマさんや、ルインさんや、エリンディルのたくさんの人たちのおかげ！　見捨てるなんて、できない！　これは……ゲームじゃないのよ！

フジヤマ：言ってくれるじゃないデスか……へへ。

ルイン：そうだ、それでいい。約束を守るような奴とは限らない！　なあ、クロウ君。

クロウ：（わなわなと震えながら）ゲゲゲゲームじゃないのかっ！　俺の対人恐怖症がぶり返しそうなんだが……っ！

菫：そこ──────っ!?（笑）

クロウ：冗談だ。俺が見てきた結城さんは、エリンを忘れて元の世界で安あん穏のんとした生活を送るなんて、絶ぜつ対たいできないと思う。それは俺も同じだ。それをすれば一生……心残りになる。

菫：……クロウくん。

ＧＭ：「……ふふ、儀式はあと三〇分もすれば完成する。そうすれば完全に門は開き、最上位の魔族たちが現われる。残念ね、結城菫。その美しい友ゆう情じようを貫き、最後に後悔して死ね」

菫：……ひどいこと言う！

ＧＭ：「……そうそう。私にもひとつ、心残りがあったわ。この地を滅ぼすと……缶ビールを飲めなくなることね」そう告げて……微笑を浮かべたまま、エレインの姿がかき消えた。

ルイン：くそっ、最後にしゃれた台詞を……っ！（笑）

ＧＭ：では、そろそろシーンを閉じるが最後に……「結城菫！」菫の背後から声が掛かる。

菫：誰っ？

ＧＭ：と、振り向けばそこには生徒会長の姿すがたがある。「これを持って行け！」彼はなにかキラリと光るものを投げ……菫はそれをキャッチした。

菫：これは？

ＧＭ：塔の鍵だ。「……先ほど、理事会の方から借り受けた。生徒会で管理していた鍵は、エレイン先生に盗み出されたようなのでな」

菫：おお、ありがとうございます！

ＧＭ：彼は優しげにひとつ頷くと……逃げ惑う人々に向け、表情を引き締めておもむろに大声を上げた。「大学都市オーカーに住まうすべての者に告ぐ！　現在、街の四方より魔族の群れが集結しつつある！　一時、武闘大会は中断とし、全戦力をもってこの地の防ぼう衛えいに当たる！　なお、本任務の指揮は───我々生徒会が執る……っ！」

フジヤマ：チクショ───っ！　妙みようにかっこいいことしやがって！（笑）

ＧＭ：生徒会長の言葉は、たちまち周囲に伝播していった。直前まで、混乱していた生徒たちはたちまち落ち着きを取り戻し、会長の前に整列を始めた。生徒会長は、副会長ヒルダとマッスル寮長のサポートを受けながら的確な指示を次々と出して……恐るべき速度で形成された戦闘団は、一糸乱れぬ動きで自らの持ち場へと向かい始めた。

クロウ：会長、有能だった……っ！

ＧＭ：「当然だ……っ！」そう言いながら、彼は眼鏡のずれを直し……菫に視線を送る。「四方の魔族どもは我々が抑える。だからお前は……大事な友を救い出して来いっ！」

菫：会長かっこいいっ!?　なにこれ、泣きそう……っ!?（笑）

ＧＭ：……では、ここでミドルフェイズを終了し、クライマックスフェイズへと移行する！

クロウ：さあ、ギルドマスター。俺たちに命令を出せ。お前を、ゲームに勝たせてやる！

菫：うん！　みんな、わたしに力を貸して───




「……みーちゃんを、取り戻すんだっ！」







　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆世界の外より来きたる




　菫すみれたちは、息を切らせて漆しつ黒こくの塔とうを駆かけ上のぼる。囚とらわれたみさとを救うために。

　空は重苦しい雲に覆おおわれ、街には大量の魔ま族ぞくたちが押おし寄よせようとしていた。

　駆け上った屋上で、彼女たちを待ち受けていたのは───。




ＧＭ：さて、街中が大だい混こん乱らんに陥おちいる中……聞こえてくる不気味な鈴の音を頼りに、キミたちは塔を駆け上がって屋上へとたどり着いた。

フジヤマ：ひいぃ、聞こえるっ、鈴の音が聞こえマス───っ！

ＧＭ：最初に目に入ったのは周辺の風景だ。見回せば、四方より濁だく流りゆうとなって街に流れ込みつつある魔族たちの群れ。そして生徒会の指揮の下、それと戦う冒険者たちだ。敵は一いち路ろ、この塔を目指しているとわかる。

クロウ：生徒会長やマッスル先せん輩ぱいも、この戦場のどこかで戦っているんだな。

菫：がんばれ、マッスル先輩っ！

ＧＭ：さて、この円形の塔の屋上で待ち受けていた敵……最初に目に入ったのはフォモールだ。みさとを連れ去ろうとして目撃された連中だな。実はエレイン先生に手引きされ、学内へ入っていたんだけどね。

フジヤマ：おのれ、まぎらわしいマネをっ!!

ＧＭ：そして、その奥おくには十じゆう字じ架かに架かけられたみさとがいる。彼女の周囲には魔ま法ほう陣じんが展てん開かいされ、魔力を吸い取っているかのようだ。その魔法陣が、召喚術の中枢だろう。

菫：ああっ!?　みーちゃん！

ＧＭ：「……いらっしゃい？　女め神がみの戦士ちゃん」みさとの前に立っていたエレイン先生がそう言いながらゆっくりと振り返る。

菫：先生っ！　さっき聞けなかったけど……どうしてこの世界を滅ぼそうとするの！

ＧＭ：「この世界を、我々のものにするためよ───」魔族と人間は不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵てきなんだよ。魔族にとって、人を害するのは当然のこと……本能みたいなものだ。

ルイン：そう。魔族は、このエリンの生物ではない。異界からの侵しん略りやく者しやなのだ。

ＧＭ：「そうよ。正体がバレた以上、華きや奢しやな姿すがたを取っている意味もないわね」と、ばさりと金色の髪かみをかき上げて指を鳴らす。そして彼女は、魔族ストラスとしての姿を現あらわす。

フジヤマ：先生っ、ストラスだったのデスか───っ!?




ストラス

　ふくろうの頭部を持つ魔族。魔族としては下位だが、あまたの知ち識しきを持ち、メイジとしてもアコライトとしても優ゆう秀しゆうな力を持つという。
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ＧＭ：「……さあ、儀ぎ式しきももうじき完成する。お友達も見学にきたわよ？」ストラスの言葉にみさとはなにかの気配を察さつ知ちしたのか……見えない目でキミの方に視線を向ける。「……菫、ちゃん？」うつろな表情のまま、そう呟つぶやいた。

菫：みーちゃん……っ！

ＧＭ：その言葉が虚こ空くうに消える前に……突とつ如じよとしてみさとの足あし下もとから液えき状じようの肉としかいいようのないものが噴ふき上がり、彼女を瞬しゆん時じに飲み込んだ。

菫：えええええっ……なんか気持ち悪いことにっ!?

ＧＭ：肉と思ったそれは、よく見れば悪霊の魂とでもいうべきもの。みさとを包み込んだ悪しき魂は、菫に向けて手を伸のばす彼女を核とし、球きゆう状じようの肉塊のような姿へと変化していく。ちなみに、イラストはこんなだ（と、イラストを見せる）。

菫：うわっ!?　き、気持ち悪い……っ！

フジヤマ：うへえ、ソウルイーターっ!?　ミーたちのレベル帯では勝てそうもないデェス！




ソウルイーター

　無数の悪霊が霊団を形成しているアンデッド。触れた生者の精気を奪い取る。レベル20のモブエネミーだ。
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ＧＭ：だが、希望はある。みさとの力で召喚されたエネミーたちはまだ、力を完全には発はつ揮きできない状態にある。菫の言葉に微かすかに反はん応のうしたように、彼女はまだ自意識を残しているしな。

菫：わたしの声はみーちゃんに届とどいているんだ！

ＧＭ：そう。セットアップの開始時に菫が【精せい神しん】判はん定ていに成功すれば、キミの声が届き……ソウルイーターは攻こう撃げきをしなくなる。

一同：おおっ、なるほど！

菫：それなら【精神】判定に成功し続ければいいんですね！

ＧＭ：ただし、判定の難なん易い度どは最初こそ低めだが、ラウンドを重ねるにつれて上がっていく。

ルイン：そうなると《限げん界かい突とつ破ぱ》の使いどころが難むずかしいな、最初に使うかあとで使うか。

クロウ：たしかに。判定の難易度が上がる後半で使う方がいいのかもしれない。

ＧＭ：そして現げん在ざい、街の住民たちが街の東西南北から迫せまり来る魔族たちに対し、結界を張りつつ必死に抗こう戦せんしているのだが……彼らが持ちこたえられるかはキミたちが判定する。

フジヤマ：え？　ま、まさか……。

ＧＭ：そうだ。みさとに対する菫の【精神】判定のあと、四方から攻めてくるエネミーたちごとに乱らん入にゆう判定があり、失敗すると……その方角の敵が戦闘に乱らん入にゆうしてくる。

一同：げげぇ───っ!?

ＧＭ：北はディブロウ、西は錬れん金きん術じゆつを駆く使しするハゲンティ、東はザガン、そして南は無数の小こ悪あく魔ま……インプだ。

フジヤマ：やめてくだサイ！　具体的に言うとディブロウはマジやめてくだサイ!?（笑）




ディブロウ

　複ふく数すうの刀とう剣けんを使う中位の魔族。範はん囲い（選せん択たく）攻撃と高い物理攻撃力を持っている。14レベルエネミー。
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ハゲンティ

　錬金術を得意する中位魔族。知識を吸収するため、捕らえた人間の記憶を強奪するという。７レベルエネミー。
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ザガン

　ハゲンティ同様、錬金術を学んだ魔族。その力でみずからの肉体を極限まで増強している。６レベルエネミー。
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インプ

　最下級の下位魔族。他の魔族の使い魔として活動することが多い。

　３レベルのモブエネミーである。
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ＧＭ：なお、インプが戦闘に参加すると、その数は１Ｄ６体の出現とする。

クロウ：この数を相手にするのは、さすがにきつい……というかインプ以外ボス級だよ!?

ＧＭ：具体的な判定方法だが……ＰＣの判定値は０とする。これは誰が振ってもいい。難易度は北のディブロウが９、東のザガンが６。ハゲンティは７。インプは４。難易度は毎ラウンド１ずつ上がっていく。

クロウ：乱入を阻止しながらストラスと戦うのか……フェイトの使い方が難しいな。

ＧＭ：と、キミたちが絶望しそうになった時だ。街の人々と共に戦っている生徒会長がキミたちへと叫さけぶ。「〝ヴァイオレット〟の諸しよ君くん！　我われ々われが引き受けるべき敵は……どこだ！」

一同：おお……っ!?

ルイン：これは、キミたちが足止めをしてくれるということか！

ＧＭ：そのとおり！　キミたちは生徒会長とマッスル先輩に指示を出し、彼らをそれぞれ四方のどこかに配置できる。彼らはそれぞれ特殊能力を持つよ。生徒会長は、配置された場所の乱入判定を二回振ることができるというもの。この能力は戦闘を通して、合計三回までだ。で、マッスル先輩がいる場所は、乱入判定の達成値に＋３となる。

菫：＋３!?　わー、すごーい！

フジヤマ：（配置を見ながら）さて、彼らをどう配置するかはキモになりマスね……。

クロウ：北のディブロウはフェイトを使って徹底的に阻そ止し！　他は素すの出目で対抗したい！

菫：（数字を計算しながら）……じゃあ、マッスル先輩は西を。五行さんは南を！




●第１ラウンド

ＧＭ：では、戦闘を開始しよう！　まずセットアップの開始時、みさとに呼びかける判定だ！　さあ、【精神】の判定を行なってもらおう。最初の難易度は８だ。

菫：わたしの【精神】は２！（ダイスを振る）９で成功。コブシを効きかせて歌います！

ルイン：おお、これが地球の演えん歌かというものか！（笑）

ＧＭ：菫のコブシが効いた歌声は、悪しき魂に取り込まれたみさとに届き……ソウルイーターはその動きを止めた。では、次は魔族の乱入判定に入る……！




　まず先陣を切って判定したクロウはフェイトを１点使い、ディブロウの乱入を見事に阻そ止し……残る三方向の判定も成功し、このラウンドに魔族の乱入は起きなかった




ＧＭ：ち！　生徒会長やマッスル先輩の活かつ躍やくにより、魔族の乱入は食い止められた。

フジヤマ：生徒会長の眼鏡めがねをくいっと直すごとに、インプが一体焼け死んで───。

ルイン：どんな技わざだ!?（笑）

ＧＭ：「ふんっ！」と、マッスル先輩はハゲンティの攻撃を筋きん肉にくではじき返している。ではここでセットアッププロセスだ。




▼行動値

ソウルイーター（みさと）　18

フジヤマ　　　　　　　　　13

菫　　　　　　　　　　　　８

クロウ　　　　　　　　　　８

ストラス　　　　　　　　　８

フォモールＡＢＣ　　　　　７

ルイン　　　　　　　　　　５
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　ＧＭが、セットアッププロセスの宣言しようとしたその時だった。

　セッションを行なってる会議室のドアが、軋きしんだ音を鳴らして少しだけ開かれた。




ドアの向こうにいる人物：ち、ちら……ちらっ。

菫：……えっ!?

ＧＭ：あ、来た。なんというナイスタイミングだ。

味里：おはようございます～！（と、ドアを開けて入ってくる）

菫：え、あれっ!?　みーちゃんっ!?　リアルみーちゃんだっ!?

クロウ：なに、味み里さとちん!?　どういうこと、にーやん？

ＧＭ：今日、近くで仕事があったそうでさ。ちょっとのぞきに行ってもいいかって、さっき「ＬＩＮＥ」で連絡がありまして。面白いから、エネミーのダイスを振ってもらおうかと。

菫：すごいタイミングだよ、みーちゃん！　ちょうどみーちゃんの行動だよ！

味里：おお!!

菫：でも、みーちゃんは今、肉塊になってるよ！（と、絵を見せる）

味里：ど、どういうこと!?　やめて───っ!?（一同爆笑）　しょ、庄子！　助けてっ！

菫：もちろん……っ！

ＧＭ：うひひ。では、あらためてセットアッププロセスを始めよう！




　セットアッププロセスでスキルの宣言をしたのはルインだけだった。《ヘイスト》を使用した彼はフェイトを１点消費し、クロウは【行動値】16まで上じよう昇しようさせた。

　そして、戦いはメインプロセスに突入───《ヘイスト》の力をもって先手を取ったクロウは、《マジックブラスト》で《エンチャントウェポン：地》の対象を拡大……菫とフジヤマの攻撃を〈地〉属ぞく性せいの魔法攻撃に変更する。

　続くフジヤマは、フォモールのエンゲージに移い動どう、《ワイドアタック》で範囲（選択）の攻撃を敢かん行こう───したのだが……。




味里：じゃあ、回避しますね！　（ダイスを振る）フォモールＡは回避失敗。Ｂは11が出たので回避成功！　Ｃは回避失敗！

菫：あぁっ！　一体に避けられた！　そこはがんばらないでよ、みーちゃん!?

味里：ごめーん！（笑）

ＧＭ：今、フォモールはソウルイーター・みさとの加護の下にあり……！




　フジヤマの放った短剣の一いつ閃せんは、フォモールＡ、Ｃに21点の魔法ダメージを与あたえた。

　一体が回避に成功したのを確認しつつも、菫はフォモールを無視して迷うことなくソウルイーター……いや、みさとの元へと全力で駆かけ込む。




ＧＭ：では、菫は眼前に浮ふ遊ゆうする巨大なアンデッドを見み据すえる。そして感じた。その体内に取り込まれたみさとの意識が、急速に弱くなっていくことに。代わりに感じられるのは絶望、後悔、断念───そんな負の感情だ。そう、みさとは今……はい、台詞をどうぞ。

味里：（朦もう朧ろうとした、しかし切なげに）「……もう、なにもかも、どうでもいい。あたしはなにもいらない……あたしの周りには誰もいない───」

一同：おお……っ!?

クロウ：なんか芝居が本気すぎるんですけどっ！（笑）

菫：ああっ!?　みーちゃんがっ！　アイドルになるんじゃなかったの！

味里：「す、みれ……？」……って、あっ!?（時計を見て）あたし、そろそろ仕事に行かないとっ！　すみません～、そろそろ失礼します！

一同：早っ!?（笑）

クロウ：忙しい中、遊びに来てくれてありがとねぇー。

菫：またね～。みさとは必ず助け出すから！

味里：頼んだよ、庄子……！（[image: ←]退室）

ＧＭ：……ああ、みさとの中の人が現実世界へと帰還してしまった。えー……そう、先ほどまで微弱ながらも感じられていたみさとの意思が今、ソウルイーターの怨おん念ねんの中に消えた。

菫：ああ……っ！

クロウ：（テーブルに並ぶコマを見て）く……この生き残ったフォモール、邪魔だ！（笑）

菫：じゃあ、ソウルイーターを《バッシュ》で攻撃します！




　菫はソウルイーターめがけて、渾こん身しんの力で剣を叩きつけた。

　フェイトを使って振り直し、確実に命中させたはずの攻撃は……しかしストラスの《プロテクション》によって妨害され、わずか13点ダメージを与えるに留とどまった。

　お返しとばかりに、ストラスは菫に《アースバレット》を叩き込む。石いし礫つぶての奔ほん流りゆうがアーシアンの少女を襲った。ひやりとする瞬間であったが、ルインの《プロテクション》のおかげで、ダメージは12点止まり。ただバッドステータスの［スリップ］を受けることとなった。




ＧＭ：というわけでストラスは終了。次はフォモールたち。まずフォモールＡから。ターゲットは目の前にいるフジヤマ。その首を刎はねる。（ダイスを振る）出目は10。命中は17。

フジヤマ：ぐべらばあ!?




　フォモールの攻撃がフジヤマとルインを襲う。しかし、フジヤマはクリティカルで回避。ルインが新調したサークレットと《プロテクション》でノーダメージと、事なきを得た。

　その後、ルインが菫に《ヒール》。一気に29点を回かい復ふくして第１ラウンドは終了した。




●第２ラウンド

▼行動値

ソウルイーター（みさと）　18

フジヤマ　　　　　　　　　13

菫　　　　　　　　　　　　８

クロウ　　　　　　　　　　８

ストラス　　　　　　　　　８

フォモールＡＢＣ　　　　　７

ルイン　　　　　　　　　　５
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　第２ラウンドのセットアップ開始時、菫はフェイトを１点使用して、判定にクリティカル。結果、魔族たちの能力は制限をされたまま、戦闘は展開した。

　このラウンドもエネミーの乱入はなく……メインプロセスにおいてはフォモールＡ、Ｃがフジヤマの《ワイドアタック》で戦場から姿を消した。

　菫はみさとを救うべくソウルイーターに、クロウは《エアリアルスラッシュ》でストラスに着実にダメージを与えていく。

　そして、戦せん況きようが大きく動いたのは第３ラウンドのことであった。




●第３ラウンド

▼行動値

ソウルイーター（みさと）　18

フジヤマ　　　　　　　　　13

菫　　　　　　　　　　　　８

クロウ　　　　　　　　　　８

ストラス　　　　　　　　　８

フォモールＢ　　　　　　　７

ルイン　　　　　　　　　　５
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ＧＭ：ではまず、みさとを抑え込めるかの判定だ……！

菫：やるしかない！　フェイトを使って３Ｄで振りますっ！　声が枯かれても負けないよ！

ＧＭ：【精神】判定の難易度は10になっているぞ。

菫：いきます！　みーちゃんっ……！　（ダイスを振る）うわああっ、すご───いっ！

ＧＭ：６、６、６!?　「……菫ちゃん、あなたの声、届いたよ」ふと、そんなみさとの声が聞こえたような気がした───って、このラウンドもソウルイーターが動けないっ！　というわけで、次はエネミーの乱入判定だ。そろそろ厳きびしかろう……！




　だが、菫のダイス目に引きずられたのか判定の出目は高く、魔族の乱入は起きず。

　加えて、メインプロセスにおいて。クロウは《リゼントメント》で強化した《エアリアルスラッシュ》をストラスに叩き込み……その出目は大きく、深しん刻こくなダメージを与えた。




ＧＭ：な、なんとか耐たえた！　「さあ、反撃よぉ！　次こそ目にもの見せてあげる……！」

クロウ：やっぱりこれじゃ落ちねえか！　でも、次の結城さんが奴を殴れば……！

菫：あ、なるほど！　わたしがエンゲージを離り脱だつすればストラスに届くんだ！

ＧＭ：なにぃ!?　おいっ、キミはみーちゃんを最優先で動くんじゃないのかっ!?

菫：えーと…………後回しでっ!!（一同爆笑）




　親友を後回しにする女、菫───。

　菫は床を蹴り、跳ねるようにストラスのエンゲージに飛び込み、《バッシュ》と《ピアシングストライク》をもって27点のダメージを叩たたき出す、さしものストラスも《プロテクション》でしのぎきることはできず……。




ＧＭ：ストラスはその場で膝ひざを突つき……目を見開いて非ひ難なん混まじりに言う。「は、背はい後ごから襲しゆう撃げきだなんて───先生、そんなこと教えてないわよ……っ」（一同爆笑）。

菫：やった！　油ゆ断だんしたわね……！　これで魔族は撤てつ退たいとか弱体化したり……。

ＧＭ：「ふふ、ちがうわ。たしかに魔族たちを異界より呼び出しているのは、響みさと。でも、彼女を制せい御ぎよしているのはこの私よ。本来、彼女の放つ鈴の音は、周囲に彼女以外なにも存在しない方が高い効果を発揮する。そう、私は制御者である同時にただのノイズなのよ」

菫：えええっ!?　それってつまり……？

ＧＭ：「私が管理しなければあの子の力は無制限に解放され、暴ぼう走そうし……やがて崩ほう壊かいに至いたる。だからこそ私がここにいたの、に……ね」ストラスはその言葉を最後に、狂きよう喜きの笑みと共に塵ちりと化して消えていく。それを合図として突如、ソウルイーターが脈みやく動どうを始めた。あふれ出る魔力を抑えることもせず、魔族たちも次々と活かつ性せい化かを始め───これ以い降こう、乱入判定の難易度が毎ラウンド＋２ずつされていく。

一同：なんだって───っ!?

菫：ど、どうしよう!?　もう次のターン……《限界突破》しないと判定に成功しない!?

ルイン：むしろ、そこが使い時だ。今のうちに見えている敵は倒しておこう！

フジヤマ：次の行動は、フォモールＢデスが！

ＧＭ：なぜか残ってたな……わりとどうでもいいのが……（笑）。




　フォモールの攻撃はクロウに命中するも、《プロテクション》に弾はじかれて終わりだった。




●第４ラウンド

▼行動値

ソウルイーター（みさと）　18

フジヤマ　　　　　　　　　13

菫　　　　　　　　　　　　８

クロウ　　　　　　　　　　８

フォモールＢ　　　　　　　７

ルイン　　　　　　　　　　５
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　第４ラウンド、みさとに対する判定は成功したものの……魔族の乱入を防ぐ判定は厳しくなっていた。最強の敵であるディブロウを食い止める判定の難易度はすでに13だ。ルインは、フェイトをつぎ込んでこの判定に挑いどみ───かろうじて成功させる。

　だが、西に位置するハゲンティが、マッスル先輩の防衛ラインを突破していた。




ＧＭ：「……俺はここまでだ。あとは任せる」と言い残し、彼は倒れ伏ふした。防衛戦を突破したハゲンティが、ＰＣの初期位置から西、３メートルの場所に出現！　【行動値】は９だ。

ルイン：いよいよ《限界突破》を使う時がきたようだ！

菫：はい、いきましょう、わたしの歌を聴きけ───っ！　《限界突破》します！

フジヤマ：なんか演歌が流れ始めた───っ!!（笑）

クロウ：（歌番組の司会者風味に）……歌は世につれ、世は歌につれ！　故郷で見ておられますか……お母さん、お父さん！（笑）




　菫の情念を込めた歌声が今、エリンの地に響ひびき渡わたった。

　この歌声───《限界突破》に勇気づけられ、ＰＣの判定には１Ｄ、ダメージには２Ｄが追加される。今がチャンスと、フジヤマ、クロウはソウルイーターに集中攻撃を決行！

　それぞれ、25点と32点のダメージを与えたものの、まだ倒れる気配はなかった。

　なお、ハゲンティはグレネードを放ほうるタイミングを見計らうために待機を宣言していた。

　そして、菫の行動が回ってきた。




菫：ムーブアクションでソウルイーターに接敵します！　マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》！　そして《ボルテクスアタック》も！　《妨害》で３Ｄのままだけど……ええーいっ!!　(ダイスを振る)やった、クリティカルしたっ!!

一同：おおおおおおおお───っ!!

フジヤマ：まさに想いを乗せた一いち撃げき……っ！

菫：ダメージロールは10Ｄ＋33！　みんなの想いを剣に乗せて……お願いっ!!　（ダイスを振る）ダイス目は34点、合計して……67点の魔法ダメージですっ！

ＧＭ：ぶっ!?　累るい計けいダメージ[image: 134]点、それはダメだ、耐えられない……っ！




　菫の剣がソウルイーターを貫つらぬいた瞬間、みさとを覆っていた肉塊がはじけ飛んだ。

　四し散さんする悪しき魂の塊より、きらきらと輝く光の粒つぶをまき散らしながら、みさとが投げ出された。ふわりと宙を舞うように降ってきたみさとを、菫が受け止める。

「……おかえり、みーちゃん」




ＧＭ：……だが安心するのはまだだ！　魔族たちが通ってくるゲートは、閉ざされたみさとの心が解放されるまで開いたままのようだ！　彼女の意識が取り戻すには、菫がメジャーアクションで判定を成功させねばならない。

菫：なんですと───っ!?




　続くフォモールＢは再びクロウに攻撃するも、やはりダメージは通らない。

　続くルインは《限界突破》が乗っているのをいいことに、クラブをぶん回してフォモールに殴なぐりかかると宣言した。純じゆん粋すい支援の神官ルイン、まさかの白兵攻撃であった。




ルイン：ぐふふ……これが信仰の力（物理）……だ───っ！（ダイスを振る）

ＧＭ：（ダイスを振る）回避成功！　あぶねえな、おい！　達成値低いから回避したけど。

ルイン：くううっ！　私の信仰心はこの程度だというのか……！（一同爆笑）

ＧＭ：では、最後に待機していたハゲンティだ。「……やれやれ、ストラスは役に立ちませんでしたねえ」どこか小馬鹿にしたような言葉と共に、菫に向けてグレネードを構かまえる。

菫：待って、その攻撃ってみーちゃんを巻き込んだりする？

ＧＭ：それはない。彼女は魔族にとって大事な素材からね。「ふふふ、〝女神の戦士〟よ……貴様をこのグレネードの餌え食じきにしてくれ……いや、待てよ？　これって巻き込んだら響みさとも死んじゃうんじゃなーい？」（一同爆笑）　つまりマイナーで《グレネード：ダイレクト》を使い、菫のみをグレネードで攻撃だ！

菫：じゃあ、みーちゃんを盾たてにすれば……っ！

ＧＭ：台無しじゃねーかっ!?（一同大爆笑）

菫：（素すになって）じ、冗談です！　しませんしませんっ!!　みーちゃんは親友です！（笑）

フジヤマ：これはひどい……（笑）。




　はたして───ハゲンティの放ったグレネードは、菫を直撃した。しかしルインの《プロテクション》によって防がれ、与えたダメージは０に終わった。




●第５ラウンド

ＧＭ：では、第５ラウンドを始めよう！　ソウルイーターが倒れたので、その制御の判定はないが、魔族の乱入判定は依然、存在……！

ルイン：（判定の難易度をチェックして）まずいな。もう、乱入を阻止するのは難しい。

クロウ：乱入されても、結城さんがみさとさんの意識を判定まで持ちこたえれば……。

フジヤマ：でも行動値的に、すみぽんの順番が来るまでに全員が、赤い染みに……（笑）。

ＧＭ：だが、そんな時だ。乱入判定の前……新たにこのシーンに登場する人物がいた。その人物は仲間を引き連れて現われ、一斉に抜ばつ剣けんして声を上げる。「……ぎりぎり間に合ったわね。ブラックロータスがギルドマスター・ガートルード……加勢します！」

一同：おおお──────っ!?

ＧＭ：ガートルードの能力は、乱入判定に＋２Ｄ！　さあ、どこに配置する？

菫：（少し考えて）……これ、五行さんと同じ場所にぜひっ！（笑）

フジヤマ：それは面白いっ!?（一同大爆笑）　生徒会長もこれで、少しは幸せに……！（笑）

クロウ：（数値を計算して）……うん、それでインプは確実に抑えられる。実は悪くない。

ＧＭ：それじゃあ、判定にいこうか。まず南側だな。空を覆い尽くす無数のインプを前に、会長の体力はもはや限界だった───しかし。「……会長、手を貸すわ。今まで、ここをよく守った」「あああっ、ガートルードさんっ！」会長は頰ほおを紅く染そめて喜んだ（一同爆笑）。




　なお、乱入判定の結果は以下の通りだった。

　南側：ルインが判定───達成値14で成功

　東側：フジヤマが判定───ファンブルで失敗

　北側：クロウが判定───達成値10で失敗




クロウ＆フジヤマ：ぎゃ─────────っ!?

ＧＭ：うはは……！　ディブロウとザガンが戦線を突破！　さあ、セットアップに入ろう！




▼行動値

フジヤマ　　　13

ディブロウ　　12

ハゲンティ　　９

菫　　　　　　８

クロウ　　　　８

ザガン　　　　８

フォモールＢ　７

ルイン　　　　５
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　セットアッププロセスでは、まずルインが菫に《ヘイスト》を試みることとなった。

　４以上が出れば、菫が【行動値】でディブロウを上回り……みさとの心を解放する判定に真っ先に挑める───そう狙ってのことだった。




ＧＭ：え……っ？　おい待て、せっかく最強魔族が乱入したんだ。正面から戦おうよっ!?

クロウ：やなっこった！　こんな化け物とまともに戦えるか！　いいか？　ゲームは、勝てばいいんだよ！

ルイン：そのとおり！　《ヘイスト》を菫さんに！　（ダイスを振る）発動は成功、【行動値】がいくつ上がるか……もうフェイトはないので１Ｄで振る！

クロウ：４以上なら、確率は半分か……頼む、ルイン！

ルイン：うおお……どりゃあっ！（ダイスを振る）……ダイス目は、５だ───っ！

一同：やったぁあああああああああああぁっぁあぁあ───っ！（一斉に拍はく手しゆ）

ＧＭ：おいぃいぃぃっ！　なんだよ、せっかくディブロウが来たのに───ぃっ!?

クロウ：よし、これでメインプロセスだな！　結城さん、みさとさんを……！

菫：はいっ！　じゃあ、みさとの胸に手を当てて……声を掛ける！

ＧＭ：判定方法は、難易度10の【精神】判定だ。

菫：フェイト１点あるから３Ｄで８以上……もしくは２Ｄで一回振り直し？　どっちがいいか悩なやむけど……うん、３Ｄでいきます！　いろんなことがこみ上げてきちゃって……ぽろっと涙を浮かべながら指を絡からめて手を繫ぎます。───みーちゃん、一いつ緒しよに帰ろう？

ＧＭ：キミが手を絡めると同時に、ふたりは淡く、神々しい光に包まれる。それを間近で見たハゲンティが叫んだ。「落ち着け……！　その女を目覚めさせても無駄だ！　お前たちはいずれ儂が地球に帰す！　それがお前たちの願いだろう！　だからやめろ……っ!?」

菫：やめないっ！　わたしたちは、わたしたちの未来を信じるのっ！　願いを叶える方法は……ひとつじゃない！　フェイトを１点使います！（ダイスを振る）……８っ!!　出たあぁああ───っ!!　10で成功───っ!!

一同：おっしゃ──────っ!!（一斉に拍手）

菫：みさと……っ！

ＧＭ：菫の涙がみさとの目元に落ち、頰ほおを伝って流れる。大事な友が呼ぶ声……それははたして、みさとの閉ざされた心の奥に───届いた。「……菫、ちゃん？」呟かれた声と共に、みさとの目がゆっくりと開いて……。

菫：ああっ……!!　みーちゃん……!!

ＧＭ：みさとの意識が、急速に覚かく醒せいしていく。それと同時に、大学都市オーカーを覆い尽くした魔族たちが怨えん嗟さの声をあげる間もなく……一いつ斉せいにはじけてかき消えた。天を覆う黒雲も急速に晴れゆき……やがてこの塔の屋上に陽よう光こうが降り注いだ。その暖かなな光の中、みさとは菫に微笑みかけてこう告げた。「……ただいま」

菫：親友の言葉に、あたしもも微笑みを返して……言います。




　「───おかえり、みーちゃん」




　　　　＊　＊　＊




　かくして大学都市オーカーを、そしてエリンディル大陸を襲った危機はここに去った。

　今、事件を解決に導みちびいた四人を、いずこからか見下ろすふたつの人影があった。

　ひとりは、大きな錫しやく杖じようを携たずさえ、帽子を目ま深ぶかにかぶった長き銀ぎん髪ぱつの女性。

　今ひとりは白はく銀ぎんのフードをかぶった、おそらくはヴァーナの少女だ。彼女は、菫を見下ろしながらどこか安あん堵どした様子を見せていた。

「よかった。なんとか乗り切ったでやんすな」

「……そうね。あなたの選んだ子は無事にやり遂とげてくれた」

　銀髪の女性は頷き、満足げな微笑を浮かべて最後にこう告げる。




「……女神候こう補ほ生せい見み習ならい心こころ得えとしては合ごう格かくよ、ベネット───」
















　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆選んだ道の先にあるもの




　無事、魔族の陰いん謀ぼうをくじいた四人───。

　しかし、菫・クロウ・みさと……三人のアーシアンが帰るべき地球への道は閉とざされた。

　その事実は次なる物語の、始まりへと繫がった。




ＧＭ：では、エンディングフェイズに入ろう！　事じ件けんを解かい決けつしたキミたちは今、理事長室に来ていた。そこには、この部屋に初めて入った時と同じ顔ぶれだ。

フジヤマ：エレイン先生だけはいまセンが……。

菫：……うん。あ、みーちゃんは？

ＧＭ：彼女はとても消しよう耗もうが激しかったため、今は別室において眠っている。幾ばくかの休息を取れば、元気になるだろう。

菫：そっか。ならよかった！

ＧＭ：理事長は、菫たち四人にねぎらいの言葉を掛ける。「今回の大きな危機、よくぞ乗り越えてくださいました。みなさんの冒険者としての資し質しつは高いと、此こ度たびの事件で理解したつもりです。まだ多少の制せい約やくは付きますが、オーカーの外に出て冒ぼう険けんすることを許きよ可かいたします。……そうですね？　生徒会長」その言葉に、生徒会長は首を縦に振る。

クロウ：お、こいつも認めてくれたか。

ＧＭ：「ただし彼らはまだ、学ぶべきことが多い。よりいっそうの修練を積むことが条件となりますがね」くいくい。

ルイン：やはり私とのキャラかぶりが気になる……（笑）。

ＧＭ：生徒会長は、ギルドマスターである菫の方に向き直って、どこか説教じみた口調で話すな。「いいか？　認められたとはいえ、キミたちはまだこの世界の常じよう識しきを知らない。今回のことで調子には乗らないことだ」

菫：はい！　今回は、五行さんのおかげですから！　ありがとう、と握あく手しゆを求めます。

ＧＭ：そのストレートな態度に、会長は「あ、握手してやらんこともない」という、どこか照れた態度でそっぽを向いて握手を交かわした。

フジヤマ：そしてその頰は紅くなっている、と。

ＧＭ：（笑）。また、会長の隣に立っていたガートルードは、戦功を上げたふたりの新人に言葉を掛けようと、笑顔で歩あゆみ寄り───。

クロウ：おお、カモーン！

ＧＭ：握手しようと手を差し出したクロウの横を華か麗れいにすり抜け、彼女は菫を抱だきしめる。「本当によくやったわ、菫」

菫：えぇっ、あたし……っ!?　しかもいきなり呼び捨てに！（笑）

クロウ：俺は唐とう突とつにフラグの崩ほう壊かいを理り解かいする……ていうかっ！（笑）　お前、俺の方を見て頰を紅くしてたじゃんっ！

ＧＭ：ああ。あれはクロウの肩越しに、背後に立つ菫を見ていたんだ。「あたし、あまり男の子に興きよう味みないんですよね」

一同：ええぇえぇえ……っ!?

フジヤマ：今さら明かされるガートルードさんの性癖！　ルインさんと生徒会長を見マス！

ＧＭ：戦闘でも割われなかったふたりの眼鏡に、ピシっとヒビが入った（一同爆笑）。

クロウ：まあ、俺は悲しくないし？　そもそも俺は、街を救った英雄だからな。これから先はリア充的な生活を……。

ＧＭ：いや、今回の事件で株が上がったのは、街の中で魔族との攻防を繰り広げた生徒会やブラックロータスだね。高い塔の上で戦っていた四人のことを知らない住民も多い。

一同：なんだって……！（笑）

クロウ：へえ？　でも、それならそれでいいや。ゲームを初めてすぐに英雄って言われるんじゃ、ありがたみがない。むしろ、レベル１からレベル上げすることに情熱を燃もやすタイプなんでね。この世界に存そん在ざいする、あらゆるエネミーを倒し、すべてのマジックアイテムを集めるまでこのゲームを楽しむ！　楽しみながら、結城さんと地球に帰る方法を探すさ。な？

菫：……はいっ！

フジヤマ：ならばその日が来るまで、ミーも手伝いマスよ？　ね、ルインさん？

ルイン：え、あー……うん。当然、私も協力することに躊ちゆう躇ちよはない。ただ、その……ちらっちらっ、とガートルード様を見る……（笑）。

ＧＭ：「がんばって、ルイン君！　菫たちにはあなたが必要よ！」

ルイン：……あ、はい（一同大爆笑）。

ＧＭ：そんな繊細なルインの気持ちを知ってか知らずか彼女は言った。「ブラックロータスとヴァイオレット……両方に所属ってことで、いいよね？」

ルイン：ぃやったぁぁあああぁぁああぁあああ──────っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：では、そんなオチがついたところでこのシーンは終了としようか。最後に、理事長は優しく微笑み、菫たちにこう声を掛けた。「では、あらためて───……」




「ようこそ、エリンディルへ、そして大学都市オーカーへ。我々はみなさんを歓かん迎げいします。

　ギルド〝ヴァイオレット〟の未来に、幸さち多からんことを」







◆Ending02◆ふたりの夢は、夜の空に馳はせる




　先の事件から二週間という時が過すぎた。

　故こ郷きようへと帰る道を失ったふたりはその日、夜空を見上げて言葉を交わしていた。

　あの星の光には故郷への望ぼう郷きよう……その胸むねの内には夢を抱いて。




ＧＭ：では、本セッション最後のシーンに入ろう！　最後は、菫とみさとがふたりで夢を語るシーンにしようかな、と───。

菫：あー、終わっちゃう～！　セッションがもう終わっちゃう～っ！

ＧＭ：いやいや、言ってくれればまたいつでもＧＭしますから！（笑）

菫：ほんとですよ!?　絶対ですよっ!?

ＧＭ：絶対です！（断言）えー、あらためて演出を始めよう（笑）。舞ぶ台たいはある校舎の屋上───夜。菫はすっかり回復したみさととふたり、満天の星を眺ながめていた。

菫：はー……もうあれから二週間かあ。地球には、いつ帰れるのかなー。

ＧＭ：「……うん。菫の夢も、私の夢も、当分はお預あずけだね」

菫：うん。でもさ、歌はどこに行っても歌えるよ？

ＧＭ：「……あはは。たしかに」いつ故郷に帰れるのかもわからない───そんな絶望的な状況の中でも明るさを失わない菫に、みさとは微笑みを返す。

菫：そうそう、笑うのが一番。前を見て歩こうよ。

ＧＭ：「……うん。あたしね、菫と一緒だったら、ずっとがんばれると思う」

菫：みーちゃん……。

ＧＭ：「いつか地球に帰って、夢を目指し直そう？　きっと心が折れそうになる瞬間もあるだろうけど、ふたり一緒ならきっと大丈夫だよ」

菫：そうだね。わたしも、みーちゃんとふたりだったら、なんでもできそうな気がする！

ＧＭ：その言葉に、みさとは菫の手を取った。「あたしも。あたしね、今回の事件……ちっとも不安じゃなかった。だっていつも、今までもずっと、菫ちゃんから勇気をもらっているから。ありがとう、菫ちゃん───」

菫：（感かん極きわまったように）み、みーちゃん……！　すごくいいセリフだよっ!?

ＧＭ：……って、言いたいそうです。

一同：言いたいそうですっ!?

クロウ：なんだそれ（笑）。

ＧＭ：あ、いやね？　さっき味里さんからまた「ＬＩＮＥ」でメッセージが飛んできて……こういうことを伝えたいって───。

菫：なにそれ！　いい話じゃないですか！

フジヤマ：また、リアルのことなのか、キャラのことなのか……不思議な感じが（笑）。

菫：でも、うれしい！（笑）　あたしも同じこと思ってる。だからさ、この世界でもずっと一緒の道を歩いていこう？

ＧＭ：「……一緒の道？　この世界で……？」

菫：そう、一緒の道。つまり、ね……。




　───その日、ギルド〝ヴァイオレット〟に、五人目のメンバーが加わった。

　エリンから地球へと帰る道が見つかるのか……それはわからない。

　いや、帰る術すべなど本当はないのかもしれない。

　それでも彼らはあきらめることなく旅に出かけ、夢を追うだろう。

　そう、五人の冒険は……




　今ここに、第二の幕まくを開けることとなったのだ。





『アリアンロッド ２Ｅ・リプレイ・ストレンジャーズ～異世界で冒険者になろう～』




第二話「願いを叶かなえるたったひとつの方法」




─ＦＩＮ─


















　　超あとがき




　さてさて毎まい度どおなじみ、あとがきの時間がやってまいりました。

　生まれ変わって改訂版となった「アリアンロッドＲＰＧ」の初リプレイ、いかがでしたでしょうか！　今回は、改訂版でどんなことができるのか……その雰ふん囲い気きや「あ、こーゆーことができるんだ」という部分がさわりでも伝われば幸さいわいです。

　異世界トリップものができるようになる───それ自体はとうの昔に頭では理解していましたが、理解しているのと実際にやってみるのは大ちがい！　なにをかくそうこのリプレイ、改訂版ルールブックに加え、五月発売の『ストレンジャーガイド』の制作と同時進行のセッションでありました。それゆえに、細さい部ぶが決まっていないことも多た々たあって、セッション中にその〝現代地球〟の要素が入ったことの〝洗せん礼れい〟を受けることと相成りました。

　例えばセッション中……「あれ？　スマホ持ってれば離れた場所でもふつうに連絡取れるのか？」「あ、Wi-Fiが機能してるならいつでもメールのやりとりできちゃうな」……と、現代要素がどのレベルで、エリンの上でも通用するのか相談することがたびたびありました。「え？　スマホがあればふつーに会話できるのでは？」と思うかもしれません。しかし、これまでの「アリアンロッド」では、離れた場所にいるＰＣがリアルタイムに自由に連絡できるようにはゲームとして想定されていません。これができるようになるだけでも、大きくゲーム性は変わってしまうのです。

　最終的に、現代地球の技術や常識が、どのレベルでエリンに存在しているのか……そのへんは、『ストレンジャーガイド』をお読みいただけると幸いです。そちらでは、改訂版で追加された現代地球要素がより細かく解説され、さらなるデータが大おお幅はばに追加（例えばアーシアン用拡張ライフパス、新種族、新クラス、新アイテムなど）され、より本格的な〝異世界トリップもの〟が遊べるようになっています。作業スタッフの間で「どんな要素が必要か」という論議がなされ……「うん、モンスター転生は必要！　ヴァンパイアとか……特に蜘く蛛もには絶対なれるべき！」「ハーレムを設定として表現するには？」「待てよ、アーシアンって必ずしも現代地球とは限らないんじゃないか？　『●●』や『▲▲』（いずれも有名ラノベ）を表現するには、■■みたいなクラスが必要だぞ」「トラックはどの程度まで表現する？」「よし、全部データで入れよう」……日々、要素がアップデートされていきました。改訂版や、本リプレイはあくまで〝異世界トリップ〟のほんのさわりを経験するもの……今はそう考えていただければ幸いです。夏に発売を予定している次なるリプレイでは、その真しん価かをきっと発はつ揮きさせたものになるはずです。今しばし、お待ちいただければ幸いです───。
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